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序章




　背筋をなぞる指先は、どこまでも優しかった。

　首筋にかかる吐息は荒々しく、抑えきれない熱を感じさせるものだというのに、裸体に触れるその手だけは、まるで硝子細工に触れるような慎重さだった。

「ロザリーン──口を、あけて。舌を出してごらん」

　言われるがままに、ロザリーンはそれまで引き結んでいた唇を開いた。

（アロイス様に触れられると……あたまが、どうにかなってしまいそう）

　ドレスの下に着ていたものさえも脱がされ、ロザリーンは革張りのベッドの上で白い肉体を晒していた。

　月光に縁取られたその姿は、白磁の宝物であるかのように美しい。鮮やかな紅茶色の髪も、肌の白さを一層際立たせてなお彼女を艶めかしく見せる。

「んっ……んむ、ふ……ァ、あ」

「んん──ふふ、顔を真っ赤にさせて……君が私に、そんな表情を見せてくれるだなんて」

　やや汗ばみ、しっとりとした体を密着させながら、青年は穏やかに微笑んだ。

　ロザリーンとは対照的に、涼しげな銀髪を揺らしたその青年──アロイスは、まろい彼女の裸体に指を這わせると、張りのあるその肌に次々と唇を落としていく。

「やっ、ぁあ……ア、ロイス、さま」

「どうしたの？　こっちを向いて、ロザリーン……どうか、今だけでもいい。私から目を逸らさないで」

　ふい、と顔を逸らしてしまったロザリーンにアロイスが首を傾げる。

「嫌い、なんです」

　嫌い、と、掠れた声がそう呟いた瞬間、アロイスの表情はわずかに強張った。

　まるで自分が厭われたかのような表情を目の当たりにしてしまったロザリーンは、少しだけ笑って彼の頬に触れる。

「アロイス様のことじゃ、ありません。わたしが……わたしの体も、手も、あんまり綺麗じゃないから……アロイス様の方が、すらりとしていて、肌も綺麗で……」

「そんなことはない。君の手は、たくさんの人を救ったものじゃないか」

　心なしか不機嫌な声が、アロイスの端麗な唇から漏れた。

　晩夏の森のような深い緑色の瞳が、ロザリーンの目をじっと見つめてくる。

　彼の思慮深いその目に見つめられると、体の中から熱いものが湧き上がってくるようだった。

「いくら君でも、私の愛する人のことを悪く言うことは許さないぞ。君は美しい──私が知る者の中で、君よりも美しい人を見たことがない」

　するりと、彼の手がロザリーンの腰の辺りを這った。

　くすぐったいような、ゾクゾクと湧き上がる妙な感覚に腰を浮かせてしまうと、その隙間に手を挿し込まれてしまう。

「ひゃ、ぁっ」

「君は、どこだって美しい。肌も──甘くて、蕩けてしまいそうなくらいに」

　しっかりと腰を掴んだアロイスは、ちゅ、ちゅ、と音を立てながら、柔い彼女の太腿にほの赤い印を刻みはじめた。

「あっ、ァうう……ン、ァは、ぁ」

　ぢゅ、と強く吸いつかれると、ピリリとした痛みが快楽となって背筋を駆けのぼる。

　花壺に近い場所を舌先が掠めただけで、ロザリーンの体からは泉のように蜜が溢れ出してきた。

「かわいい……この手で君が乱れているのだと思うと、私はどこまでも欲に忠実になってしまう」

　──いっそ、獣にまで堕ちてしまおうか。

　うっとりと彼が囁く声が、頭の中で反響した。彼と一緒に、ただ愛欲を貪り、ただ抱き合って生きていく。それは途方もなく甘美な誘いだ。

「あっ、ァ……ンっ……もっ、そこ、は」

　ふっと吹きつけられた吐息に、全身が総毛立つ。

　トロトロとはしたなく涎を垂らす蜜口に、アロイスがそっとくちづけたのだ。

「ぁふっ……ッ、あっ、やぁっ……！」

　くぷくぷと音を立て、時折その蜜を啜りながら、彼の舌先は敏感な入口を愛おしそうに愛撫する。

　だが、じわじわと炙るようなその快楽は、ロザリーンが欲しているそれとは少し趣が違った。

　もっと、体の奥まで──彼を求めて浅ましく疼く熱に、ロザリーンはもじもじと体をよじらせた。

「うん？　どうしたんだい？」

　てらてらと濡れる唇を舌先で舐め取る彼の姿は、凄絶なまでの色香を漂わせている。

　優しいアロイスが、ほんの一瞬だけ意地悪になるその瞬間に、湧き上がるような愛しさがこみあげてきた。

「どうしてほしいのか、私に教えてくれる？　ロザリーン、愛しい君のその唇で」

　誘われるように囁かれ、ロザリーンは熱の灯った唇を開いた。

　その言葉を口に出してしまえば、彼はもっと熱く、激しい、ロザリーンの欲しいものをくれる。

「奥、へ……もっと……アロイス様を、く、ください」

　うわずった声でそう囀さえずると、熱を帯びた緑の瞳が恍惚に細められた。

　既に反り上がり、怒張した彼のものが、一瞬だけロザリーンの視界に入った。たくましいそれが、今から自分に突き立てられるのだと思うだけで、目眩を覚えてしまう。

「ロザリーン──力を、抜いて」

　言われるがままに、ふ、と息を吐いたロザリーンの体は、次の瞬間にぶるりと震え上がった。

「ぅあ、ァああっ……！　ンっ、はぁっ……」

　質量を伴った肉塊が、一気に隘路を押し進んでくる。

　熱いそれに最奥までを一気に穿たれたとき、ロザリーンは空色の瞳を見開き、まるで動物のように浅い呼吸を何度も繰り返した。
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「ァっ、は、あんっ、ァ──」

「全部、入った……相変わらず、君はっ……私を、離そうとはしてくれないようだけど」

　彼が腰を引くと、混じり合った体液がぐぷっと音を立てた。

　生々しい音を聞かされ、ロザリーンの理性はゆっくりとほころんでいく。力強く楔を打ち込まれるほどに、ロザリーンの唇からはあえかな声がこぼれ落ちる。

「ッひ、ア──ンんっ、やっ」

「ここを擦られると、君はいっそう可愛い声を上げるね」

　熱い吐息で耳朶を濡らされ、ロザリーンは思わず自分の口を両手で塞いだ。

　だが、アロイスはそれを許してはくれない。腰を打ちつける動きを緩慢にし、代わりにロザリーンが弱い場所を丹念に擦りあげてくる。

「んっ、んうぅっ……」

「ちゃんと声を聞かせて？　そして、できれば名前を呼んでほしい」

　ふうっと深く息を吐いたアロイスの動きに合わせて、ぽたりと汗の雫が落ちた。

　唇を塞ぐ手を除けられ、荒い熱情を孕んだ深緑の視線を受けると、ロザリーンの体はまた切なく疼いてしまう。

「あ……ぅ、ンっ……アロイス、さま……」

　喘ぜん鳴めいの合間に愛しい名前を呼ぶと、深くまでを貫く彼の肉楔が、まるで呼応するように脈打ったのがわかった。

　浅く、抜け落ちるギリギリの位置まで腰を引いたアロイスは、蕩けきったその蜜壺を更に強く突き上げる。

「ひっ、あぁっ！」

　敏感に快楽を受容する媚肉が、きゅんきゅんと収しゅう斂れんして彼を求める。

　──もっと、彼に触れたい。彼とこうして、いつまでも抱き合っていられたらいい。

　自分でも笑ってしまいそうなほど貪欲な願いを抱いたまま、ロザリーンは次第に快楽の階きざはしを上っていく。

「やっ、こわ、い……きちゃう──こわいの、アロイスさま……」

「怖い？　じゃあ、私の名前を呼ぶといい」

　自分の中からせり上がってくる、激しい快楽の波に掠われないよう、ロザリーンはぎゅっと彼にしがみついて名前を呼んだ。

「アロイス、さまっ、あ、やぁあっ……！」

「大丈夫だよ。ここにいる──君の、側にいるから」

　そう言って、彼はほんのりと染まったロザリーンの唇を吸い上げた。

「ァっ、んんんっ、ぁふ、は、あぁっ……！」

　そして、そのくちづけを合図としたかのように、ロザリーンの体が一瞬こわばった。怒ど濤とうのように押し寄せる愉悦が、目の前を真っ白に染めていく。

「私の、かわいいロザリーン──どうか、私の前から……」

　悦楽に蕩けた思考に、彼の言葉が染みいってくる。ふわふわとして、おぼろげな感覚の中でロザリーンは、彼が自分の唇に触れてくれたのを感じていた。

「泣かない、で……アロイス様……」

　掠れた声で、ロザリーンはなによりも大切な名前を呼んだ。許されることならば、自分だって彼と永遠に抱き合っていたい。

（でも、行かなくちゃ……彼のためにわたしができるのは、お城に行くこと……）

　明後日。

　ロザリーンはその桜色の唇で、致死の毒を呷あおる。






第一章　辺境の魔女






　カレンタール王国の西端、山間にあるメルツ村は、小さな湖と集落以外にはなにもない場所だった。

　畑を耕す農夫たちのざわめきが近づいてくるのに気づいたロザリーンは、薬草を摘む手を休めて顔を上げた。

「ロザリーン！　ロザリーンはおるかね」

　白頭の老人が、杖をつきながら彼女の名前を呼ぶのが聞こえる。

　ロザリーンは家の裏側にある畑からひょっこりと顔を出して、老人の呼びかけに応えた。

「村長？　どうしました……また腰痛のお薬ですか？」

「おぉ、ロザリーン。腰痛ではなくてな、お前に看てもらいたいお方がおるんじゃが」

　数人の農夫とともにやってきた老人は、ロザリーンが暮らすメルツ村の村長だ。

　村といっても、彼女が暮らしているのは小さな集落のそのまた外れ、森にほど近い場所だった。

「わたしに？　誰か怪我をした人でもいるの？」

「あぁ。なんでも、近くの土地にご用命があるとかで、郷士様がいらっしゃってな。その従者の方が体調を崩して、ワシの家で寝込んでおる。医者もおらぬこの村じゃ、頼れるのはお前さんしかおらんでなぁ」

　顎にたっぷりとたくわえた髭を撫でながら、村長は深い息を吐いた。

　ロザリーンの家は、元々薬師の家系である。

　大昔は王宮に出入りしていたこともあったらしいが、彼女が生まれた頃には実家はすっかり没落していた。

　けれど、産婆をしていた母と薬師だった父から、彼女は医学や薬学を叩き込まれていた。医者のいないこの村では、ロザリーンが子供や老人たちの看病をすることも少なくはない。

「わかりました。すぐに用意をしますから──アレックスさんは、井戸から冷たい水を汲んできてください。それと、従者の方の状況を教えて……その方は男性かしら？」

　村長が連れてきた男たちにあれこれと指示を出しながら、ロザリーンは少し歩いた場所にある村長の家へと向かって歩き始めた。

「いや、女性じゃよ。見た目は軍人のような格好をしておったが、紛れもなく女性じゃ。王都の方から来たと言っておったが……そういう服装が流行っておるのかもしれんな」

「軍人の格好をした女性……なるほど、その方が体調を崩したんですね？」

　ロザリーンは村長の話を聞きながら、その従者とやらの状況を類推した。

（服装はいいとして、従者が女性──だとしたら、妊娠の可能性も考えておかないと……）

　ぽってりとした唇に手を当て、あれこれと思案しているロザリーンに、村長はひっきりなしになにかを喋り続けた。

　だが、治療に必要な薬草や道具のことを考えているロザリーンは、その言葉のほとんどを聞き流す。そうしているうちに、村の中で一番大きな村長の家へとたどり着いた。

「あぁ、ロザリーン！　あなたが来てくれてよかったわ……さあ、こちらへ。郷士様がお待ちになっているわ」

　ふくよかな体格の老婦人──村長の妻が、慌ただしくロザリーンの背中を押した。

　郷士が待っているというその部屋は、この家の中でも最も広い部屋だった。

　もっとも、広いというだけで豪奢な調度品などはほとんど存在していない。中身は木製の質素なものだった。

「ヘンリー卿、薬師の娘を連れて参りましたわ！　この辺りじゃ、病気の方を看れるのはこの子しかいなくって……ロザリーン、挨拶をして」

「ロ、ロザリーン・エリオネットです。ご病気の方がいると伺ってまいりました」

　村長夫人に小突かれて、ロザリーンは髪の毛をまとめるためにつけていた頭巾を外した。

　すると、それまで頭巾の中に押し込まれていた彼女の長い髪が、はらりと背中に落ちる。母親譲りの紅茶色の髪が、頭を下げた彼女の視界にも飛び込んできた。

「あなたがロザリーン……私が、郷士のヘンリーです。どうか、そんなにかしこまらないで。私よりも今はメラニアの方が心配だ」

　それは、穏やかな男性の声だった。

　その声につられて顔を上げたロザリーンは、ハッとして息を飲んだ。

　銀色の柔らかな髪に、瞳は深く優しい緑色。彼女の目の前に立つ青年は、これまでロザリーンが見たどんな人間よりも美しかった。

「き、綺麗……」

「え？　あぁ、早速で悪いんだが、従者の様子を看てもらえないだろうか。村に着く少し前に、気分が悪いと言い出してね。ひどく顔色が悪くて、起き上がることもできないんだ」

　ヘンリーはそう言って、ロザリーンの手をそっと取った。

　柔らかくて温かいその手は、力仕事をする村の男たちのものとはまるで違う。

「あっ……」

　傷もささくれもないその手に触れられて、ロザリーンは驚いたような声を上げた。

　怪我の治療などで男性の体に触れたことはあったが、どうしてだか手を取られただけで顔が熱くなってしまう。

「あぁ、失礼。あなたの手は薬を扱うものだったね。不躾に触れてしまって申し訳ない」

　紳士然とした優雅さで頭を下げたヘンリー卿だったが、その表情は焦りが隠せていなかった。

　病人が休んでいるという部屋のドアを開けると、そこには確かに、青い顔をした女性が臥ふせっている。

「ヘンリー様、この方のお名前を伺ってもよろしいですか？」

「メラニアだ。メラニア・アンダーソン……」

「メラニア様ですね。それでは、これから診察をさせていただきます。申し訳ございませんが、ヘンリー様には一度お部屋の外でお待ちいただいてもよろしいですか？」

　先ほど頼んでおいた冷たい井戸水も、男衆の手で運び込まれた頃だ。

　ロザリーンは再び髪を結んで頭巾の中に押し込むと、フッと短く息を吐いた。

「あぁ、わかった。なにか私で力になれることがあれば、すぐに呼んでくれ」

　診察を行うには、メラニアの服を脱がさなければならない。

　そのため、ヘンリーには一度部屋を出てもらい、先ほど顔を合わせた応接間で待ってもらうことにした。

「メラニア様？　わたしの声が聞こえておりますでしょうか」

　少しだけ大きな声で、ロザリーンはメラニアの名前を呼んだ。

　すると、それまで目を閉じてぐったりとしていた彼女の体が、少しだけ揺れたような気がする。

「んん……」

「よかった、意識はあるのね……メラニア様、大丈夫ですよ。どこか痛いところはございますか？　熱いところとか、苦しいところは？」

　ゆっくりとした口調で、けれどもはっきりと声を出して質問を繰り返していくと、メラニアはそっと目を開いた。

　短く揃えられた黒髪と端正な横顔はまるで美貌の若騎士そのものであったが、瞼が開かれて涼しげな色合いの瞳が見えると、確かに女性らしさが浮かび上がってくる。

「く、るしくは……ない。でも、体に力が入らなくて……頭が、痛いんだ……」

「頭痛があるのですね。それと、倦怠感……失礼ですが、妊娠の可能性などは？」

「ない……」

　心底辛そうに息を吐き出すメラニアの目は、ぼんやりとしていて焦点が合っていないようだった。

　ロザリーンは強く彼女の手を握ると、もう片方の手で額に張りついた黒髪をそっとよけてやった。

「少し、熱がありますね。王都の方からいらしたなら、旅の疲れが出たのかもしれません。この頃、あまり眠れていなかったのでは？」

　苦しげな呼吸を繰り返すメラニアに寄り添うように、ロザリーンは彼女の胸をぽんぽんと優しく叩いた。

「あぁ…………様が、ずっと……」

「え？　あら、メラニア様……」

　なにかを言おうとしていたのだが、結局メラニアはそのまままた眠りについてしまった。

　しかし、先ほどよりもずいぶん表情が安らかに見える。医学の心得があるロザリーンが来たことで、メラニアも少し安心したのかもしれない。

「薬草を摘んでこなくちゃいけないわね……おやすみなさい、メラニア様」

　旅の疲れが出たのなら、まずはゆっくりと体を休ませなければならない。薬以前に、メラニア本人の体力がなければ治るものも治らなくなってしまう。

　ロザリーンは寝ているメラニアを起こさないようにゆっくり立ち上がって、静かに部屋を後にした。

「ロザリーン……！」

「ヘンリー様、お静かに。今はぐっすりと眠っておられます。どうやら、旅の疲れが出たようですね」

　疲れが溜まっていたのと、長旅による睡眠不足が原因で、急激に体調を崩したのだろう。そう告げると、ヘンリーは深刻そうな表情で首を振った。

「メラニアには無理をさせてしまっていたんだな……ありがとう、ロザリーン。君のように腕の良い医者がいて助かったよ」

「いえ、わたしは医者ではないんです。父が薬師で、少し心得があるだけで」

　王都に行けば魔法のような技術で病気を治す医者もいると聞くが、このような辺境の小さな集落ではまともな医者などいるはずがない。

　ロザリーンや彼女の母のように、薬草やハーブの知識に長けた女性たちが産婆として医療に携わることで、医者のいない村々もうまく成り立っているのだ。

「確か──君の姓は、エリオネットといったね？　もしかして、ご両親は王都のご出身なのでは？　かつて国王の侍医だった一族が、その姓を名乗っていたと思うのだけれど」

「父からそんな話を聞いたことはありますが……わたしはこの村で生まれて、この村で育ちました。だから、医師としての資格も持っていないんです」

　本来、人の病を癒すのは専門の分野で学んだ医師だけだ。

　産婆という立ち位置も、かつては村々の賢者という立場であったが、今は魔女と呼ばれて忌避されるということもあるらしい。

　ロザリーンも、村人たちとの間に妙な疎外感を感じることは少なくなかった。

「そうか……いや、それにしてもだ。君はメラニアの命の恩人だよ。彼女に代わって礼を言おう」

　そういって、ヘンリーは優雅に腰を折った。

　まるでダンスを申し出る貴公子のような振る舞いに、ロザリーンの顔はまた一気に熱くなる。

「そ、そんな！　頭を上げてください！　郷士様にそんなことをされては……メラニア様は、ゆっくりと休めば必ず回復します。よく眠れるように、あとでハーブのお茶をお届けしますね」

　慌ててヘンリーの頭を上げさせたロザリーンは、小さく咳払いをすると、メラニアの治療に必要なことをひとつずつ説明していく。

「栄養のある食事と、睡眠……眠る前にハーブティーを飲めば、体が温まってよく休めるはずです。体力がないわけではないと思うので、まずはしっかり食べて休むことが大切です」

　意識はややおぼろげだったが、先ほどメラニアは自分が感じている症状を的確に教えてくれた。

　それにまだ年若い女には体力も気力もあるはずだ。

　そんなロザリーンの言葉に、ヘンリーは深く頷いた。

「わかった。ならば村長夫人、今しばらくの逗とう留りゅうを許していただけないだろうか？　あの状態の従者を置いて、私だけ領地に戻るということはできない」

「も、もちろんでございますとも！　どうぞどうぞ、こんなあばら屋でよければお好きな部屋をお使いくださいまし！」

　身なりのいい若い郷士の言葉に、村長夫人は今にも頭を振り乱しかねないような勢いで返事をした。

「それじゃあ、わたしは一度家に戻ります。先ほど冷たい水を汲んできてもらったので、水分もたくさんとらせてあげてくださいね」

「あぁ──そうだ、ロザリーン！」

　耳に心地よい声が、ロザリーンの名を呼んだ。

　彼に名前を呼ばれるたび、どこか体の奥が、きゅっと掴まれたようになる。

　これまで覚えたこともないような感覚に戸惑いながら、ロザリーンは小さく首を傾げた。

「どうされましたか？」

「その……また、ここに来てくれるかな。メラニアの様子を、細かく看てあげてほしいんだ。君には少し迷惑をかけてしまうかもしれないが」

　申し訳なさそうに眉を寄せ、視線を下げたヘンリーの表情に、とくとくと心臓の音が強くなるのを感じる。

（緊張していたからかしら……胸が、少し苦しい……）

　この小さく寂れた村の中で、従者であるメラニアを看ることができるのは彼女だけだ。

　助けを求められれば、ロザリーンはそれを断ることはしない。

「迷惑だなんてとんでもない！　なにかあればすぐに呼んでください。夜中でも、明け方でも、すぐに参ります。わたしの家は、森の入口にありますから」

「心強いよ。ありがとうロザリーン……君と出会えたことを、神に感謝しなければ」

　まるで聖職者のように胸の前で手を組んだヘンリーは、恭しく目を閉じた。

　その姿ですら一枚の完成した宗教画のようで、思わず溜息がこぼれてしまう。

　村長の家から自宅へ帰る道すがら、ロザリーンはその時のヘンリーの様子を思いだして再び熱のこもった息を吐いた。

（ヘンリー様って、男の人よね？　世の中に、あんなに綺麗な男の人がいるなんて……）

　これまでロザリーンが見てきた村の男たちは、皆日焼けをして、体つきも頑丈なことが多かった。農業が主産業であるメルツ村では、子供の頃から農作業をおこなう働き手として重宝されるからだ。

「それに、お祈りの仕方……まるで教会の方みたい……」

　誰もいない帰り道で、ロザリーンは一人そう呟く。

　胸の前で手を組み祈る方法も堂に入っていて、その育ちの良さと教養がうかがい知れた。

　村の外の世界を知らないロザリーンの目には、彼やメラニアの姿がとても新鮮で、きらきらとまばゆく映る。

「そうだ、ちゃんとハーブを採っておかなくちゃ。それから薬を煎じて──お父さんの本棚に、なにかいいものがあるといいけど」

　父から譲り受けたのは、薬学に関する資料が詰まった大量の本棚である。

　その中から、少しでもメラニアの体調が楽になるようなものを見つけられればいい。

　そんなことを考えながら、ロザリーンは日の暮れ始めた帰り道を歩き始めた。




　メラニアとヘンリーがやってきてから半月が経過した頃。

　寂れた村にやってきた客人は、その珍しさも相まって注目の的になっていた。

　特に男たちの口に上ったのは、男装をした美貌の従者だ。この村ではまず見ることができない美しい従者を見ようと、村長宅には男たちがずらりと列を成して並んでいる。

「あーあ、ロザリーンはいいよなぁ。なんでも、その従者ってのがえらい美人だって聞いたぞ」

「オレ、この前郷士様を見たんだけどよ。まるで女みてぇに細くて、ありゃあ天からの御使いって言われても信じるくらいだ。遠目だったが、ものすごい美形だったぞ」

　毎日看病のために村長宅へ向かうと、そんな声が聞こえてくる。

（確かに、ヘンリー様が御使いって言われたら、信じちゃうかも……！）

　もう半月も経つのに、ロザリーンは未だにヘンリーと目を合わせると、緊張のせいで胸が高鳴って仕方がない。

「あぁ、来てくれたのかい、ロザリーン。ヘンリー卿とメラニア様がお待ちだよ」

「はい、今行きます」

「アンタも律儀だねぇ。毎日メラニア様のためにそうやって薬草を持ってきて、重たいだろうに」

「いえ、これくらいは平気です。もっと重たい本を持つこともありますし」

「それにしたってねぇ……アンタももう十八だろう？　そろそろいい相手を見つけて、荷物持ちくらいはさせたらどうだい。ウチの爺さんも、今はああだが若い頃はずいぶんと頼りになって──」

　ここから先の話は長い──直感的にそう思ったロザリーンは、曖昧な笑顔を浮かべてメラニアの部屋のドアをノックした。

　すると、中からヘンリーの声が聞こえてくる。

「ロザリーンです。入ってもよろしいですか？」

「あぁ、待っていたよ。中へどうぞ」

　言われたとおりにドアを開けると、そこには備え付けられたソファに座るヘンリーと、きっちりと服に袖を通したメラニアが立っていた。

「おはよう、ロザリーン。今朝も早くから申し訳ないね」

　朝の陽光が、大きな窓からきらきらと射しこんでくる。

　その光に照らされたヘンリーの姿は、神々しささえ感じるほどに美しかった。

　だが、ロザリーンはここ数日彼を見ていて、不思議な感覚を覚えることもあった。

　彼は時折、ひどく深刻そうな表情で宙を眺めていることがある。

「……ロザリーン？」

「ぁっ、お、おはようございます！　メラニア様も、お加減に変わりはありませんか？」

　ヘンリーに頭を下げてから、軍服に着替えていたメラニアに声を掛ける。

　純白の軍服を身にまとい、やや硬い表情だった彼女は、ロザリーンの声を聞いた途端にぱっと表情を和らげた。

「はい、ロザリーン殿のおかげで、ずいぶんと体調もよくなりました」

「それはよかった。でも、完全に体調が回復するまでは薬を飲んでくださいね。眠れるようになったら、ハーブティーは必要ないかもしれませんけれど」

　メラニアは元々の体力があったこともあり、ロザリーンの看病でみるみるうちに回復していった。

　三日ほど前からは、それまで身にまとっていた寝間着ではなく、昼はこうしてかっちりとした軍服姿でロザリーンが来るのを待っている。

「その……ハーブティーはもう少しだけいただいてもいいですか？　あれがあると、本当によく眠れるんです」

「それでしたら、ここに──あら？」

　薬草と一緒にかごに入れておいたはずの茶葉が、どこにもない。

　近くの机にかごを置いて中身をひっくり返してみたが、メラニアのために用意したハーブティーの茶葉は見当たらなかった。

「ごめんなさい。家に茶葉を忘れてきてしまって……今取りに戻りますから、少しだけお待ちいただいてもいいですか？」

　そう言って再び家に戻ろうとするロザリーンだったが、その時、背後から声がかかった。

「待って、ロザリーン。それならば私も同行しよう」

「ヘンリー様が？　そんな、わざわざご足労いただかなくても！」

「君と一度、ゆっくり話をしてみたいと思っていたんだ。それに、いつもは人が多いだろう？」

　ちらりと窓の外を見たヘンリーは、困ったように笑った。

　恐らく、外の騒ぎは彼の耳にも届いているのだろう。

「そ、それでしたら……でも、面白いお話はできませんよ？」

「君の話はどれも興味深いものばかりだよ。私たちには薬学の知識はまるでないし、君に教えられることは多い。なぁ、メラニア？」

　ヘンリーが片眉を上げてメラニアに尋ねると、彼女はそうだそうだと首を上下させる。

　しかし、ロザリーンからしてみれば、遠くからやってきたヘンリーたちの話の方がよっぽど興味深く、美しいものであった。

「私も気分転換をしようと思っていたんだ。同行しても構わないかな？」

　再度そう問われると、ロザリーンは頷くことしかできない。

「わかりました……それでは、よろしくお願いします」

　妙にかしこまったその返事に笑いをこぼしながら、ヘンリーはロザリーンとともに村長宅を出た。

「ロザリーンはずっとこの村で暮らしていると言っていたね。王都に行ってみたいとは思わないの？」

「王都、ですか？」

「あぁ。王都には色々なものがある。主神のために造られた大聖堂、最先端の医療を学ぶことができる最高学府、それにあらゆる知識が集まる王立図書館──君はどちらかといえば、そういうところの方が似合っていると思ってね」

　それは、王都からやってきたヘンリーからしてみれば当然の質問であったのかもしれない。

「それは……確かに、そう思ったこともあります。王都でちゃんとした知識や設備を学ぶことができたら、助けられる人もたくさんいるのに、って……」

　この村にいれば、ロザリーンは十分な知識や経験を積むことはできないだろう。家のそばで薬草を育て、必要があればそれを売ったり、病人の看護をすることで報酬を得る。

　当然、彼女の知識や力では救えない患者もいる。重篤な病はロザリーンの家にある設備だけではどうにもならず、王立の病院がある町までは丸一日山を越えるために歩かなければならない。

　そうなれば、ロザリーンが病人に対してしてやれることは、あまりに少なかった。

「無力を感じることはたくさんあります。でも、この村は──両親との思い出が、たくさんある場所だから」

　実際、金銭面などの問題で王都へ行けないということもある。親のない彼女の後見人となってくれる人間だってどこにもいないし、村を出て遠く離れた王都に行くというのは、彼女にとって現実的な話ではなかった。

「……君が、望むなら」

「え？」

「私が君を──ここから連れ出してもいいと思っている。君が望むなら、私が君の後見人になって、十分な知識と機会を与えてやれると思っていたんだけれど」

　ぽつぽつと、言葉を選びながらヘンリーがそんなことを言い出した。

　それは突然の申し出ではあったが、ヘンリーはまるで、ずっと前からその言葉を用意していたかのように、優しい声音で彼女に語りかけてくる。

「ヘンリー様……？」

「この半月、メラニアを懸命に看病してくれた君を見て、私は自分が恥ずかしくなってしまった。見知らぬ人間のために、ここまで力を注いでくれる人間がいる……君のような人間を、私は……」

　遮るもののない田舎道に、風が一陣走り抜けていった。

　一瞬強く吹いたその風が、ヘンリーの銀髪をさらさらと揺らす。

　なにか言いたげな光を灯していた常磐色の瞳が閉じられると、ロザリーンは言葉もなくただ立ち尽くしていることしかできなかった。

「けれど、それこそが私の傲慢だったのか。君はどこまでも、清せい廉れんで美しい人だ」

「そ、んなこと……」

　美しいという言葉は、ヘンリーやメラニアのような人間のためにあるものだろう。

　ロザリーンはゆっくりと首を振って、一歩後ずさった。今まで森の近くに住み、集落から離れた場所で暮らしてきた彼女に、そうした言葉は耳慣れないものだった。

「そんなことは、ありません。わたしだって、自分のことを一番に考えています」

「そうかな？　私にはそうは見えないけれど」

　ようやく言葉を絞り出したロザリーンに、ヘンリーはそうして笑いかけてくる。

　からかわれたのかと思ったが、彼の視線はじっと彼女に注がれたままだった。

「あの、ヘンリー様──」

「明朝、私とメラニアはこの村を発つ」

　はっきりとした口調で、ヘンリーはそう告げた。

「明朝ですか？　それは、ずいぶんと急な……」

「いや、元々私たちはこの村に長くとどまるつもりはなかったんだ。本当は──もっと早く、ここを出るつもりだった。メラニアの体調もすっかり良くなったし、いつまでも村長夫妻に世話になるのも申し訳ないからね」

　二人で歩き続け、ロザリーンの家にたどり着いてからも、ヘンリーのその言葉はぐるぐると頭の中を巡り続けた。

「ヘンリー様は、これからどちらへ？」

「仕事の関係でこちらへ来ていたからね。その仕事が終われば、私は王都に帰る」

　仕事──確かに、領地に戻るにしては連れだった供の人数もかなり少ない。

　突如告げられた永遠と思われる別れに、ロザリーンの胸は重石でも乗せられたかのように重くなった。

「せっかくヘンリー様やメラニア様とお話ができて、とても楽しい時間を過ごせましたが……確かに、お仕事でしたら仕方がありませんね」

　わずかに、声が震えている。

　別れが辛いのか、それともなにか別の感情が自分の中で芽生えているのか──未知の感覚ではあったが、それがとても辛いものだというのはロザリーンにも理解できた。

「正直に言えば、寂しいです。本来でしたら、わたしのような立場の人間がお二人とお言葉を交わすことだって大層なことなのに……」

「ロザリーン……」

　ヘンリーの唇が、なにか言いたげに開かれた。

　だが、再び唇を引き結んだ彼は、自らの胸の前で手を組み、まるで祈るようにロザリーンに向かって微笑みかけてくれる。

「すまない、ロザリーン。どうか、私を許さないでくれ」

「ヘンリー様？　そんな、謝らないでください！」

　彼の姿はまるで、頭を垂れる罪人のようにも見えた。

　突如頭を下げたヘンリーに、ロザリーンは思わず声を上げた。

「わたしは、お二人とお話ができて……これ以上ないくらいに、幸せでした」

　これ以上言葉を紡げば、涙があふれ出してきそうだった。

　今にも胸が引き裂かれてしまいそうな苦しみを押さえつけるように、ロザリーンは唇を噛む。

　すると、ヘンリーが優しく彼女の肩を叩いてくれた。

「必ず、また会える日が来るとも。そう遠くない未来──私は、君を迎えにいく」

　小さく、低く、周囲には誰もいないというのに、彼女以外の誰にも聞こえないような声でそう囁いたヘンリーに、ロザリーンの碧い瞳が丸く見開かれた。

「ヘンリー、様？　それは一体……」

　どういう意味かと聞こうとすると、彼の長く細い指先がロザリーンの唇に押し当てられた。

「今は、なにも答えられない」

　悲しげに眉を寄せるヘンリーに、ロザリーンがこれ以上質問を重ねることはできなかった。

　家の中に置いてあった数日分の茶葉を彼に渡すと、ロザリーンはゆっくりと頭を振って彼を見送ることにした。

「村長の家までは、ついてきてくれないのかい？」

「そうしたら、きっと今よりも別れが辛くなります。どうかメラニア様にも、幸せな一時を過ごさせていただいたことへのお礼をお伝えください」

　ヘンリーもメラニアも、明日の朝にはこの村を発ってしまう。

　別れは必ず訪れると決まっていたが、それでもその時を迎えるのはあまりにも辛いものだ。

　大きな目に溜めた涙をこぼさないように、ロザリーンは必死で唇を笑みの形に吊り上げた。

「……あぁ。必ず伝えよう」

　名残惜しげに伸ばされた指先が、ロザリーンに触れることはなかった。

　躊躇いがちに下ろされたその指先から視線を逸らすことができなかったロザリーンは、遠ざかっていく彼の背中を見つめながら、やがて堪えきれなかったかのようにぽろぽろと涙をこぼした。

（お父さんやお母さんが亡くなった時と同じ──ううん、違うわ。こんなに苦しいのも、こんなに悲しいのも……）

　ロザリーンは自らの口元に手を当てて声を押し殺した。

　たった半月。その中で自分の中に芽生えてしまった感情に戸惑いながらも、脳裏にはヘンリーの美しい深緑の瞳がよぎってしまう。

（きっと、わたしは恋をしていたんだわ……。もう出会うこともない、永遠に会うことのできない人なのに……）

　メラニアのことを気に掛ける表情や、ロザリーンに語りかけてくる優しい声音。

　そして、時折見せる物憂げな表情が、なによりも彼女の胸を揺さぶった。もし彼の心を痛めていることがあるとするのなら、それを取り除いてあげたいと強く思ってしまう。

「ばかね、わたし──もう、会えないのに……」

　一人ぼっちになった家の中で、ロザリーンの声は誰にも聞こえることなく消え去っていく。

　その日、月が昇り、周囲が真っ暗になるまで、ロザリーンは力なく床の上に座り込んで動くことができなかった。





　　　　◇◇◇






　結局、ヘンリーとメラニアは予定通り、翌日の朝に村を発った。

　村長夫人は二人の見送りにロザリーンが来なかったことが不満そうであったが、目を真っ赤に泣きはらした彼女が「体調が悪かった」と伝えると、それ以上追求をしてくることもなかった。

　そうしてまた、メルツ村にいつもと同じ静かな日々が訪れたのだ。

　だがそんな日々の平穏は、ある朝の喧けん噪そうによって打ち破られることになった。村の中心での騒ぎが、ロザリーンの家にまで聞こえてきたのだ。

「一体、なにがあったの？」

　もしかして、なにか悪いことが起きたのかもしれない──ロザリーンは小走りで集落の方へと向かい、そして絶句した。

「……お、王国軍？」

　それは、メルツ村ではまず見かけることのない光景だった。

　青毛の馬に乗った、武装をした兵隊たちが、なにかを村長に問いただしているのだ。

「で、ですから、魔女と言われても……この辺りでそのような物騒な噂を聞いたことはございませんし、な、なにかの間違いではございませんか……」

「なんだと？　既に調べはついているのだぞ！　この村に、怪しげな薬を売っている魔女が存在していると──これは王命である！　知らぬと申すならば、この村の女ども全員を異端審問にかけてもいいのだぞ？」

「異端審問……！」

　兵士から発せられたその言葉に、何事かと集まってきた村人たちの間にもざわめきが起こった。

　異端審問──それは、主神の名の下に、悪しき魔女や魔法使いを捕らえてその罪業を明らかにするという尋問行為だ。

　かつてそのような名目で、カレンタール王国でも多くの人間が捕らえられ、そして火刑に処されたという。

「そ、そのようなことは……！　この村の人間は皆、善良な者ばかりで……」

「ほう？　それでは、魔女と呼ばれるに心当たりのある人物はいないと？」

　村長は一度は言い返したものの、剣を持ち、武装した兵士たちにこれ以上抵抗することはできないと悟ったのだろう。

　力なく首を振った村長とロザリーンの目が合ったのは、その時のことだった。

「あ、っ……」

「ロザリーン……おぉ、そうじゃ……あ、あの者は親もなく、今は森の近くで暮らしています。なんでも死んだ両親が薬師だとかで、何年も前にこの村にやってきたのですが……」

　皺だらけの指先が、ロザリーンを指した。

「え、そっ、村長！」

　村長が突然言い出した言葉の意味が理解できず、ロザリーンは目を見開いた。

　だが、その言葉を聞いた兵士たちが、興味深げにロザリーンの方へと視線を移してくる。

「ほう？　医師としてどこかで学んだわけでもなく？」

「さようで……怪しげな薬というのは、あれが作っているものなのではございませぬか？　なぁアレックス！」

「そうだ──そうだとも！　あの女が日がな一日、薬草を使ってなにかを作っているのを見たことがある」

　そうだそうだと、人混みのあちこちから声が上がる。

　ロザリーンがようやく言葉の意味を理解した時には、村人たちは敵意のこもった視線をこちらにむけ、口々に彼女への罵りの言葉を繰り返していた。

「そんな……そんなこと……だって、わたしの薬はれっきとした──」

「れっきとした、なにかね？　王立の学校で学んだわけでもなく、公に資格を持っているわけでもない──君がなにかよからぬ企みをしていないと断言できる、証拠や根拠はどこにあるというのだね」

　力強い足取りで、何人もの兵士たちがロザリーンの元へと向かってくる。

　何度も傷薬を買っていった農夫や、ロザリーンの母に赤ん坊を取り上げてもらった経験のある村の女性たちですら、彼女から距離を取っていた。助けは、求められそうにない。

「根拠……そんな……お待ちください、わたしはなにも……誓ってなにもしていません！」

　どうしてこんなことになってしまったのか、ロザリーンにはなにもわからなかった。

　なぜ兵士たちがこの村にいるのか。どうして彼らは『魔女』を探しているのか。

　そして、なんのために村人たちが自分を『魔女』と呼ぶのか──血の気が引いていく感覚とともに、そんな疑問がぐるぐると頭の中を巡っていく。

「……捕らえろ。抵抗するようならば、手足を切り捨てても構わん」

「まっ──」

　その声とともに、誰かが剣を抜いたらしい。

　金属同士が擦れる高い音に、ロザリーンは哀れなほどに震えていた。

「待って……いや、近づかないで……！」

　本当に、腕や足を切り落とされるかもしれない。

　これから訪れるであろう痛みや衝撃を想像したロザリーンの足からは力が抜け、地面に座り込んでしまう。

「待て。むやみに彼女を傷つけることは、私が許さない。──メラニア、彼女をこちらに連れてきなさい」

　その瞬間、聞き覚えのある声が、少し離れた位置から聞こえてきた。

　はっきりとした声とともに、それまでロザリーンの前に固まっていた兵士たちが、綺麗に左右に分かれた。

　そして、その人混みを割って現れたのは、純白の軍服を着た女性──メラニアだった。

「メラニア様……それに、ヘンリー様……？」

　なにが起きているのか理解ができない。

「ヘンリー様？　なにを言っているんだ」

　まるで嘲るように肩を竦め、兵士は物を知らない少女に向かって息を吐いた。

「このお方は、カレンタール王国にて宗教と秩序を司るテーリンゲン家の現当主。アロイス・テーリンゲン猊下であるぞ」

「アロ、イス？　ヘンリー様ではなく？」

　テーリンゲン家の名を聞いて、この国で知らぬと答える者はほとんどいないだろう。

　カレンタール王家の分家にして、王国の宗教と祭さい祀しを司る聖なる家柄。有事の際には神の代理人として、国王をもしのぐ権利を持つと言われているのがテーリンゲン家だ。

「そんな……だって、あの方はわたしに、郷士だと──なにかの、間違いなのでは」

　突如与えられた情報は、ロザリーンにとって混乱をもたらすものでしかなかった。

　そんな彼女の前に立ったメラニアは、村では一度も抜くことがなかった白銀の細剣を腰から下げ、痛ましげな表情で見つめてくる。

「ロザリーン殿、その節は……大変、お世話になりました。そして、大恩を仇で返すわたくしを、どうかお許しください」

　そう言うと、メラニアは素早くロザリーンの背後に回り込み、彼女の両手に縄を掛けた。

　触れるだけで皮膚を裂いてしまいそうな荒縄ではなく、しっとりとした質感の黒縄ではあったものの、思いの外強い力で両手を縛り上げられたロザリーンは、痛苦に顔を歪ませた。

「ぅうっ……！」

「──ここから先、王都までは護送用の馬車に乗っていただきます。監視にはわたくしが付き、王都までの身辺警護をさせていただきます。不自由をおかけいたしますが、平にご容赦を」

　まるで貴人に接するかのような口ぶりのメラニアではあったが、ロザリーンの体にかかる負荷と痛みは容赦がなかった。

（足が、動かない……それに、とても寒い……）

　口々にロザリーンを魔女だと罵る村人たちの声を聞くだけで、体がまるで石になってしまったかのように動かなくなる。

　昨日まで親密とはいかなくとも、互いに助け合って生きてきたはずの人々が、今はこうしてロザリーンを睨み、耳を塞ぎたくなるような言葉を投げかけてくる。

　メラニアはなにか言いたげに村人たちを睨みつけていたが、やや離れた馬上に見えるヘンリー──アロイスの表情は、まるで仮面のように揺るぎないものだった。

「どうして、わたしを魔女と呼ぶのですか」

　乾いてひび割れそうな声が、ロザリーンの唇から漏れた。

　突如魔女の烙印を押された彼女にとって、それは当然抱くべき疑問だ。

　なぜ、こんな小さく平和な村に、兵士たちが大挙して押し寄せているのか。どうして、自分が魔女のそしりを受けなければならないのか。

　縋るようにアロイスを見上げたロザリーンは、彼の薄い唇が、救いの言葉を発してくれることを祈った。

「……王命だ。国王陛下より、君を捕らえるようにとの命令を賜っていた。現地視察の前に、メラニアが体調を崩してしまったのが計算外だったが」

　その言葉に、ロザリーンはハッとした。

　確か彼は、仕事でこの村の近くに来ていると言っていたはずだ。

　その『仕事』が、魔女と呼ばれるロザリーンの素行を調査し、捕らえることだとしたら。

「もう一度会えると、言ってくださったのは……このことだったのですね」

　怒りで目の前が揺れる感覚というのを、ロザリーンはその時はじめて感じた。

　別れを告げた日、彼女の中にほのかに芽生えた恋心は、今粉々になって砕けてしまった。

「わたしを魔女として捕らえるから、あなたは迎えにくると──そう、おっしゃったのですね」

　悲しい時は涙が出ると思っていたが、ロザリーンの涙腺は頑なだった。

　力強くアロイスを睨みつけた碧い瞳が、絶望と同時に深い慟哭を映している。

「……うそつき」

　言いたい言葉はたくさんあった。

　けれど、実際にロザリーンが発することができたのは、この一言だけだ。

　次の言葉を発しようとした瞬間に、兵士たちが一斉に剣を抜いたのだ。

「魔女め、アロイス猊下に呪いをかけるつもりではないだろうな！」

「猊下、早くこの者を王都へ──魔女裁判を受けさせ、火刑に処すべきです！」

　ギラギラとした視線をロザリーンに向ける兵士たちを、アロイスは右手を挙げて制した。

「何があろうと、彼女を傷つけることは許さん。剣を収めよ。……メラニア、彼女を馬車の中へ」

　そうメラニアに命じたアロイスは、ロザリーンに背を向けていってしまった。

　メラニアにそっと背中を押されたロザリーンは、鉛のように重い足を引きずって歩きだす。

　逃げたいと思っても、助けてくれる人はどこにもいない。

　メラニアに連れられて二頭立ての馬車に乗り込んだロザリーンは、生まれ故郷が遠ざかっていくのを呆然と眺めていた。






第二章　聖なる牢獄






　カレンタール王国王都・レクヴァン──政治と経済、そして学問と宗教の中心地であるその街の大通りを、一角獣を描いた紋章の馬車が何台も通り過ぎていく。

　聖獣である一角獣を紋章として使うことが許されているのは、祭祀を司るテーリンゲン家のみだ。その紋章が描かれた馬車が通ると、人々は皆頭を下げ、敬けい虔けんな祈りを捧げていく。

「ここが王都、レクヴァンでございます。長らくご不便をおかけして申し訳ありませんでした、ロザリーン殿」

　メルツ村を旅立ってから、幾日が経っただろう。

　ロザリーンは二頭立ての馬車に乗せられ、捕らえられた『魔女』としては破格の待遇を受けた。

（王都から派遣されてきた人たちは、あんなに恐ろしいことはしなかったし……それに、メラニア様はずっとこの調子……）

　彼女を脅した兵士たちは、村近くの関所で総入れ替えとなった。

　元々アロイスとともに王都から派遣されてきた兵士たちは、なぜか全てテーリンゲン家の私兵隊へとかえられたのである。

　その理由をメラニアに問うと、彼女は曖昧に首を傾げるだけだった。

　だが、そのおかげでロザリーンは、自分を魔女と呼び罵った男たちと同じ時間を過ごすことだけはなかったのだ。

「もうすぐ王城が見えます。城に到着したら、国王陛下と謁見を行っていただきますが……」

「そこで、わたしは魔女裁判を受けるのですか？　魔女の烙印を押されて、炭になるまで体を焼かれるのかしら」

　魔女裁判というものが実際にどのように行われるのかを、ロザリーンは知らない。

　もうとっくの昔に滅びた悪習は、今では文献を紐解く以外にはその実情をうかがい知ることはできなかった。

「そのようなことは──アロイス様は、無益な殺生を心から憎んでおられます。それに、ロザリーン殿はわたくしの命の恩人でもあるのです。全て、我が主にお任せください」

　その言葉をどこまで信用していいのかも、今のロザリーンにはわからなかった。

　メラニアが善良な人であるというのはわかっているのに、村での出来事が思い出されてしまい、彼女の優しさを受け取ることができなかった。

「……これから、王城の敷地内に入ります。今しばらくのご辛抱を」

　一度馬車が止まり、鉄製の門扉が開く重たい音が馬車の中まで聞こえてきた。

　そうして扉が開かれると、馬車は速度を落として前へと進み出す。

「ロザリーン、降りてくれ」

　ややしばらく馬車が揺れていたが、その動きが止まると、ゆっくりと馬車の扉が開いた。

　外ではアロイスが、ロザリーンに向けて手を伸ばしていた。

「つかまって。長いこと座っていたから疲れただろう」

　確かに、長時間の移動を連日繰り返したせいで、腰やお尻が軋むように痛んでいた。護送用の馬車の内部はふんわりとしたクッションで覆われていたが、それでも慣れない体勢での移動は辛いものだ。

「あなたの手を、借りたくはありません」

「そうか──では、降りたら私についてきてくれ。謁見の間まで案内しよう」

　だが、アロイスの手を取ることはしたくなかった。

　この数日、ろくに眠ることもできなかったロザリーンの目の下には、うっすらと隈くまが浮かんでいる。ふらふらとした足取りで地面に降り立ったロザリーンは、自分の体を叱咤してようやく立っていられるような状態だった。

（頭が痛い……けど、ここであの人の手を借りるのは嫌……！）

　美しく荘厳な王城の姿も、今のロザリーンには万魔が潜む場所としか思えなかった。

　慎ましくも穏やかに暮らしていた彼女の生活を、根底からひっくり返した人間が目の前にいるのだ。

「ロザリーン殿、やはりお辛いのでは？　どうか、お手を」

「いいえ。大丈夫です──ありがとうございます、メラニア様」

「……それでは、わたくしがお供できるのは、ここまでとなります。城の中でなにかあれば、我が主に声をおかけください」

　心配そうな表情のメラニアが手を差し出してくれたが、ロザリーンはそれをも固辞した。

（ここが、王城……ご先祖様がここにいたということは、お父さんから聞いていたけれど……）

　かつてエリオネット家が仕えていたこの国の王族は、いつしか先祖が持っていた薬学や医療の技術を忌むようになったという。

「もうすぐだよ。あの、白い扉が見えるかい？」

　廊下を少し歩いたとき、アロイスが指で奥の方を指し示した。

　純白と金で彩られたその扉の前には、更に武装した兵士が二人立っている。

「あそこで、陛下がお待ちになられている」

　そういうと、アロイスはもう一度歩き出した。

　ロザリーンも、足かせをつけられたかのような重い足取りで彼の背中を追う。

　謁見の間へと繋がる扉の前でアロイスが兵士たちと一言二言言葉を交わすと、彼らはまるでからくり人形のような動きで頭を下げた。

「お通りください。その──陛下が、朝からずっとアロイス様のお帰りをお待ちしておりました」

「なるほど？　お待たせしてしまって申し訳ないな」

　首を傾げて兵士たちの話を聞くアロイスの言葉を聞いているだけで、ロザリーンの心はどんどん重たくなってくる。

（この扉が開いてしまえば、わたしはもう……）

　この白い扉は、死刑台へと繋がる扉だ。

　ここが開かれれば最後、ロザリーンは魔女と断ぜられる。

　その恐怖は、許されるのならば泣き叫んで命乞いをしたいほどだ。

　だが、どこかで冷静な彼女の心が、それを許してはくれなかった。

（もしもなにかの間違いだったとしても、わたしはもう帰る場所がないじゃない。もうメルツ村には帰れないもの）

　グッと唇を噛んだロザリーンは、一度深く息を吐いてから顔を上げた。

　扉が開かれ、幾筋もの光がその奥から射し込んでくる。

「アロイス・テーリンゲン猊下のご帰還です！」

　眩いその光景に怯んだロザリーンだったが、どんどん奥へと進んでいくアロイスに遅れを取らないように、一歩を踏み出した。

「おお、戻ったかアロイス。ずいぶん時間がかかったようだな？」

「長きの不在により、陛下には大変なご心配をおかけしたことをお詫び申し上げます……これなるは、所望されていたメルツ村の『魔女』、ロザリーン・エリオネットでございます」

　アロイスがロザリーンを『魔女』と呼んだ時、まるで心臓が引き裂かれるかと思うほどの痛みが襲ってきた。

「ほう……なるほど、毒のように赤い髪か……貴様、人間の言葉を話すことはできるのか？」

　玉座に座っていたのは、ギラギラとした視線が印象的な男だった。

　油っぽいブラウンの髪と同じ色の顎あご髭ひげを撫でながら、現国王──レイクロフト・カレンタールはロザリーンを嘲笑った。

「あなた、が……あなたが、わたしを魔女と──アロイス様を、あの村に遣わしたのは……」

「おぉ、ヒトの言葉を喋ることはできるのか。しかし、なんと恐ろしい。あのように睨みつけられ、呪いでもかけられたらたまったものではないな？　なぁ宰相よ」

　ニヤニヤ笑いのレイクロフトは、一段下がった場所で立っているやせっぽちの男にそう尋ねた。宰相と思われる顔色の悪い男は、値踏みをするような目つきでロザリーンを見つめてくる。

「さ、左様でございますなぁ。聖者の誉れ高きアロイス猊下がお側におられなければ、我らも恐ろしい呪いにかけられているやもしれません」

　宰相のその言葉に、周囲に居並ぶ官吏たちの表情が一気に強張った。

　メルツ村の住人と同じように、ロザリーンを指差してなにかをヒソヒソと囁きあっている。

「やはり、神と陛下の名の下に、いにしえの法にのっとった魔女裁判を執り行うのがよろしいかと……」

「宰相閣下、その件に関して私から陛下に奏そう上じょうさせていただいても？」

「はっ……アロイス猊下？」

　魔女裁判を執り行おうとする宰相の言葉を遮るように右手を挙げたのは、他ならぬアロイスであった。

　彼は一歩前に進み出ると、玉座の前で恭しく腰を折った。

「どうした、アロイス。考えがあるなら申してみるがいい」

「ありがとうございます。──実は、我がテーリンゲン家において、魔女裁判の是非というのは意見が真っ二つに分かれております。父や私を含め、祭祀を司るテーリンゲン家の考えが割れている以上は、魔女裁判の執行は難しいかと」

　はっきりとした聞き取りやすい声で、アロイスは言葉を紡いだ。

　すらすらと唇から出てくるその音は耳なじみがよいものではあったが、国王は煩わしげにアロイスを見下ろしている。

「その女を魔女として捕らえよと命じたのは余であるぞ。アロイス、貴様は余の決定に異議があるとでも？」

「とんでもない。私個人から、陛下のご決定に異議などあるはずもございません……しかしながら、テーリンゲン家当主としての私の立場から、彼女の処刑を許可することはできかねます」

　ぴしゃりと言い放たれた言葉に、ロザリーンを含めたその場の人間全員の動きが止まった。

　王国の宗教関係を取り仕切るテーリンゲン家の当主が処刑を許可しないとなれば、実質的に魔女裁判の実施は不可能だ。

「……なれば、どうするつもりだ。その魔女を再び我が国に野放しにするとでも？」

「いえ、そうではございません。この少女の身柄を、私に預けていただきたいのです」

「なんだと？」

　顔を上げたアロイスが発した言葉に動きを止めたのは、国王だけではない。

（わたしが、アロイス様に預けられる……？）

　突如アロイスから発せられたそんな言葉に、ロザリーンも思わず眉を寄せた。

「な、なにを言って……わたしを、魔女裁判にかけるんじゃないの……？」

「陛下が心穏やかに国を統べられるよう、万難を排するのが我ら臣下の役目でございます。この少女を魔女だとするのならば、その呪われた力を封じ込めるために私の手て許もとに置くことに、なんの問題がございましょう」

　どこか強い口調で進言するアロイスに、レイクロフト国王も面食らったような表情を浮かべている。

　宰相が青白い顔色を更に悪くして、国王とアロイスを交互に見返したところを見るに、二人の関係性は良好なものとは言えないらしい。

「よろしいですか、陛下？」

「──ふん。そこまで言うのならば、捕らえておくがよい。だが忘れるなよアロイス。貴様は決して、余に逆らうことはできぬのだからな」

「心得ております」

　まるで温度を感じさせないような口調でそう言ったアロイスは、ゆっくりと立ち上がると背後を振り返った。

　静寂そのものを描いたような瞳が、じっとロザリーンを見つめている。

「あ……わ、わたしは、その……」

「君の身柄は、王都にあるテーリンゲン家の本邸に移送する。メラニアに準備をさせよう」

「魔女裁判は……行われないのですか？」

　震える声に、アロイスは静かに一度だけ頷いた。

　すると、それまでなんとか立っていられたロザリーンの体が、まるで糸が切れたように崩れおちた。

　村を出た時からずっと死を覚悟していた彼女の体は、ガクガクとみっともなく震えていた。

　アロイスは一瞬だけロザリーンに視線を落とすと、素早い仕種で頭を下げる。

「陛下の温情に感謝いたします」

「よい。その魔女を連れて下がるがいい、アロイス」

　立ち上がれなくなったロザリーンを抱き起こしたアロイスは、そのほっそりとした体を抱え上げると、最後に小さく頭を下げた。

　ロザリーンはアロイスに横抱きにされたまま、何人もの兵士や官吏たちの前を通り過ぎることになる。

「……怖い思いをさせてしまったかな。陛下は、少し血の気が多い方だから」

　謁見の間を出るまで表情を崩すことがなかったアロイスがロザリーンに声を掛けたのは、長い廊下をしばらく歩いてからだった。

　抱きかかえられたままのロザリーンは、先ほどまでの国王の様子を思いだし、ぶるりと体を震わせる。

「国王陛下があんなに恐ろしいお方だなんて、知りませんでした」

「勇猛な方ではあるが──同時にとても苛烈なお方だ。どうにも頭に血が上りやすいのがいけない」

　アロイスが冗談でそんなことを言ったのか、それとも本心でそう思っているのか──ロザリーンにはとんと判断がつかなかった。

　そもそも、彼が本来何者であるのかすらも、明確に教えてもらったわけではない。

「下ろしてください、アロイス様。自分で歩くことができますから」

「そうはいかない。城の真ん中で倒れられても困るからね。外に出ればメラニアが待っているから、それまで我慢してくれ」

　柔らかい銀色の髪を揺らすアロイスは、けれども決して否やを許さないような口調でそう告げた。

　叱責されているわけではないのに、彼にそう言われるとどうしてだか逆らえなくなってしまう。

「あなたは……一体誰なんですか」

「アロイス・テーリンゲン。聖職者をしている」

「郷士のヘンリー卿というのは、嘘だったのですね。さっき宰相様が、あなたは聖者と名高いと言っていたけれど──そんな方でも、嘘をつくなんて」

　ヘンリーの名を出した時、アロイスはわずかに目を見開いた。

　だが、すぐにまた表情を引き締めると、短く息を吐いて頭を振った。

「厳密には嘘じゃない。テーリンゲン家は特殊な家でね。王家の傍ぼう流りゅうではあるが、爵位を持たないんだ。だから、君や村の人々に信用してもらうには、郷士の位を名乗るしかなかった」

「そんなの、へりくつです」

　ゆっくりと廊下を歩んでいくアロイスは、ロザリーンの悲鳴じみた声にも表情を崩さなかった。

　まるで、神様が作った人形のように美しく、冷たい表情。

　それはメルツ村で出会ったヘンリーとは、まるで別人の様に思えた。あの村で言葉を交わしたヘンリーは、もっと優しくて穏やかな紳士だったはずだ。

「そうだな。私は君にそう誹そしられても反論はできないだろう。どんな言葉も、君の前では言い訳にしかならない」

　低くそう呟いたアロイスに、ロザリーンはただ俯くことしかできなかった。

　結果として、彼はロザリーンに嘘をついたということを否定しなかったのだ。

　粉々に打ち砕かれた淡い恋心が、胸の内から風にさらわれていくような気がした。

「さぁ、もうすぐ外に出られる。君にはこれから、私とともにテーリンゲン邸へ向かってもらうことになるが──」

「そこで、牢屋にでも入れられるのですか？」

「まさか。君は私とメラニアの恩人だ……外に出してやることはできないが、それ以外の自由は保障しよう」

　そう言った時だけ、アロイスはわずかに口角を上げたようだった。

　下から見上げる形になるロザリーンが見た錯覚か、あるいは影が落ちてそう見えたのか──城の外へ出たロザリーンは、降り注ぐ陽光を浴びながら、ぼんやりと考えを巡らせていた。

「お戻りになられましたか、アロイス様！　……ロザリーン殿は、いかがなさったのですか」

　外でアロイスの帰りを待っていたメラニアが、アロイスの腕の中で丸くなっているロザリーンに目を落とした。透き通った色をしている彼女の瞳に見つめられると、それまでの刺々しい気持ちが少しだけ和らぐから不思議だ。

「陛下の御前で、立っていられなくなったんだ。メラニア、彼女の介抱を頼む。それと、屋敷に彼女の部屋を用意させておいてくれ」

「は──そ、それでは、ロザリーン殿の魔女裁判は……」

「今すぐに行われることはないだろう。彼女はテーリンゲン邸で抑よく留りゅうという形になった」

　その言葉を聞いたメラニアの表情が、まるで音を立てるかのように明るくなった。

「それは……あぁ、よかった。本当に……！」

　ようやく地面に足を付けることを許されたロザリーンが立ち上がると、メラニアはそっと手を握ってくれた。

「とにかく、ロザリーンを馬車の中へ。屋敷に戻ったら、彼女をよく休ませてやってくれ。私は少し仕事を片付けてから戻る」

「お戻りは夜になられますか？」

「恐らくは夜中か、悪ければ朝方になるだろうね。あの方から手紙の一つでも届いていれば、少しは早く帰ることができるんだが……不在中の報告も、官吏達から聞いておきたい」

　そうしてメラニアとしばらく言葉を交わしていたアロイスは、最後にふとロザリーンの方へ視線を移した。

「メラニアを君の護衛につける。なにかあったら、彼女に話してくれ」

　ほのかに表情を和らげたアロイスは、そうして城の中へ戻っていった。

　それまで彼に抱きかかえられていたロザリーンは、確かめるように一歩踏み出してみる。

「お加減はいかがですか？」

「もう平気です。さっきは少し驚いて、腰を抜かしてしまったけれど──」

　平凡な農村で生きてきたロザリーンにとって、本来なら国王との謁見など夢のような出来事だっただろう。

　だが、無遠慮な視線で見つめられ、魔女と罵られた今となっては、国王はただの恐怖の象徴としか思えなかった。

「そうですか……それではまず、テーリンゲン邸へ向かいましょう。部屋とお着替えは、すぐに用意させていただきますね」

　そう言ってくれるメラニアに頷いて、ロザリーンは再び馬車へと乗り込んだ。




「こ、ここが、わたしの部屋……ですか？」

　そうしてテーリンゲン邸に連れてこられたロザリーンは、侍女たちの手によって体を磨き上げられ、美しいネイビーのドレスまで着せられた。

　どうやら、侍女たちはロザリーンのことを『アロイスが連れてきた客人』としか聞かされていないらしい。

　更に、客室として用意された部屋は明るく、落ち着いた色合いの調度品や、柔らかなベッドまで用意された素晴らしいものだった。

　もっと薄暗い、牢屋のような場所に入れられると思っていたロザリーンは、部屋の入口で立ちすくんでしまった。

「はい。物がない部屋で申し訳ございませんが、必要なものがあればすぐにご用意いたします」

　ロザリーンの護衛もかねて側についてくれることとなったメラニアは、申し訳なさそうに頭を下げた。

（物がない、って……この部屋だけで、わたしの家よりもずっと広い……）

　つくづく、彼と自分は住んでいる世界が違うのだということを思い知らされる。

「牢屋には、入れられないんですね……」

「ロザリーン殿は、アロイス様とわたくしの恩人でございます。これ以上恩を仇で返すようなことは──いえ、これは今更でございますね」

　痛ましげに微笑むメラニアは、呆然とするロザリーンの手を取った。

　一時だけとはいえ、縄で縛られたそこには赤い痕がついている。

「わたくしも、アロイス様も……あなたを傷つけてしまった。このようなことだけでは、到底償えないほどのことをしてしまいました」

「そんな、でもメラニア様は──アロイス様の、命令で」

　ゆっくりと首を横に振ったメラニアは、あの捕縛はあくまで王命であったと告げた。

「あの方のご意志ではないのです。あの方は、最後までロザリーン殿を……なんとかして、あの村から逃がしては差し上げられないかと考えておられました」

　そう告げられて、ロザリーンの頑なだった心が大きく揺さぶられる。

　そんなはずはない。彼は最初から、『魔女』である自分を捕らえに来たのだから。

　そう思っているはずなのに、苦しげなメラニアの言葉はぐるぐるとロザリーンの頭の中で回遊し続けていた。





　　　　◇◇◇






（頭が、痛い……ここ、は……？）

　部屋の静寂に溶け込むようにして、ロザリーンは眠ってしまっていたらしい。

　ふと目を覚ました時、既に窓の外には夜の帳とばりが降りていた。

「……そっか。ここは、アロイス様のお屋敷……」

　寝起きで霞がかったような思考をなんとか現実に引き戻し、ロザリーンは周囲を見回した。

　ベッドの上で体を縮こまらせて眠っていたらしく、体の節々が鈍く痛んだ。

「……今度は、ちゃんと眠れるかな」

　ドレスを着たまま眠ってしまうのはさすがに体に負担がかかったが、着慣れないものをロザリーン一人で脱ぐのはなかなかに骨が折れる。

　これから眠るにしても、このドレスを皺にしないようにはどうすればいいだろう。

　そんなことを考えていたロザリーンの目の前で、扉が音を立てたのはその時だった。

「だ、誰……？　メラニア様？」

　まさか、メラニアが起きていたのだろうか。

　そう期待して声を掛けてみたが、扉の向こう側から返ってきたのは低い男の声だった。

「私だ。てっきり眠っているものと思っていたが……起きていたんだね」

「……アロイス様。まさか、今おかえりに？」

「あぁ。だが、こんな時間に君の部屋から物音がしたのでね。──開けるよ」

　アロイスはロザリーンの許可も待たずに、部屋の扉を開いた。

　てっきり鍵がかかっているものだと思っていたが、その後で彼こそがこの屋敷の主であることを思いだした。

「夜更けに淑女の部屋を訪ねるものではないとわかっているのだがね。少し気になって」

「わたしが逃げないか、ですか？」

「それもあるが……君、食事をとっていないだろう。メラニアから、君がずっと部屋に引きこもっているという報告を受けていたからね」

　ほの明るく射しこむ月光に、アロイスの銀髪は美しく輝く。

　冷たさを孕んだ夜の光が陶とう磁じ器きのような肌を照らすと、彼の表情はより作り物じみて見えた。

「食事はしっかりとらなければいけない。君がよくわかっていることだとは思うが」

「そんなこと……あ、あなたには関係ないじゃないですか」

「……なに？」

　ロザリーンの言葉に片眉を上げたアロイスは、少なからず気分を害したのかもしれない。

　だが、それこそがロザリーンが望んだことだった。

「わたしは、得体が知れない魔女なんでしょう？　呪われた力を持っているんでしょう？　だったら、それらしく接すればいいじゃない……冷たい牢屋に閉じ込めて、拷問でもすればいい……」

「君は──本気でそんなことを言っているのか？　私が、君を牢に閉じ込めて拷問すると？」

　ふと、目の前が一瞬暗くなった。

　殴られるか、強く叱責される──ぐっと身構えたロザリーンだったが、不思議と痛みは襲ってこなかった。

　ただ、アロイスが彼女の両肩をしっかりと掴んでいる。

「誰かに、そう言われたのか？　わたしが君を拷問して、火あぶりにすると？」

「あなたが、私を魔女だと言ってここに連れてきたんじゃない！　わたしは、魔女なんかじゃないのに……！」

　狼狽うろたえたような表情で問いただしてくるアロイスの目を、ロザリーンはじっと見据えた。

　昼間には清らかな光を宿していたその瞳は、今は深淵のように得体の知れない輝きを宿している。

「魔女……そうか、私が……」

　アロイスの声は、今にも泣きそうなほどに震えていた。

　国王の前で言葉を発していた彼と今の彼とは、まるで別人の様に見える。

「ロザリーン──すまない。私は……私はただ、君を救いたかっただけなんだ」

「救う……？　わたしを故郷から追い出して、火あぶりにすることが救いだと……んっ、ンんっ……！」

　不意に、ロザリーンの口をなにかが塞いだ。

　それがアロイスの唇であると認識するまで、相当な時間が必要だった。
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「んぁっ、な、に……」

「どうか、静かに」

　耳朶に吹きかけられる吐息が、異様なまでに熱い。

　鼓膜を揺さぶる声はねっとりと絡みついて、ロザリーンの体から自由を奪っていった。

「ロザリーン……君が私を憎いと思うのなら、憎んでくれて構わない。私は確かに、それだけのことを君にしてしまった」

　静かに言葉を選ぶアロイスだったが、その腕はしっかりとロザリーンの体に回されていた。

　どうして彼がこんなことをするのか、理解ができないロザリーンはその腕から必死に逃れようとするが、男女の力の差は無情に立ちはだかってくる。

「な、なにを……いやっ、離して──」

「どうか憎んで、ロザリーン。私はこれから、君にとてもひどいことをする」

　ロザリーンを抱きしめる腕の強さが、一瞬だけ緩んだ。

　だが、その際に腕を引かれたロザリーンの体はふわりと宙に浮いてしまう。

「きゃっ……！」

　体をベッドの上に投げ出されたロザリーンの目には、精せい緻ちな彫刻が施された天井が映っていた。

　だが、その彫刻の彩りを隠すように、アロイスの体が覆い被さってくる。

「甘い──私が、思っていたよりもずっと」

　熱のこもった声で囁かれて、ロザリーンの肌がざわついた。

　目許をわずかに潤ませたアロイスは、指先で探るように柔らかな頬へと触れる。

　優しくももったいぶった動きがくすぐったくて、ロザリーンは思わず顔を逸らした。

「やっ……いや、アロイス様……！」

　体をよじって、なんとか彼の腕から逃れられないものだろうか。

　そう考えてはみたものの、触れる彼の指先から逃れる術はない。体はしっかりとベッドに縫い止められ、シーツの上に広がったドレスを、彼の膝がしっかりと踏んでいた。

「逃げないで、どうかこのままで……」

　スッと息を吸う音が近くで聞こえて、ロザリーンは硬く目を閉じた。

　やがて、熱く湿り気を帯びた感触が、ぽってりとした唇に押し当てられる。

「んぁ、あっ……」

　ぬるりとした舌先が、固く閉ざされた唇をなぞる。

　感じたことのない感触に驚いて口を開いてしまえば、僅かな隙間からその舌先が巧みに入り込んできた。

「ぁあうっ、んぅ、う……」

　ちゅく、と、水っぽい音がロザリーンの鼓膜を揺らす。

　それが自分とアロイスの唇から奏でられる音だということがわかると、一気に顔に熱が集まっていくのがわかった。

　ロザリーンの顎に手を当て、唇を閉じられないようにしながら、彼の舌先は蛇のようにうねって口腔を蹂躙してくる。

「ん、ふぅっ……あ、ぁ」

「んん──顔が赤くなっているね。苦しかったのかな？」

　ぬるりと舌を引き抜いたアロイスが、一度だけ深く息を吐いた。

　夜闇の中でもなお美しいその瞳が、まるで知らない人間のように妖しくきらめいている。

　その様子を見ているだけで、ロザリーンの体はなぜかどんどん熱くなっていった。

「なんで……こ、こんな……」

「なぜ、か……。私も、自分がここまで恐ろしい欲望を抱いているだなんて信じたくはないよ」

　聖人と呼ばれ、国王と直接会話をすることも許されるほどに高貴で清廉な人物──そんなアロイスが、今は獣じみた欲望を両目に宿して、ロザリーンを組み敷いている。

　一方的に蕩かすようなくちづけを受けたロザリーンは、そんな彼の視線に晒されながらも指一本として動かすことができなかった。

「そんな顔をしないで。もっと、たくさん触れたくなってしまう」

「そんな──ン、ぁ……！」

　体に力が入らず、ぐったりとしているロザリーンのドレスを、アロイスの手がゆっくりとたくしあげていく。

　熱く火照った体が、外気に晒されてぶるりと震えた。

　否、ロザリーンの体を震わすのは、冴え渡った空気の冷たさだけではない。衣服を解かれ、まろやかな形の両胸が露わになると、彼はごくりと喉を鳴らした。

「アロイス様……？」

　ひんやりとした彼の手が、今度はロザリーンの首から肩をなぞった。

　くすぐったいような感覚に息を詰めると、首筋にふっと息を吹きかけられる。

「ひ、ぁあっ」

　そうかと思えば、次の瞬間には熱い舌が、その首筋をゆっくりと舐め上げた。

　唾液をまぶして肌をなぞるその感触に、ロザリーンの唇から高い悲鳴が上がる。

「い、やぁぁっ……！　ァ、あぁっ……」

　白い首筋をとっくりと舐られ、時にはきつく吸われてしまうと、喉の奥から聞いたこともないような声が何度もこぼれ落ちてくる。

　引きつったようなその声を聞かれたくなくて、ロザリーンは自らの口を両手で覆おうとした。

「んんっ……」

「あぁ、いけないよロザリーン。もっと君の声を聞かせて……」

　ちゅっ、と音を立てて首筋を吸われながら、彼の手ははだけられた胸元へと触れてくる。

　わずかに赤く色づいた鎖骨から下、丸く膨らんだその場所の形を手のひらで確かめながら、左の乳房をゆっくりと揉みしだいてきた。

「やっ、あ、──ン、やめ、ぁ、あぁっ……！」

　羞恥で体をよじれば、今度は簡単にドレスそのものを引き下ろされてしまった。

　布で押しとどめられていた柔らかな乳房が、ぷるんっとまろびでる。

「美しい……思い描いていたよりも、ずっと」

　そう言いながらも、アロイスは胸への愛撫をやめない。

　乳房全体を手のひらで転がし、やがて指先でその先端を刺激しはじめた。

　ほころぶ寸前の蕾のように色づいたその先端を、美しい指先がコリコリと弄いらう。

「ぁ、アん……っ！　は、ぁあ……？　やっ、なに……」

　綺麗に整えられた爪が乳蕾を転がす度に、むずむずとした感覚が広がっていく。

　やがてその感覚が下肢までも広がり、ロザリーンの腰がひくんっと跳ねた。

「あぁ……可愛らしいね。君の体が私の手で感じてくれていると思うと、たまらなくなってしまう」

「か、んじる……？」

「心地よくなってきただろう？　こうして、胸を弄られると──」

　わずかに硬くしこりだした乳頭を、指先が強めに引っ掻いた。

「っ……ゃ、あっ……！」

　甘く、切ない痛みが波状に広がっていく。

（こんなの、知らない……こんな風に、体がおかしくなってしまうなんて……！）

　閨のことの知識は、医学を学んできた人間として少なからず頭に入っているつもりだった。

　だが、彼が与えてくる刺激は、どれも知識だけでは及びもつかないものばかりだ。

　震えるロザリーンの肌に指を滑らせ、舌で味わうようになぞりながら、ゆっくりと楽しむようにドレスを脱がせる──子を作るための行為を求められているというのは理解できても、どうして彼がそんなことをするのかが理解できなかった。

「やめて……やめてください……」

　彼が、無作為に女性を辱めるような趣味を持っているとは思いたくなかった。

　メラニアと言葉を交わすにしろ、彼はいつだって理路整然としている。そんなアロイスが、どうして自分を裸にして、あらゆる場所に触れてくるのか。

　答えとして頭の中に浮かんできたのは、この数日間でたっぷりと聞かされた呪いのような言葉──魔女という、忌まわしき呼び名だった。

「わ、わたしが──わたしが魔女だから、このような無体をなさるのですか……罰せられて、当然だと……？」

「罰？　……とんでもない。罰を受けるべきは私の方だ。君はなにも悪くはない」

　そう言いながら、彼の手指はロザリーンの下肢までも伸びてくる。

　邪魔なドレスの一切を取り払った彼は、やや苛立たしげな手つきで自らが着ていた上着を脱ぎ捨てた。

「悪いのは、全て私だ」

　胸元を緩めたアロイスが、ロザリーンの両足を掴んだ。

　割開かれた膝の奥、最早簡素な下着以外に隠す物のないその場所に、冷たい指先が伸びてくる。

「やっ……！」

　足の付け根に触れられただけで、ぞくぞくとした感覚が体中に駆け巡ってくる。

　誰にも触れられたことのないその場所を暴こうとするアロイスは、足を閉じられないように押さえつけたまま、わずかに濡れた白い布をゆっくりと押し込んだ。

「ぁ、ぁあっ……」

「もう、濡れてきているね？　胸に触れられたのが、そんなに悦よかったのかな」

　体を折り、わざと耳元で囁くアロイスの声に、ロザリーンの頭の中にはぼんやりともやがかかったようになった。

　抵抗を許されず、ただなすがままに組み敷かれる──胸を引き裂かれるような苦しみとともに、彼から与えられる得も言われぬ感覚に、すっかり思考がその役割を果たさなくなってしまっていた。

「下着も、こうなってしまっては邪魔でしかないね。外してしまおうか」

「それ、は……だめ、だめです……許して……！」

　首を横に振るロザリーンの懇願を、アロイスは許してはくれなかった。

　体の中からあふれる液体で濡れてしまった下着を、彼はさっさと足から引き抜いてしまった。

　異性の前で生まれたままの姿をさらすことになったロザリーンは、羞恥と恐怖で震えるしかない。それも、あのアロイスが自分にこんなことをしているだなんて──悪い夢であればどれほどいいだろうと、幾度も頭を振る。

　だが、夢の終焉はいつまで経っても訪れなかった。

「離して……どうして、あなたがこんなことを……」

　彼に触れてほしいという感情が、まるでなかったわけではない。

　だが、それはこんな形で成就を願うものではなかったはずだ。

「──君を、手放したくはないから」

　混乱しきったロザリーンの思考に、低い声が覆い被さる。

　唇同士を再び重ね合わされて、ロザリーンは一筋だけ涙をこぼした。生理的なものであるのか、悲しみから来るのか、境界が曖昧になったその涙を指先で拭って、アロイスは彼女の素肌に触れた。

「は──ぅ、うぅっ……」

　太腿から、秘められた場所をゆっくりと指先がなぞる。

　蜜口を中指で撫で上げ、指の第一関節までをそっと押し込まれると、妙な異物感を感じるとともに、くちゅりと水音が聞こえてきた。

「ぁ、あっ、ふ、ぅうう……」

　浅い位置でくちゅくちゅと指を動かしながら、彼の親指はまた別の場所に触れようとしていた。

　襞の合わせ目の上、にわかに膨らみはじめた花芽を親指で転がされて、ロザリーンの体はこれまでとはまた違った快楽を受け取りはじめた。

「んんっ、ぁ、それぇっ……」

「ここに触れられると、気持ちがいい？　こうして、指で押しつぶされるのはどうだい？」

「ぁあっ、あ、やっ……」

　こりゅこりゅと、円を描くように花芯を愛撫されると、体の奥からとろとろとした蜜が溢れてくる。

　喉の奥から転がり出す自分の声が、甘く媚びるような響きを孕みだしたことを感じて、ロザリーンは必死に唇を引き結んだ。

　だが、それを許すまいと、アロイスが挿入した指の動きを強くする。

「ひぁぁっ、ア、やぁっ」

「たくさん声を聞かせておくれ。もっと、君が気持ちよくなっているところを私に見せて──」

　残酷なまでの愛撫が、ロザリーンの理性を突き崩していく。

　理不尽なほどの快楽が彼の手指によって生み出され、無垢だった体を淫らに染め上げていった。

「ぁあぅっ、やっ、アロイス、さまぁっ……」

「あぁ──そうやって名前を呼ばれると、とてもいいな……。自分の名前が、とても特別なもののように思える」

　ぐちゅ、ぐぷっと、淫らな音が部屋の中に響き渡る。

　最早耳を塞ぐこともできず、ロザリーンはアロイスにされるがままになっていた。

　指先は媚肉を掻き分け、よりロザリーンの奥へと潜り込んでくる。

　指の腹が丹念に襞を擦り、緩慢な動作で捏ね回される花芽は時折思いだしたように強く押しつぶされた。

「──ッは、ア、あぁっ！」

　ぞくぞくとした喜悦が生まれ、そして消えていく。

　お腹の奥がジンジンと熱くなっていくような感覚とともに、どこか切なさを感じてしまって、ロザリーンはやがて小さく体を揺らしはじめた。

「ンぁ、あ……ふ、ぁぁ……」

　柔らかく温かい、泥濘ぬかるみのような快楽に身を委ねながら、ロザリーンは涙でぼやけたアロイスの輪郭を追った。

「ぁ、あふっ、っうう……アロイス、さま」

「あぁ、少しずつ解れてきたね──指を増やしてみよう。君が気に入るといいけれど」

「え──ぁ、ア、んんっ！」

　言うや否や、とろりとした蜜を湛えた秘裂にアロイスの人差し指が挿入された。

　バラバラと異なる動きで蜜壺の中を刺激され、それまで燻くすぶるようだった快楽が一気に花開きはじめる。

「んンぁっ、は、あっ──ッ！　……ふ、ぁあっ」

　息を吸おうとしても、うまく呼吸ができない。

　肺まで届くことのない浅い呼吸を繰り返しながら、ロザリーンは思わずアロイスの腕にしがみついた。

　そうしていなければ、天地がひっくり返ってどうにかなってしまいそうになる。

　すると、いじらしいロザリーンの仕種に気をよくしたのか、アロイスは陶然とした表情で何度もその唇に吸いついてきた。

「んんぅ……ァ、んむ……ふ、ァあ」

「んっ……ロザリーン……もっと……」

　深く繋がるように舌を絡め合い、互いの唾液を攪かく拌はんしながら、淫楽を覚えるほどのくちづけに溺れる──ロザリーンの中で、次第にそれは心地よいものになりはじめていた。

（頭が、ぼうっとして……温かくて、気持ちいい……）

　ぼんやりとした思考の中で、自らアロイスを迎えるように舌を絡める──とろりとした蜜のようなその感触は、逃れがたく甘美なものだった。

「あ、ぁぅ……んっ、は、ぁ……」

　唇が離れると、互いを繋ぐ銀色の糸が名残惜しげにほどけた。

　やっと新鮮な空気を吸うことを許されたロザリーンは、苦しげに眉を寄せながら数度咳き込んだ。

　アロイスは、そんなロザリーンの様子が落ち着くのを待ってから、再度彼女の中で指を動かしはじめた。

「ひゃ、ぅうっ……ァ、んぁあっ、それっ、だめぇっ……」

「だめ？　先ほどよりもよく濡れて、とても熱くなっているよ──もっと触れてほしいと、君の体が私に絡みついてくる」

　くぷりと音を立てて引き抜かれた彼の指先は、二本ともしとどに濡れていた。

　それが自分の体から溢れてきた愛蜜であるということを理解したロザリーンは、今度こそ耐えられないとばかりにぎゅっと目を閉じた。

「お、お願いです。もう……許して、許してください……」

「言ったはずだ。罰せられるのは私の方だと──抵抗ができない君を、こうして組み敷いている。許されざる姦かん淫いんの罪を、私は今犯そうとしているのだから」

　アロイスの唇が、にわかに歪んだ。

　それがどのような感情であるのかを、ロザリーンは読み取ることができなかった。

　だが、ややあってから蜜口に押し当てられた熱い塊に、ひゅっと息を呑んでしまう。

「ぁ……」

　ぬるりとした、水っぽいなにかが、太腿の更に内側に触れた。

　硬く、質量を持ったそれを直視することができず、ロザリーンは目を固く閉じたまま嘘であることを祈った。

「目を、開けて」

　静かな命令だった。

　強い口調ではなく、ともすれば懇願するかのような頼りなさを帯びたその声は、けれどもロザリーンの中心を大きく揺さぶってくる。

「ロザリーン。お願いだ──私を見て」

　欲情に濡れた男の声が、まるで操り人形の糸のようにロザリーンの体を支配する。

　言葉に従い、うっすらと目を開けたロザリーンの目に飛び込んできたのは、切なげにほほえむアロイスの姿だった。

「このまま、挿入れてしまうよ」

「まっ──ァ、ああぁっ……！」

　ドクンッと、鼓動が大きく跳ねた。

　丸みを帯びた先端が、きつい隘路をゆっくりと押し広げていく。

　それまで浅い位置を指先だけで広げられていたロザリーンの体には、大きな質量とともに身を裂かれるような痛みが一気に走り抜けていった。

「い、たぁっ……ァ、やだぁ……痛い、お願い……やめてっ……」

「すまない──ロザリーン……もう、私は……っ」

　堪えきれないといった様子のアロイスが、一気に腰を進めてきた。

　秘められた場所へ肉楔を突き立てられたロザリーンは、胸の奥から押し出されるように苦しげな声を出した。

「ァっ……い、ァああっ……」

　熱く、硬い肉の塊が、ロザリーンの体を押し開く。

　アロイスは一度奥までそれを埋めると、ゆっくりと腰を引いてきた。圧迫感が薄くなるが、相変わらず鈍い痛みは引くことがなかった。

「あぁ……ロザリーン。これで……」

　わずかにうわずって掠れたその声が、幻のようにぼんやりと耳朶を掠めていく。

　もう、なにが起こっているのかを理解できない──したくないとさえも思っていた。どうしてあんなに優しかった彼が、こんな無体を働くのか。

「あぉ……ァ、はっ……」

　彼の名を呼ぶことにすら失敗したロザリーンは、小さく体を揺さぶられながら、貫かれた痛みに耐えるしかない。

「痛い思いを、させてしまったね。君にはできるだけ、痛みよりも快楽を感じてほしいと思っていたのだけれど」

　わずかに呼吸を乱しながら、アロイスは優しくロザリーンの肌に張りついた髪をどけてくれる。

　だが、その間に繰り返される律動は指先の優しさとは対照的に荒々しく、肉と肉がぶつかりあう淫らな音は、ロザリーンの思考を塗りつぶすように反響していた。

「ァあっ、は、ぅっ……」

「ロザリーン、どうか、どうか私を許さないで──君の純潔を奪い、それでもこんなに、君に溺れてしまう私を……」

　繰り返される抽送によって、ロザリーンの体は何度か艶めかしく跳ねた。

　痛みと、彼によってわずかに生み出される快楽が、ロザリーンを幾度となく攻め立てた。

（どうして、あなたがそんな顔をするの──）

　泣きたいのはロザリーンの方だ。

　だが、まるで自ら針の山を体に刺しているかのように、アロイスの表情は苦く悶もんに歪んでいる。なぜ彼がそんな顔をするのか、もう、ロザリーンにはなにもわからない。

「知らなかったんだ……君が、こんなにも……で──」

　なにか、彼が言っている。

　次の瞬間、アロイスが短く息を詰めた音と、体の中に吐き出される熱いものを感じたロザリーンは、一度だけ目を見開いた。

（これは……子供、の……）

　子を宿すための種が、ロザリーンの中に吐き出された。

「アロイスさま──」

　泣きじゃくり、嗄かれた声で彼の名前を呼ぶ。

　痛みと疲労、羞恥と快楽の狭間で何度も揺られたロザリーンは、次第に自分の意識が遠のいていくのを感じた。
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第三章　聖者の背負う罪






「アロイス様、ご報告がございます」

　朝の執務の時間。普段アロイスの従者として職務の管理などをしているメラニアが、部屋のドアを何度かノックした。

　アロイスはわずかに気怠さの残る思考を切り替え、扉の向こうのメラニアに声を掛けた。

「中に入りなさい。なにがあった？」

「失礼いたします……その、ロザリーン殿のことでございます。朝から部屋に引きこもって、食事もスープを少し飲んだきり……昨日も臥せっておられましたので、やはり心身共にかなりのショックを受けているご様子です」

　白い軍服に身を包んだ男装の従者は、柳りゅう眉びを寄せて心配そうに息を吐いた。

　王命を受けたアロイスに、突如魔女として捕らえられた彼女は、朝になっても部屋から出てくることがなかったのだという。

「アロイス様、なにかお心当たりはございませんか？」

「心当たり？」

「ないとは言わせませんよ。ロザリーン殿は、あなたの言動に深く傷ついておいででした──確かに、ひどい手段で彼女を捕らえてしまったという自覚はありますが、あれでは本当に心を病まれてしまいます」

　その瞳は、ロザリーンの心労を思ってわずかに翳かげっていた。

　元々戦争孤児だったメラニアは、アロイスの父に拾われて以降この家で働いてきた。

　基本的に職務に忠実な彼女は、テーリンゲン家の人間以外にここまで心を乱されることはないはずだ。

「ずいぶん、ロザリーンのことを気にかけているんだね」

「当たり前です！　あの方はわたくしの命の恩人です。昼となく夜となく、わたくしのために手厚い治療を施してくださいました……その恩を、わたくしは最も手酷い方法で裏切ったのですから」

　旅先で倒れたメラニアは、ロザリーンの手当によって回復した。

　しかし、そんなロザリーンを魔女と呼んで捕らえたのも紛れもなくアロイスとメラニアだ。

　メルツ村で信じられないようなものを見るような視線を向けられたことは、アロイスの記憶にも新しい。

「そう、だな。私は……よりにもよって彼女を、ひどく傷つけてしまった。あの村で静かに生きていたいと望んでいたロザリーンを、私は──」

　ふと気を緩めれば、アロイスの脳裏には昨夜の行為がよぎってくる。

　頑なに自分を拒むロザリーンの声と、快楽に蕩けた碧い瞳。そして、彼女の中に自らを突き立てたときの、これ以上なく幸福で残酷な感触──。

「……私が話をしよう。急ぎの仕事はあるか？　特に、あの方からの手紙などは」

「ルーイッツ殿下でございますね？　いいえ、まだ……あの方に手紙を出して、もう三月が経とうとしています。やはり、王弟殿下のご協力を賜るのは……」

　王弟ルーイッツ──現国王レイクロフトの実弟にして、今は病気療養のため僻へき地ちでの静養を行っている。

　そんな人物からの便りがないことを聞いたアロイスは、緩慢な動作で椅子から立ち上がった。

「ならば、それ以外の仕事は一度保留とさせてくれ。今は、できるだけロザリーンと言葉を交わしたい」

「アロイス様……今の状態のロザリーン殿では、まともな会話ができるかどうか」

　そのことに関しては、アロイスも痛いほど身に覚えがあった。

　昨夜、自らの劣情に膝をついたアロイスは、拒む彼女を無理矢理に奪ったのだ。彼女が部屋から出てこない原因は、おそらくそれが大きいだろう。

「お前が彼女を案じているのはわかる。だがね、メラニア……彼女を傷つけた罪は、私にこそある。許しを請うことさえもおこがましいだろうが──私は、彼女と話さなければ」

　その言葉に、メラニアは一瞬だけ困ったような表情を見せた。

　優秀な彼女ではあるが、昨夜ロザリーンとアロイスの間になにが起こったのかを、彼女はなにも知らないのだ。

　汚れたシーツはアロイスが全て片付け、衣服もできる限り整えておいた。

　この屋敷の誰も、昨夜の交合を知る者はいない。

（あぁ──これは、まるで毒薬だな。忌むべき罪業だとわかっているのに、それでもなお飲み干したいと願ってしまう……）

　アロイスは、自分の背中にゾクゾクとした愉悦が走るのを感じていた。

　最も敬虔であるべきテーリンゲン家の当主たる自分が、果てない愛欲に溺れてしまうなどあってはならないことだ。

　だというのに、ロザリーンのことを考えるだけで、頭の芯がぼんやりとして体が熱を帯びはじめてしまう。

「とにかく、ロザリーンのことは私に任せてくれ」

「は、はい。それと──もう一つ、お耳に入れたいお話がございます」

　一度頭を下げたメラニアが、再度深刻そうな表情で手許の書類をアロイスへと差し出した。

　それは、今朝方王宮の官吏たちの間に出された布令だという。

「これは──魔女狩りだと？　そんな……ロザリーンの捕縛で、全てが終わったのではなかったのか！」

「わたくしもそう思っておりました。ですが……その、国王陛下は、ご自分の威光を国民に知らしめるべく、大々的な魔女狩りを実行すると……」

　それは、王宮に出仕しているテーリンゲン家ゆかりの官吏たちからもたらされた情報だった。

　元々、『魔女』ロザリーンを捕らえよという王命は、レイクロフト王の御代における功績作りとして下されたものだった。

　王家にゆかりがあり、かつ没落した薬師の家──親も身寄りもないロザリーンに白羽の矢が立てられたとき、アロイスは国王に何度も考え直せと進言をしたのだ。

　慎ましく暮らしている無む辜この少女が、国王の箔付けのために犠牲になるなど、あっていいはずがない。

　名家としてのあらゆる手段をつかって国王に考えを改めさせようとしていたアロイスに、レイクロフトはある方法で魔女狩りを遂行させた。

「なんだと……対象は、まさかロザリーンのような……」

「厳密な捕縛対象につきましては、現在王宮に出仕している者たちに情報を集めさせているところです。ですが、おそらくはご懸念の通り、ロザリーン殿のように医学や薬学に通じた女性が対象になるかと……」

　この国には、正式な医師の資格は持たずとも、産婆として出産に携わったり、古くから伝わる薬物の調合に長けていたりする女性たちがいる。

　かつて行われていた魔女狩りでその多くは数を減らしたが、ロザリーンやその母のように、今でも小さな村の中ではそうした女性たちが人々の命を救っているという現状があった。

「そのような暴政を許すわけにはいかない。すぐに大聖堂に連絡を取れ。情報が入り次第、対象となっている人間の所在を確かめろ」

「はっ……ですがアロイス様、あまり大きく動かれては、大旦那様と大奥様が……」

　メラニアは短く答えを返してきたが、やや不安そうな表情でそう訪ねてくる。

　テーリンゲン家の前当主である、アロイスの両親──彼らの命は今、国王の手の中にあると言っても過言ではない。

「あぁ……父上と母上はどうなっている？　まさか──」

「大旦那様と大奥様につきましては、現在も離宮にいらっしゃるとのことです」

　メラニアからその言葉を聞いたアロイスは、わずかに落ち着きを取り戻したようだった。

　深く息をついて頭を振りながら、彼は形の良い爪を軽く噛んだ。

「このところ、国境界隈への徴税もかなり重くなっていると聞く。メルツ村に滞在した頃、村長夫人から教えてもらったんだが、ここ数年で二割ほど納税額が増えていると」

「二割？　そんな……貴族院ではそのような話は一切上がっておりません。宰相閣下がおられながら、なぜそのような……」

　中央に納められるべき税が地方領主によって中抜きされているのか、あるいは国王と宰相が独断で税率を変えたのか──考えるに、おそらくは後者の方だろう。

　賢王と謳われた先代国王に比べて、現国王レイクロフトは素行が荒いことで知られている。

　王太子の時代に侍女に手を出したり、自分の意に従わない貴族を次々と王宮から追い出したりを繰り返し、先王が健在の時代には廃嫡されるのではないかとの噂もあった。

　聡明な弟のルーイッツこそが国王にふさわしいという声は、国のあちこちから聞こえてきたものだ。

「先王陛下がお亡くなりになって、あの方の暴走を止められる人間はいなくなってしまった。父上や私が何度お諫めしようと、聞く耳など持ってはもらえない……」

　唯一国王の行動に制限をかけることができるのは、祭祀を司るテーリンゲン家の人間だけだ。

　この家の人間は爵位を持たない代わりに、国王が敷く施策の拒否権を発動することができる。

　無論、拒否権を行使するには大きな制限もついてはくるのだが、アロイスの父はその権限を行使することでレイクロフトをなんとか押しとどめようとしていた。

「命があるだけでもと、思った方がいいのか……このままでは、私は誰も守ることができない……ロザリーンも、自分の両親ですら……」

　悔しげに歯噛みするアロイスの身中には、煮えたぎるような怒りがとぐろを巻いていた。

　普段は感情を表に出さないように努めているが、このところのレイクロフトの横暴は目に余る。

　国民のためを思って進言したアロイスの両親を捕らえ、その身の安全と引き替えに、アロイスには荒唐無稽な魔女狩りを命じたのだ。

「ロザリーンになんの罪もないことは、私が一番理解している。陛下は私に、善良な民を生贄に捧げろとおっしゃるのか……！」

　民の平穏と国家の安寧を祈ることこそが、神に仕えるテーリンゲン家の最も尊い職務だ。

　それを真っ向から打ち捨て、傲慢な王のために民を差し出せという命令に、最初はアロイスも抵抗した。

　だが、肉親を人質に取られたアロイスは、『魔女』を捕らえよというその命令に従うしかなかったのだ。

「私が、陛下の命令にさえ従わなければ……ロザリーンは今も、あの村で静かに暮らしていたんだな……」

　メルツ村での穏やかな時間を思いだしたアロイスは、血が滲むほどに強く拳を握りしめた。

　怒りと無力感で打ち震える体を押さえつけ、深く息を吸った彼は靴の踵を鳴らした。

「引き続き、ルーイッツ殿下には連絡を取り続けてみてくれ。父上と母上のことは──最悪の場合、諦めるしかない」

「アロイス様、それは……」

「父上が……いや、歴代のテーリンゲン家当主であれば、迷うことなくそうしていただろう。肉親を盾に取られて王命に従った私の弱さが、この状況を招いてしまったんだ」

　普段は理知的で穏やかな瞳には、剣のように鋭い光が宿っていた。

　アロイスはやや乱暴に扉を開けて、ロザリーンが籠もっている部屋を目指した。

（あの村の人間たちだって、私が兵士を連れて行かなければ、彼女を魔女と呼ぶことはなかっただろう。あのように平和な村に武装した兵士が大挙して押し寄せれば、混乱を起こして当然だ）

　村人たちの弱さを、アロイスは責めることができない。

　武器を持たない彼らは、ああすることでしか自分たちの身を守ることができないと考えたのだろう。

「私は、君を傷つけてばかりいるな……」

　村でメラニアの看病をしてくれたロザリーンは、いつだって一生懸命だった。

　見知らぬ旅人であるはずの自分と従者を気にかけ、世話をしてくれる姿に、途方もない罪悪感を感じたこともある。

　だが、それ以上にアロイスは、ロザリーンのその姿に惹かれていったのだ。

（メラニアのことで焦っていたから、ろくに二人で話すこともできなかったが……）

　そんな中でただ一度だけ、アロイスはロザリーンと二人きりで会話を交わしたことがあった。

　メラニアの体調がすっかり回復し、明日には村を出立するとロザリーンに告げたあの日。

　許されるのならば、彼女を連れてこのままどこかへ逃げてしまいたいとも思っていた。

（責務を忘れ、全てから逃げて──ただ、彼女だけを連れ去ってしまうことができれば、どれだけよかっただろう）

　今となってはそれも叶わぬ夢でしかない。

　恩人であるはずのロザリーンを深く傷つけ、穢したのは他ならぬアロイス自身だ。

　そう思うと、自邸の廊下を歩む速度が少しずつ遅くなっていく。

「ロザリーン……」

　名を口に出すだけで、どうしようもなく愛しさがこみあげてくる。

　節制こそが美徳として育てられてきたアロイスが、彼女の前ではどうやっても自制が利かなくなってしまうのだ。

　王城でレイクロフトが彼女を火刑にすると言い出したときは、なんとかして彼女を死なせまいと必死だった。

「早く──早く手を打たなければ。陛下のお心が変わってしまう前に、なんとか……」

　気分屋で自尊心の高いレイクロフトは、いつか必ずロザリーンを火刑に処そうとするだろう。それも、そう遠からぬ未来に。

　それまでに、アロイスはなにかしらの手を打たねばならない。

　その手段の一つが、静養中であるルーイッツを王都に呼び戻すことだった。現状の国政を憂えている人間は、中央政権の中にあっても少なからず存在する。

　政治的手腕に優れ、先王によく似た思慮深さを持つルーイッツならば、この国の玉座に座して反対する者もないはずだ。

（よりによって、王の首をすげ替えようとしている……こうなれば私は、もう救いようがないな）

　広い廊下に、アロイスが歩く音だけが響いている。

　彼が両親からこの屋敷を受け継いだのは、今から二年ほど前のことだ。

　父が家督をアロイスに譲り隠居すると言ったので、隣国に留学していたアロイスはこの国に戻ってきた。

「あの時、先王陛下がルーイッツ殿下を後継者に指名していれば──」

　父の宗教者としての最後の仕事、そしてアロイスが当主として行った最初の仕事が、前国王の葬送だった。

　長らく体調を崩していた前国王は、結局レイクロフトを王太子に据えたままで儚はかなくなった。

　一人の父親として息子の更正を願っていたのかもしれないが、現国王は即位するや否や父の代からの重臣を皆閑職へ追いやり、弟を閉じ込めるようにして城を与え、そこに住まわせるようになった。

「特に、あの宰相……あれが陛下に妙な進言をしているのが──あぁ、くそっ……なにか……もっと決定的ななにかがあれば、正式な理由をつけてルーイッツ殿下を呼び戻すことができるというのに……！」

　やや苛立った様な口調でぶつぶつと呟きながら、アロイスは長い廊下をひたすら歩いていた。

　アロイスが執務を行っている部屋から、ロザリーンの部屋は少し離れている。元々彼女の部屋は来賓の為のものなので、屋敷の主が職務を行う空間からは距離があった。

　だが、その物理的な距離でさえ、アロイスの苦悩を紛らわせてくれるものではなかった。

（私にはなにができる？　大聖堂の管理者として、宗教家としての立場から国王へ進言を行っても、彼はいっこうに話を聞こうとしてないのに……）

　若くして家督を継いだアロイスは、その職務のほとんどをそつなくこなしてきた。

　日々の祈りに、国内の祭祀、貧しい者への施しをおこなうことも、幼い頃から父の背中を見てきた彼にとっては日常に溶け込んだ仕事とすら思えていたほどだ。

　だが、今回の件はまるで手が出せない。

　いくらアロイスが国を憂えようと、彼一人では国政の実権を握る国王の行動までは変えることができなかった。

「無力、だな……」

　今アロイスにできることは、王宮の官吏たちの声を聞き、その場しのぎの対策を行うことだけだ。

　極秘に王弟ルーイッツとの連絡を行おうとしているが、病弱な彼からの返信はたった一度きり──それも、薬の処方箋が一枚返ってきたきりだった。

　体調が悪いということなのかと、それから何度か手紙のやりとりを行おうとしてきたが、以来ルーイッツから返事が返ってきたことはない。それがアロイスの、大きな頭痛の種にもなっていた。

（せめて、ロザリーンのことだけでもなんとかできたなら）

　ふと歩みを止めたアロイスは、助けを請うように天井を仰ぎ見た。

　遙か彼方にあるという至高き天上の国。その様子を描いた宗教画が、アロイスを見下ろしている。

　描かれた御使いたちの美しい表情が、どこまでも冷たく見えた。

「私を、咎めておいでなのですね」

　自分の欲望に打ち負け、ただ肉欲の赴くままに大切な人を穢してしまった。

　ぐっと唇を噛んで俯いたアロイスは、そんな自分の考えを断ち切るように首を振った。

「愛していると、言葉で告げる資格もない。私は……」

　生まれて初めて、異性に触れたいと思った。

　彼女を王都に連れて行きたいと思ったのは、王命だけではなくアロイスの本心だ。

　状況さえ許すのならば、人を救いたいと願う彼女に適した知識と技術を与えてやりたかった。もしもそれが許されないならば、誰も二人を知らないような、遠くへ連れ去ってしまいたかったとさえ思う。

「今更、彼女になにを言おうと許されはしないだろうが」

　許されなくてもいい。むしろ、許されるようなことをしたとも思ってない。

　けれど、アロイスの足はゆっくりとロザリーンの部屋に向かっていた。重い足かせをつけられたかのような足取りで、やがて屋敷のほぼ反対にある彼女の部屋へとたどり着く。

「……ロザリーン、中にいるかい？」

　恐らく、彼女が外に出たということもないだろう。そうなればアロイスに連絡が入るはずだ。

「メラニアから話を聞いてきた。ろくに食事もとっていないと──」

　返事はない。

　だが、扉の向こう側に人の気配があった。

　恐らくすぐそこで、アロイスの言葉を聞いているのだろう。

「いや、違うな。話す順序が違った……昨夜のことを、まずは君に詫びるべきだったか」

　相変わらず答えはなかったが、扉を隔てた向こう側の気配がわずかに身じろぎしたようだった。

　その気配を追うように、アロイスは扉に向かって頭を下げた。

「すまないことをした。私は、あろうことか君を……君だけは、なにがあっても守り通そうと思っていたのに。そう思っていた私自身が君を穢し、傷つけた」

　自分の声が、まるで体を突き刺してくるようだった。

　審判を待つ罪人のような気分で、アロイスはロザリーンからの応えを待った。






第四章　真実






（頭が痛い……）

　目が覚めたときロザリーンが最初に感じたのは酷い頭痛だった。

　いつから眠っていたのか、重く響くような痛みが繰り返される──体を起こそうと思って身をよじると、次は体の節々が悲鳴を上げた。

「いっ……」

　体のあちこちが熱を持ち、頭痛が治まらない。

　風邪を引いたのかとも思ったが、体にのしかかってくる倦怠感は風邪のそれとは少し違っていた。

「あ──そう、か……わたし、昨日……」

　声を出してみれば、それはひどく嗄れていた。

　そんな体の不調とともに、眠る前の記憶が徐々に蘇ってくる。

　狂おしいほどの情欲に抱かれた昨夜の記憶が頭をもたげてくるほどに、ロザリーンはその場で叫び出したくなった。

「アロイス様……？　なんで、あんなことを……」

　嫌だと言っても、やめてくれといっても、彼はその手を止めてはくれなかった。

　少なからず愛しさを覚えていた人間だったからこそ、その絶望と恐怖はより大きくなってロザリーンを苛んでいく。

「どうして──わたしが、一体なにをしたというの……」

　部屋の中には、もうアロイスの姿は見えなかった。

　重たいカーテンの向こう側から太陽の光が射しこんでいるのを見るに、すでに夜が明けているらしい。

（もう、アロイス様はご自分の部屋に戻られたの……？）

　あちこちが痛む体を叱咤して、ロザリーンはようやく体を起こすことができた。

　すると、昨夜乱された彼女のドレスも、それまで眠っていた寝台も、なにもかもがきっちりと整えられていることに気付く。

「これ、は……？」

　確かに昨日、自分はアロイスによって純潔を散らされたはずだ。

　それなのに、部屋の中にその痕跡は見当たらない。誰か侍女が中に入ってきたというのならば、それに気付くこともできないほど深く眠っていたということになるのだろうか。

「いいえ……誰も、この部屋には入ってきていないはず」

　メラニアにしろ他の侍女たちにしろ、中に入るならば声をかけてくれるはずだ。その呼びかけに、自分が気付かないとは思えない。

　ロザリーンが不思議がっていると、やがて部屋の扉をノックする音が聞こえてきた。

「っ……は、はい」

　思わず強張ってしまった自らの体を抱きながら、ロザリーンはそのノックに応えた。

「ロザリーン殿、メラニアでございます。お目覚めのようでございますね」

「メラニア様……お、おはようございます」

　声の主がメラニアであるとわかったとき、ロザリーンは心の底から安堵した。

　そっと扉を開けると、そこにはきっちりと軍服を着込んだメラニア一人が立っている。

「おはようございます。お食事をお持ちしましたので、お好きなものをお食べください」

「……ありがとうございます。その、メラニア様？　昨日の夜などは、わたしの部屋にいらっしゃいましたか？」

「昨夜でございますか？　いいえ──昨夜は旦那様のお帰りも遅く、先に休むようにとのご連絡がありましたため、自室におりました」

　その言葉を聞いて、ロザリーンは部屋の中を整えていった人物が、アロイスであることを確信した。

　彼は自らの痕跡を残さぬように、何事もなかったかのような状態に部屋を戻していったのだ。

「そう、ですか。わかりました……食事は、スープをいただきます」

「スープのみですか？　なにか他にお召し上がりになられたほうがよいのでは……焼きたてのパンも用意しておりますよ。果物もいくつかございますし、温かいミルクがお好きでしたら、すぐに用意させます」

　食事をしっかりととって、よく眠ることが健康の基盤である。

　それをメラニアに伝えたのは、他ならぬロザリーンだ。その彼女がろくな食事をとらないことで、メラニアはひどく心配そうな表情を浮かべている。

「わたしは大丈夫ですから……その、メラニア様。昨日は失礼なことをたくさん言ってしまって、本当にごめんなさい。メラニア様には本当に、色々なことに気を配っていただいたのに」

　昨日伝えられなかった謝罪を告げると、メラニアは謝らなくていいと首を振った。

「わたくしたちの事情で、ロザリーン殿を巻き込んでしまったのは事実です。こればかりは、わたくしもアロイス様も、弁解のしようもございません」

　そう言ってくれる彼女の優しさに、涙がこぼれそうになってしまう。

　だが、アロイスの名前を聞いた途端に、爪先から血液が流れ出てしまいそうな感覚を覚えた。

「ありがとうございます、メラニア様……食事については、まだ体調があまり優れなくて。だから、スープだけで」

　そう言って、温かいスープが注がれている皿だけを受け取ったロザリーンは、再び暗い部屋に引きこもった。

　彼女の言葉は嬉しいが、アロイスがしたことを許せるほどに慈悲深くはない。

　自分の体の中に吐き出された、滾るような熱の感覚を思い出してロザリーンはごくりと唾液を飲み込んだ。

（わたしたちは夫婦ではなく、恋人同士ですらない……なのに、どうしてアロイス様は……）

　彼の行動はロザリーンにとって忌むべきものだったが、それ以上に気になるのは、彼が行為中みせた表情だ。

　今にも泣き出しそうで、どこか危うげな表情──泣きたいのはロザリーンの方なのだが、あの表情を思いだしてしまうと、なぜかひどく心が苦しくなる。

「アロイス様……」

　受け取ったスープをゆっくりと口に運ぶが、その味がわからないほどに感覚が鈍ってしまっている。

　このままだと確実に、ロザリーンは体力を消耗して動けなくなってしまうだろう。

　それはわかっていたが、体が食事を受け付けてくれなかった。味のしないスープを飲み終えたときも、胃の辺りに妙な異物感を感じてしまう。

「ここから出られずに、これからなにをすればいいの……？」

　まさか、アロイスの手慰みのために連れてこられたわけではないだろう。

　身寄りのない自分に、なにか利用するための価値があるとは思えない。

　そもそも、アロイスはなぜあの場でレイクロフトに自分の抑留を申し出たのだろうか。彼がロザリーンになにも話してくれない以上、その考えを推し量ることもできなかった。

「お父さんとお母さんが生きていたら、なにかが違ったのかな」

　身寄りがなく、誰にも頼ることができない存在。

　メルツ村の人々が、そんなロザリーンの存在をどう思っていたのか、それとなく想像はつく。村長夫人があれこれ世話を焼いてはくれていたものの、それは彼女に医学の心得があったからだ。

　だが、両親から受け継いだその知識がなかったら、彼女が魔女として取り立てられることもなかった。

（これからどうなってしまうのかしら。わたしは……）

　明日自分がどうなっているのかもわからない。国王やアロイスの一声で、今すぐ処刑台に送られてしまうかもしれないのだ。

　そんな不安に体を震わせながら、ロザリーンはきつく目を閉じた。涙を流さないように、体中に力を込める。

「……ロザリーン、中にいるかい？」

　ノックとともにアロイスの声が聞こえてきたのは、その時のことだった。

　彼の声に、昨夜の行為がいやでも思い出される。

　体をこわばらせたロザリーンは、口元に手を当てて息を殺しながら、ゆっくりと扉に近づいた。

「メラニアから話を聞いてきた。ろくに食事もとっていないと──」

　答えは返さなかった。

　引きこもっている自分を引きずり出そうとしているのかもしれないと、ロザリーンは近くにある椅子に手をかけた。

　これを扉の前に置いてしまえば、彼は中に入ってくることはできない。

「いや、違うな。話す順序が違った……昨夜のことを、まずは君に詫びるべきだったか」

（昨日の──）

　ややくぐもった声だったが、神妙な雰囲気のその声が、少し揺らいだようだった。

　彼が頭を下げたのかもしれない。謝罪の言葉を聞いたロザリーンは、わずかに体を動かした。

「すまないことをした。私は、あろうことか君を……君だけは、なにがあっても守り通そうと思っていたのに。そう思っていた私自身が君を穢し、傷つけた」

　声が、震えている。

　泣いているわけではなかった。恐らく、この声の震えは怒りからくるものだ。

　だとすれば彼は、一体なにに怒っているというのだろう。昨日抵抗を繰り返したロザリーンに対してなのか、あるいは、彼自身に対してなのか。

「あんなことは、決して許されるべきではない。君の尊厳を傷つけた私は、相応の罰を受けるべきだ……だが、そのことに対して、君が食事を絶ったり、自らを傷つけるようなことだけは……」

　声が少しだけ近くなる。

　アロイスは今、どんな表情で扉の前に立っているのだろうか。

「どうか、それだけはやめてほしい。私は君に、これ以上傷ついてはほしくない」

「誰の、せいで──！」

　気がついたときには、ロザリーンは勢いよく部屋のドアを開け放っていた。

　ドアの真ん前で目を丸くするアロイスを睨みつけ、毅然とした態度で一喝する。

「誰のせいで、わたしが傷ついているとお思いですか……！　あなたにだけは、そんなことを言われたくない！」

「ロザリーン──あぁ、そうだとも。本来ならば、私にこんなことを言う資格などありはしない」

　きらきらと、アロイスの銀髪が揺れる。

　その髪が揺れるのが、ロザリーンはなによりも美しいと思っていた。太陽に照らされた彼の、まるで宝物のような輝きに惹かれていた。

　だがその恋心は、彼自身の手で砕かれてしまったのだ。

「あなたの言葉を信じた、わたしが愚かだったわ。村の皆の前で魔女と呼ばれて、お父さんたちと暮らしていた家まで奪われた……でも、もしかしたらあなたが、どこかで助けてくれるんじゃないかと思ってた」

　唇から、止めどなく言葉が溢れてくる。

　目の前が真っ白になって、もうアロイスがどんな表情をしているのかもわからなくなりながら、ロザリーンは胸の奥を支配していたわだかまりと痛苦を吐き出すように言葉を続ける。

「だけど、それがそもそもの間違いだったのね。あんな風に、辱められるくらいなら──」

　ぼろっと、まなじりから熱い涙がこぼれ落ちた。

　真っ白なアロイスの法衣に指を伸ばし、きつくその生地を握りしめながら、ロザリーンは血を吐くようにその気持ちを吐露した。

「火あぶりになって死んだ方がよかった……！　そうしたら、もう一度お父さんやお母さんに会えるのに……！」

　いっそ、死んでしまえたらどれだけ楽だろう。

　衆目に晒されることもなく、理不尽に辱められることも、奪われることもない。

　何度も頭をよぎったその考えをロザリーンがようやく口にしたとき、アロイスの表情が目に飛び込んできた。

「私は……君を、そこまで追い詰めていたんだな」

　深く、底の知れない瞳が、にわかに揺れた。

　けれど、次の瞬間、アロイスの瞳に覆い被さっていた戸惑いと深い悲しみの光は綺麗に拭われている。

　その代わり、硬質な意思の輝きが鋭くきらめいている。

「君を死なせない。君自身がなんと言おうと、たとえ死を望んだとしても、私はその願いだけは叶えてあげられない──それが、君を傷つけた私の贖罪だ」

「なに、それ……あんまりにも身勝手じゃありませんか。わたしを生かすも殺すも、あなたの思い一つのはずでしょう？　あれだけのことをしておいて、まだわたしから、死という選択肢すら奪うというの!?」

　恋心を抱いていた人間からの陵辱は、あまりに大きい傷をロザリーンの中に残した。

　だというのに、その張本人が生きろと命じるのは、あまりに理不尽な話ではないか。

　そう叫ぼうとしたロザリーンだったが、とうとうその言葉は発せられないままかき消えてしまった。

「離して……！」

　アロイスの両腕が、強くロザリーンの体を抱きしめてきたのだ。

　きつく、逃げる隙すらもない力強い抱擁に、ロザリーンは必死で身をよじる。

　ここで力を緩めてしまえば、昨夜と同じ陵辱が待ち受けているのではないか。

　そんな恐怖が、たちまちに少女の体を包み込んでいく。

「離すものか。私はなにがあっても、君を失いたくはない。どんなことがあったとしても、君を死なせたくはないんだ……！」

　痛いほどに強く抱きしめられ、首筋にアロイスの息がかかる。

　今のロザリーンにとっては、その感触すらおぞましい──そう思っていたのだが、強く脈打つ彼の鼓動と、小刻みに震える体に、思わず面食らってしまう。

「アロイス様……泣いて……？」

「ロザリーン、お願いだ。私はもう、君を失えば正気ではいられないだろう。だから、どうかそんなことは言わないでくれ」

　震えて、わずかに潤んだ声を聞いて、ロザリーンの腕はゆっくりと持ち上がった。

　まるで泣きじゃくる子供にそうするように、ぽんぽんと彼の背中を叩いてやる。

「……なにを」

「村で、癇癪を起こしている子には──よくこうやって、なだめてあげていたんです。あの村の大人たちは朝から夜まで働きづめで、子供に構っている暇もなかったから」

　一日のほとんどを薬の調合か、怪我人や病人の付き添いなどで過ごしているロザリーンに、子守をお願いしてくる者も少なくはなかった。

　それだけ働かねば家族が飢えるのだから、生まれたばかりの子供の面倒を見たくても見られない親が多かったのだ。

「私は、子供ではない。今年でもう二十七になるのだが」

「大きな子供と変わりません。自分の好き勝手にして、挙げ句泣き出してしまうだなんて」

　今もなお、ロザリーンはこの場所から逃げ出したい気持ちで一杯だった。

　自分がアロイスの腕に抱かれているという感触に目眩めまいを覚えてしまうほど、昨夜の衝撃と絶望感は大きかった。

　だが、どんな理由にせよ、憔しょう悴すいした人間をそのままほったらかしにはできないのがロザリーンという人間だった。

「君が、あのようなことを言うから……ただでさえ、国王陛下の布令が出たばかりだというのに」

「陛下の？　まさか、わたしの処刑命令でも下されたのですか？」

「いや──君には一度、この話をしておかねばならないと思っていたんだが……昨日の今日では、あまりに刺激が強すぎるかもしれない」

　それは、一体どのことを指しているのだろうか。

　一生分の驚きと恐怖、羞恥を感じたせいで、どれが彼の当てはまる「刺激が強い」なのかを探り当てることもできない。

「……離してください」

「あ、あぁ。すまない」

　抱き合ったままだった二人は、気まずげに距離を取ると、しばらくの間無言で時を過ごした。

　その静かなやりとりに終止符を打ったのは、ロザリーンの方だ。午前中で陽の光が射しこんでいるとはいえ、話をするのに廊下のど真ん中はあまりに不向きだ。

「その、中へどうぞ……なにもしないなら、ですけれど」

「誓って、これ以上君には触れない。なんだったら、私を椅子に縛りつけてもいい」

「そ、そんな趣味はありません！　というより、ここは元々アロイス様のお宅ですものね」

　そう考えると、彼への態度も少し和らいでしまう。

　もちろんアロイスのことは許せないと思うのだが、先ほどの憔悴した彼の様子を思い出すと、どうにも強く出ることができなかった。

「それで、お話ってなんですか？　国王陛下のことだとか」

「あぁ。君も昨日、レイクロフト国王がどんな人物かは、見てわかっただろう」

　部屋に備え付けてある小さなテーブルには、来賓用と思われる椅子が付属している。

　そこに腰掛けて、二人はぽつぽつと言葉を交わしはじめた。

「はい……とても、恐ろしいお方でした」

「彼は元々、あまり素行がよくなくてね。先王陛下は温厚なお方で、賢王との呼び声も高かったが──レイクロフト様の治世になってから、王家の求心力は急速に低下している」

　アロイスの言葉に、ロザリーンは昨日謁見したレイクロフトの様子を思いだしている。

　どこか他人を見下しているような態度は、確かに民がついていきたいと思える主君の姿ではないだろう。

「あの方は、王としての箔がほしいんだよ。悪しき魔女を討伐した勇敢な王として、歴史に名を残したいと思っているのさ」

「そんなことのために、魔女狩りを？」

　国の祭祀を一手に担うテーリンゲン家と、偉大な父親、そして聡明な弟に囲まれた国王は、権力へ執着していくようになった。

　宰相として得体の知れない男を登用してからは、レイクロフトは彼の言いなりだった。恐らく、魔女狩りの件に関しても宰相からの入れ知恵があったのだろう。

「そんなの……正気じゃないわ。根拠もなにも、あったものではないじゃないですか！」

「あぁ。まったくもって正気じゃない。だが、私は彼の命令に従わざるを得なかった」

　わずかに目を伏せたアロイスは、憂鬱そうに息を吐いた。

　だが、その言葉にロザリーンは少し引っかかりを覚える。

（従わざるを得なかった？）

　てっきり、彼は率先して魔女狩りを行っている立場の人間だと思っていた。

　けれど、国王の暴走を指摘するアロイスの表情は、お世辞にも魔女狩りに賛成しているとはいえないものだ。

「アロイス様は、魔女狩りに反対していらっしゃるのですか？」

「もちろんだ。無辜の民を責め立て、その自由や生命を奪うことは許されない。──本当なら、私は陛下の暴走を止めなければならない。だというのに、私は自らの職務を放棄し、君をメルツ村から連れてきてしまった……」

　俯きがちに、アロイスは自分の行動を悔いていた。

　ロザリーンを捕らえたのは、全て国王の命令によるものだった。アロイスの意思はそこに介在していないのだとわかった瞬間、ふと胸の中のわだかまりがほどけていくような感覚を覚えた。

「なにか、事情がおありなのですか？」

　おそるおそる、ロザリーンはアロイスにそう訪ねてみた。

　彼がなにかを答えてくれるかどうかは賭けでしかない。アロイスは、いつも自分のことをうまくはぐらかしてしまうのだ。

「……両親が、レイクロフト陛下の離宮にいる」

「アロイス様の、お父様とお母様が……？」

「あぁ。父は私に家督を譲ってから領地で隠居していたんだが、魔女狩りの話が出たときに王都に戻ってきたんだ」

　先王の御代、その右腕として公私ともに王を支えたアロイスの父は、レイクロフトが言い出した荒唐無稽な政策を諫めにやってきたのだという。

　目許に影を落としたアロイスは、そこまでをロザリーンに教え、悔しそうに歯噛みした。

「カレンタールに住む民は、等しく国の宝、神の愛し子であると進言した父は──その場で衛兵に捕らえられたよ。母も王宮からの召喚に従って、ともに離宮に連れて行かれた」

「し、進言をしただけで、ですか？」

「元々陛下は、テーリンゲン家が王家に口出しできるというのがお気に召さなかったようでね。これ幸いと思われたんだろう」

　彼の両親はそのまま捕らえられ、アロイスへの人質とされたのだという。

　両親を無事に返してほしければ、魔女を連れて王宮に参内しろ──そう命じられたアロイスは、メラニアとともにロザリーンの元へとやってきた。

「それじゃ、本当にアロイス様に拒否権なんて……」

「いや……本来ならば、両親を殺されてでも陛下に進言をするべきだった。それができぬなら、せめてルーイッツ殿下を王都にお戻しできればと思っていたんだが」

「ルーイッツ、殿下？」

　聞き慣れない名前が、アロイスの唇から飛び出してきた。

　殿下というからには、恐らく王族に連なる身分のものなのだろう。だが、山奥で暮らしていたロザリーンには国王以外の王族の名前はほとんどわからない。

「レイクロフト陛下の弟君さ。物静かだが、頭のいい方でね。昔からあまりお体が丈夫ではなくて、陛下が即位されてからは静養のために王都を離れている」

「その方をお呼びすることができれば、アロイス様のご両親は助かるのですか？」

　ロザリーンのその問いに、アロイスは少しだけ首を傾げた。

　薄い微笑みを浮かべてはいるものの、視線は冷たく凍りついている。

「両親のことは、もう諦めている。……君のことにしろ、あの頭のおかしい布令にしろ、これ以上あの男に馬鹿げた真似はさせないつもりだ」

「諦める？　ご自分のご両親のことを？」

「父が私の立場でも、同じことをしただろう──これを見て、ロザリーン」

　そう言うと、アロイスは懐から羊皮紙を一枚取りだした。

　青々としたインクが走るその羊皮紙を受け取ったロザリーンは、そこに書かれていた文章を読んで目を丸くした。

「魔女狩りの、規模を拡大する……？　ど、どういうことですか！　魔女はわたしで、わたしが捕まったら全て終わるはずじゃ」

「犠牲の羊は多ければ多いほどいいと、陛下は考えているようだね。それに、メルツ村のような地方の村々には、これまでよりもずっと多くの税金が課せられているときた」

　恐らく対象とされるのは、ロザリーンのように身寄りのない女性だろう。

　かつて医療に精通していた「賢い女たち」と呼ばれる者たちがいた。産婆や薬師であった彼女たちは、魔女狩りの迫害を受けながらも今なお地方の村々に息づいているという。

「陛下が狙うとするなら、君のように正式な医師ではないが医療に通じている──そんな女性たちだろうね。他の村人達よりも賢く、それでいてその実態がわかりにくい……身寄りのない人間を庇い立てるほど、地方の現状は豊かではないだろうから」

「それって……」

　メルツ村と同じだ。

　度重なる増税は、やがて本格的に小さな村を苦しめることになるだろう。

　もしもそこに、『魔女』を差し出せば税を軽くするなどという布令が出れば、圧政に苦しむ人々は喜んで人身御供を差し出すはずだ。

「そんなこと、決してあってはいけないことです！」

「あぁ、そうだとも。だから私は、必ず陛下を止めなければならない……なにがあっても、どんなものを犠牲にしたとしても、私はこれ以上黙ってはいられないんだ」

　きっぱりとした口調でそう告げたアロイスを見つめながら、ロザリーンは今し方聞いた恐ろしい話を何度も脳内で反芻していた。

「メラニアに頼んで対象となるような人物を洗い出しているが、さすがに辺境となると戸籍を追うことができない人物もいるだろう。そうなる前に、私は必ず陛下を止める」

「それで、ルーイッツ殿下にご協力を願い出ていると？　どうして、殿下は王都に戻られないのですか？」

　病気の療養は、王都にいたって可能なはずだ。

　それほどに優秀な人物ならば、国の政治をいい方向へ持っていくことだってできるだろう。

　そんな疑問を素直にぶつけるロザリーンに、アロイスは頭を掻いて首を横に振った。

「療養といっても、王弟殿下はほとんど蟄ちっ居きょを言い渡されたようなものなんだ。直属の兵士たちも多くが解雇されてしまった。陛下はルーイッツ殿下が王都にいるだけで脅威だと考えたのさ」

「ご自分の実の弟を──そんな悲しいことって……」

　ロザリーンに兄弟はいないが、血の繋がった家族を僻地に追いやるような真似は絶対にできない。

　今は古びた城の中で、限られた者とともに暮らしているというルーイッツの現状を聞いたロザリーンは、その痛ましさになにも言えなくなった。

「それに、殿下もこちらの呼びかけには答えては下さらない。唯一戻ってきたものといえば、領地で服用されている薬の処方箋くらいだ」

「処方箋？　処方箋が戻ってきたのですか？」

「あぁ、何カ月か前に出した手紙の返信でね。私は医学については門外漢だし、元々はルーイッツ様のためだけに処方された特殊なものだ」

　ある日、処方箋が突然送り返されてきたというアロイスの話を聞きながら、ロザリーンは頭の中に次々と疑問符を浮かべていた。

　王宮のことはからっきしわからないが、普通処方箋が手紙の返信で送り返されてくることはないだろう。

　それに、アロイスが手放しで賞賛するほどに頭の良い人物が、なにもせずに国が荒んでいくのを見ているだけとも思えない。

「あの、アロイス様」

「うん？　どうしたんだい」

「その処方箋って、見せていただくことはできますか？　その、無理ならばよろしいのですが」

　高貴な人物のために処方される薬というのだから、その製造方法などは重要な機密になっているかもしれない。

　平民であるロザリーンが手に取ってみることすらも、本来は恐れ多いことだ。

「あぁ、いいだろう」

「えっ……本当によろしいのですか？」

　だが、アロイスは簡単に頷くと、自室にあるという処方箋を取りに戻ってくれた。

　てっきりだめだと言われると思っていたが、あまりのあっけなさに拍子抜けしてしまう。

「これが送られてきた処方箋だよ。なにかわかるかい？」

「ちょっと、見せていただきますね──あっ……！」

　手渡された処方箋を受け取ろうとしたロザリーンの指が、アロイスに触れる。

　その瞬間、処方箋が散らばってしまうのも構わず、アロイスの腕が一気に引かれた。

「す、すまない！」

「いえ──あの、こちらこそごめんなさい。ちょっとだけ、びっくりしちゃって」

　ロザリーンにはこれ以上触れない。そう言ったのはアロイスの方だ。

　だが、今彼の指先に触れてしまったのはロザリーンの方だし、これは不可抗力だ……そう自分に言い聞かせるが、触れた指先がじんわりと熱くなるのに、どうしても戸惑ってしまう。

「いや……君が謝ることじゃない。これも、落としてしまってすまなかった」

　そう言いながら、彼は自ら屈んで散らばった処方箋を集めてくれた。

　それを受け取りながら、ロザリーンはジンジンと熱くなる指先をそっと握りしめる。

（でも、今は……不思議と嫌じゃなかった。昨日はあんなに恐ろしかったのに……）

　言葉を交わしてみると、アロイスは自分が思っているより多くのことを考え、そして悩んでいた。

　彼にされたことは許されないことではあるが、八方ふさがりの状況の中で最適解を見つけようとするその姿は、ロザリーンが抱いていた彼に対する印象を大きく変えた。

「それで、なにかわかるかい？」

「えっと──ルーイッツ殿下は、もしかしてよく風邪をひいてしまうとか、大きな病気ではなく小さな体調不良が連続する……とか、そういったことが多い方なのでは？」

　アロイスの言葉に我に返ったロザリーンは、渡された処方箋に目を通した。

　そこに書かれている薬のうち、いくつかは彼女自身も知らないものであったが、両親が遺してくれた医学書や薬草辞典に載っていたものを見つけていくと、ある答えにたどり着く。

「す、すごいな。そんなことまでわかるのか？」

「わからない薬も、いくつかあるんです。でも、半分くらいは理解できるので……ルーイッツ殿下が、どんな症状でお悩みかは、大体わかります」

　丁寧に処方箋を折りたたんだロザリーンは、アロイスにそれを戻して目を閉じた。

　そして、ゆっくりと息を吐く。

「睡眠薬です」

「……なに？」

「ここに書かれている薬草は、ほとんどが安眠効果や心を静める作用があるものばかりなんです。あくまでわたしが理解できる範囲ではありますけど、そもそも薬じゃないものかも」

　ロザリーンが見た処方箋には、同じ薬草を別の名前で記してあったり、意図的に単語の綴りを変えたと思しきものがあった。

　だが、まず彼女の目に留まったのは、一般的に流通している睡眠薬が多く記されていたことだ。

「恐らく殿下は、生来眠りが浅いお方なのではないでしょうか。体調を崩しやすいのは、十分な休息が取れていないから──そうでなければ、ルーイッツ殿下が……意図的に、この処方箋を書き換えているのか」

「そ、そんなことをして、殿下は一体……いや、王弟殿下に処方される薬は、陛下や宰相が確認をしていたはずだ……」

　ロザリーンの言葉を聞いて、アロイスは思案しはじめた。

　つるりとした顎に手を当てながら、大股で部屋の中を歩き始める。

「薬師の方が確認をしているのではないのですか？　そういった方々なら、わたしよりもこの処方箋を理解できるはずでは」

「いや、殿下には直属の薬師がいる。彼が書いた処方箋を、王都にいる陛下と宰相が確認する手はずになっているんだ。恐らく、陛下はこれらの成分がなんであるのかを正しく把握しているわけではないだろう」

　幼い頃から体が弱かったルーイッツのそばには、専属の医師と薬師がついているという。

　彼らが国王に嘘をつくはずがないと思っているのか、あるいは牙をもがれた弟はもう脅威とならないと思っているのか。レイクロフトは、その薬の中身までは見聞していないのだという。

「もう一つ、可能性があります……これは、口に出すのも恐ろしいことではありますが」

　眉間に皺を寄せているアロイスに、ロザリーンは最後の可能性を伝えることにした。

　弟から全ての権力を取り上げ、自分のために民を犠牲にしようとする王ならば、もうなにを考えていたって不思議ではない。

「……聞かせてくれ。ここには私しかいないし、屋敷の人間が聞いていることもない」

　言葉の続きをせがまれ、ロザリーンは小さく息を吸った。

　わずかに、唇が震えている。

「陛下ご自身が、由来のわからないような薬をルーイッツ殿下にお渡ししているという、可能性です」

「由来がわからない？」

「食用の山菜によく似た形の毒草が混ざっているというのは、珍しい話ではありません。古く、それらは暗殺用の毒薬として煎じられることもありました」

　カレンタール王国は、平和な国だった。

　少なくとも、ロザリーンが生まれてからは他の国と争ったこともない。国境近い辺境の村だとしても、民は日々穏やかに暮らしていた。

　だが、それが王宮の中でも同じだったかといえば、そう断じることは難しいだろう。

「つまり、陛下がルーイッツ様に、毒を送っていたと？」

「そうなれば、得体の知れない薬を王弟殿下が服用されていても気付かない──だって、そもそもそんな薬はないのですから。そして恐らく、王弟殿下はそのことに気付いておいでなのでしょう」

　顔面蒼白のアロイスは、信じられないものを見るような表情で手元の処方箋に視線を落とした。

「つまり、最初からこの処方箋に書かれていた薬はただの睡眠薬だけ……恐らく、殿下のお体は、今現在大きな病を患っているわけではないと思われます」

「すぐに、王都一の薬師を呼ぼう。処方箋の中身は再度検分し、その上でルーイッツ殿下のもとへ兵を送る。まずは殿下を、すぐにでも王都にお連れしなければ──ありがとう、ロザリーン！」

　言うや否や、アロイスはロザリーンに短く礼を告げて部屋を出ていってしまった。

　その後、まるで嵐がくる前のように、どんどん屋敷の中全体が騒がしくなってくる。

　高く軍靴の足音が聞こえるようになった頃、ロザリーンの部屋にメラニアがやってきた。

「ロザリーン殿、メラニアでございます。その、中に入っても？」

「えぇ、どうぞ」

　急いでやってきたのか、普段はしっかりと整えられている彼女の黒髪は、くしゃくしゃになって乱れていた。

　メラニアに対し、軍人然としたきっちりとした印象を抱いていたロザリーンは、その様子に少しだけ笑ってしまう。

「ど、どうされました。……朝より、幾分顔色が良くなったように思われますが」

「そうですか？　いえ──先ほどまで、少しアロイス様とお話をしていました」

　昨夜のことを思い出そうとすると、まだ頭が痛くなる。

　だが、彼が抱えている大きな責任や、これ以上手の打ちようがないほどに追い詰められた現状を聞くに、どうにも強くは出られなくなってしまったのだ。

（それに──ルーイッツ殿下のことも。王都に殿下をお連れしたら、その時は……）

　暴政を敷く国王と、その国王に抵抗しようとするアロイス。

　そんなアロイスが担ぎ出すのが、現国王に疎まれている王弟ルーイッツとなれば、恐らく王都はこれから先、大いに荒れるだろう。

「王弟殿下のことでございますね？　現在、信用のおける官吏と、軍部の人間を数人呼びだしております。なんでも、ロザリーン殿のお力で殿下からの手紙を解読できたとか」

「わたしは……自分がわかることを、アロイス様にお伝えしただけです。その、お話を聞いて、あの方やこの国が、どれだけ難しい状況にあるのかは伝わってきましたから」

　税金が上げられていることにしたって、貨幣でのやりとりが少ない辺境の村でもわかるほどに急激な増税がされているのだ。

　恐らく、他の村や小さな町では、もっと悲惨なことになっているだろう。

「アロイス様と、そのことについてお話をされたのですね」

「はい。お恥ずかしながら、わたしは政治や経済のことはとんとわかりません。でも、アロイス様が……なにを犠牲にしてでも、国王陛下の暴政を止めるとおっしゃっていて……ご自分のご両親のことも、諦めるだなんて」

　ロザリーンは、自分の両親が亡くなったときのことを思いだした。

　二人とも流行病にかかって、あっけなくいなくなってしまった。持てる薬は皆村人たちに配ってしまって、結果としてその流行病によるメルツ村での死者は少なかったものの、その数少ない犠牲者の中にロザリーンの両親の名前が刻まれることになったのだ。

「そんなの、悲しすぎます」

「……アロイス様は、ご自分のことよりも国や民のことを案じておいでです。生まれた時からテーリンゲン家の当主となるべく生きてこられたお方ですから、いつもご自分のことは後回しになさってしまうのです」

　メラニアはそう言った後、ロザリーンに温かいお茶を淹れてくれた。

　ミルクがたくさん入った紅茶に蜂蜜を一匙加えて、やわらかな湯気が立ち上がるティーカップを差し出してくれる。

「わたくしも、元々は戦災孤児でした」

「孤児？　メラニア様がですか？」

　てっきり彼女は裕福な家の出身だと思っていたロザリーンは、突然の告白に目を丸くした。

　所作は洗練され、軍装にきびきびとした立ち居振る舞いの中にも女性らしさがある。強さとしなやかさの両方を持つ彼女が、肉親のない子供だったとは思えなかった。

「はい。内乱で父を亡くし、母も病気で幼い頃に喪うしなっています。そんなわたくしを拾い上げてくださったのが、先代のテーリンゲン家当主……つまり、アロイス様のお父上です」

「それって、離宮に捕まっているっていう……」

「はい。大旦那様はわたくしに、人並みの生活と、高等教育を授けてくださいました。アロイス様の従者として王都の士官学校を出て、今こうしてロザリーン殿とお話をしている……大旦那様がいらっしゃったからこそ、今のわたくしがあるのです」

　そんなメラニアにとって、先代のテーリンゲン家当主は父親のような存在なのだという。

　離宮に囚われ、今も命の危機にさらされている先代夫妻のことを思うと、メラニアは夜も眠れない日が続いたと教えてくれた。

「もしかして、メルツ村にいらっしゃった時は……」

「村に向かっている間も、ろくに眠ることもできませんでした。今こうしている間にも、大旦那様や大奥様がどれだけ苦しい目に遭われているかと思うと、とても恐ろしかったのです」

　そして、ついにメラニアは体調を崩してしまったのだ。

　メルツ村に着いたとき、極度の緊張と睡眠不足で倒れてしまったのは、そんな理由があったからなのだという。

「つまらない話をして申し訳ございません」

「いえ……でも、アロイス様は……」

「多くの民を救うために少数の犠牲を選ぶというのは、乱暴ではありますが間違った方法ではございません。わたくしも、いざとなれば覚悟はできております」

　このままでは、多くの人々が『魔女』として、ロザリーンと同じように捕らえられてしまう。そして、国王の暴虐が続けば民は疲弊し、国は端から崩れ去ってしまうだろう。

　それを止めるために必要な犠牲を払うという言葉は、これ以上なく重たい。

　だが、ロザリーンはそっとメラニアの手を取ると、そんな必要はないと首を横に振った。

「大丈夫です。きっと……きっと、そんな方法を選ばなくたって、なにか手段があるはず」

「ロザリーン殿」

「多数を救うために少数を犠牲にする。それが合理的なことくらい、わたしにだってわかります。でも、アロイス様はきっと、その犠牲まで背負い込んでしまうお方なのでは？」

　ロザリーンを魔女として捕らえたことについても、アロイスは彼女を救うために自らの立場を危険に晒した。

　恐らく、言葉以上に彼は優しい人間なのだろう──ふとした瞬間に見せる彼の脆さや弱さは、本来アロイスが持っている優しさからにじみ出てくるものなのかもしれない。

「それは……」

「正直にいって、わたしはあの方の全てを許したいと思っているわけでは、ありません。でも、全てを許せないわけじゃない」

　傷つけられた体の感触は、今も皮膚の上に残っている。

　けれど、今はそれを咎めるべきではないということは理解していた。できることなら彼の力になりたいと、ロザリーンの心が叫んでいる。

「わたしにできることがあれば、またなにか教えてください。薬や医術に関してだったら、少しくらいはお手伝いができると思います」

「あ、ありがとうございます、ロザリーン殿……！」

　メラニアはロザリーンの手を握ったまま、その場に跪ひざまずいた。

　そして膝を立て、まるで騎士のような恭しさで頭を下げる。

「我が主に代わって、心からのお礼を申し上げます。どうか、アロイス様に力をお貸しください」

「メラニアさんっ！　そんな、あ、頭を上げてください……！　あっ、あぁっ……！」

　慌てて顔を上げてもらおうとしたところで、くきゅるるるるる、と、間の抜けた音がした。

　目を丸くして顔を上げたメラニアと、羞恥で顔を真っ赤にしているロザリーン──そういえば、昨日の夜からろくなものを食べていなかったことを思い出す。

「あ、あの、メラニアさん……なにか、その……」

「朝もスープだけでしたものね。それでは、すぐに厨房から温かい料理を持って参ります。それまでは、どうかゆるりとお待ちください」

　小さく笑ったメラニアが、そう言って厨房に向かってくれた。

　彼女が持ってきてくれたふわふわのパンと温かな料理に、その日ロザリーンは久しぶりに笑みをこぼした。






第五章　決意






　ロザリーンがアロイスの屋敷で暮らし始めてから、十日ほどが経った。

　仕えている侍女たちやメラニアは、ロザリーンをアロイスの賓ひん客きゃくとして扱うことにしたらしい。

　朝から髪を結われ、ドレスを着せられるのは慣れなかったが、それをメラニアに直訴しても「申し訳ございません」と微笑まれるだけだ。

　朝食で空いた皿を片付けながら、メラニアは申し訳なさそうに笑う。

「わたくしがこのような格好をしておりますし、先代のお子様はアロイス様だけなので……ロザリーン殿に可愛らしい服を着ていただくのが、みんな楽しみみたいで」

「そ、そうですか」

　とはいえ、その「可愛らしい服装」というのが、およそ一般市民では手が届かないような生地を使ったドレスなのだから、ロザリーンとしても汚してしまわないか気が気ではない。

「このところはよく眠れておりますか？　アロイス様からも、ロザリーン殿に何かあればすぐに伝えるようにと命じられております」

「わたしは大丈夫です。その、アロイス様は……最近、こちらにもお戻りになっていないようですが」

　この十日間、ロザリーンがアロイスを見た回数は、片手で足りるほどだ。

　結局彼は、あの後すぐにルーイッツに書状を送ったらしい。それから先についてはロザリーンの耳に入る情報もなかったが、王城や「大聖堂」と呼ばれる宗教拠点での職務が立て込んでいるらしい。

「アロイス様は、国内の祭祀のほとんどを取り仕切る立場のお方です。国の安寧を神に祈り、恩恵を賜ることができるよう誠心より国に尽くす──元々お忙しい方だったのですが、しばらく王都を空けていたため、職務が滞っていたようで」

「アロイス様の代わりができる方は、他にはいらっしゃらないんですか？」

「大聖堂に仕える神官たちがおりますが、あくまで彼らはアロイス様の補佐……あの方の職務は、たとえ国王陛下であろうと代替ができるものではありません」

　国民が神に祈るというのは、集落に必ず一つはある教会や聖堂に出向き、決まった日の決まった時間に祈りを捧げることになるのだが、アロイスのそれはすこし違うのだという。

「決まった時間に、というのは変わりませんが、あの方の祈りは毎日おこなわれているものです。それに、貴族階級から孤児院への寄付をとりまとめたりするのもあの方のお仕事です」

　慈善事業自体が、神から特権階級へと課せられた使命であるとし、律儀に寄付や喜き捨しゃを行う貴族も少なくはない。

　カレンタール王国の政治がある程度安定しているのは、こうした考えから平民や貧民層を出自とする官吏が多いことも理由の一つだった。

「それに、今はルーイッツ殿下のことで、あれこれと官吏たちが動き回っております。陛下に知られては元も子もありませんから、彼らの陣頭指揮を執っているのもアロイス様なのですよ」

「それでは、本当にお体を壊してしまうのでは……」

　確かに、アロイスでなければできない仕事もあるのだろうが、それにしても職務が過密すぎる。

　今アロイスが倒れれば、それこそ取り返しのつかないことになってしまうのではないか──そんなロザリーンの心配そうな表情を見たメラニアが、大丈夫だと胸を叩いた。

「睡眠と食事だけはしっかりとっていただくようにしております。ロザリーン殿もおっしゃっていたと言えば、アロイス様はようやく仕事の手を止めてくださるので」

「そ、そんなことを言ってるんですか？」

「ロザリーン殿のお言葉は、効果てきめんです。それに、早ければもうすぐルーイッツ様の元へ遣わせた使者が戻ってくるはずです」

　処方箋に隠された答えを読み解いたアロイスは、その日のうちにルーイッツに向けた手紙を書き、使者に持たせている。

　道中何事もなければ、そろそろその返事が聞けるはずだ。

「もし、ルーイッツ様がなにもお答えを下さらなかったら……」

「その時は、アロイス様が単身で王宮に乗り込むとおっしゃっておりました。もう、これ以上この国に猶予はないのです」

　彼が単身で王城に乗り込むというのは、それこそ現実味がない話だ。

　できるだけそのようなことにならなければいいと思いつつ、ロザリーンはきらきらと陽の光が射しこむ窓辺へと向かった。

　外に出ることはできないが、こうして窓から景色を眺めたり、天気が良い日は中庭に出たりすることは許されている。

　中庭といっても、屋敷の敷地が広大なテーリンゲン邸では、その場所でも充分に羽を伸ばすことができた。

「……あら？」

「どうかなさいましたか、ロザリーン殿」

「誰かがいらっしゃったみたいで……あれって、アロイス様？」

　ロザリーンが見つけたのは、なにやら真っ白な馬車だ。

　貴族の所有する馬車ならば紋章が描かれているだろうし、テーリンゲン家が使用できる一角獣の紋章も見当たらない。

　その馬車を見つけても、メラニアすら心当たりがないという。

「もしかして、お使いの方が戻ってこられたのでは？」

「そうかもしれません。ならばすぐに迎えの準備をしなければ……ロザリーン殿、申し訳ありませんが、わたくしはここで」

「は、はい」

　頭を下げたメラニアがパタパタと足音を立てながら、玄関口へと向かっていく。

　さすがにロザリーンの部屋からそこの様子を知ることはできなかったが、なぜかその後、一気に屋敷の中がざわめいたのはわかった。

（な、なにがあったの……？）

　人が走る足音、侍女たちが指示を出し合い、他の侍従たちも慌ただしくなにかをしている。

　もしかして、よほどのことがあったのだろうか。

　そっと部屋のドアを押し開けたロザリーンの耳に飛び込んできたのは、半ば悲鳴のようなメラニアの声だった。

「ロッ、ロザリーン殿！」

「はいっ！　あっ、勝手に部屋から出てごめんなさい……！」

「そう、では、ありませんっ！　今すぐこちらへいらしていただきたいのです。その──」

　息を切らしながら、メラニアはロザリーンを部屋から連れ出すために腕を引いた。

　見るからにただ事ではない様子に、胸が強く鼓動を打つ。

　まさか、アロイスの身になにか起こったのか──嫌な予感が頭をよぎった瞬間、堪えきれないほどの震えが少女を襲った。

「なにが、あったのですか。まさかアロイス様が……」

「お客様なのです。いえっ、お客様というか、あの方は……と、とにかく、ロザリーン殿にお会いしたいと」

　客というのは、あの馬車に乗ってやってきた者のことらしい。

　どうやらアロイスが王弟の元へ遣わした使者ではなかったらしいが、それにしてもロザリーン個人に会いたいとはどういうことだろうか。

　今彼女の立場は、国王の命令により捕縛された『魔女』だ。

　そんな存在に、あえて会いたいと言ってくる人間がいるとは思えない。

　ロザリーンは、早足で自分の手を引くメラニアに一つ質問をした。

「その方というのは、一体──」

「……殿下です」

「え？」

　賓客のために用意された一室の前で立ち止まると、メラニアはそっと乱れた髪を直してくれた。そして、ドレスがよれていないか、どこか汚れていないかをしっかりと確認した後で、震える声を吐き出す。

「王弟殿下──ルーイッツ様が、このお部屋にいらっしゃいます」

「で、殿下が？」

「現在、大聖堂にいらっしゃるアロイス様がこちらに向かっておられます。ですが、その前に殿下は……あの処方箋のことに気がついた方に会ってみたいと」

　兄王に疎まれ、古城で療養していたはずの王弟ルーイッツ。

　まさかそんな人間が、急に王都に戻ってくるとも思えなかった。私兵を全て遠ざけられ、国王に逆らえないように毒まで送り続けられていた人間が、そう簡単に王都の土を踏めるものなのだろうか。

「で、でも……その方は本当に、王弟殿下なのですか？」

「はい。王家の人間が持つ、薔薇のブローチ──純銀のブローチは、まさしく王弟殿下がお持ちだったものです。わたくしは、しかとこの目で確認いたしました」

　相変わらず声を震わせながら、メラニアは部屋のドアに手を掛けた。

　この扉を開いた先に王弟がいる。そう思ったら、ロザリーンまで妙に緊張してしまう。

「よろしいですか、ロザリーン殿」

「大丈夫、です」

　普段ならば、絶対にお目にかかることができないような立場の人間だ。

　もしかしたら、王宮で国王と相対したときよりも緊張しているかもしれない。

　ゆっくりと扉が開かれ、おぼつかない足取りで部屋の敷居をまたぐまでの時間が、まるで永遠のようにも感じられた。

「殿下、お連れいたしました。この方が、殿下より賜った処方箋についての見解を、我が主に伝えたお方です。ロザリーン殿、ご挨拶を」

　そう促されて、ロザリーンはからからになった口を開いた。

「ロッ、ロザリーン・エリオネット、です」

　顔を上げて、王弟の姿を見る。

　来客用のソファに座っていたのは、アロイスとそう年が変わらない青年だった。

　肩までその黒髪を伸ばし、銀色の瞳で静かにこちらを見つめている姿は、あの国王と血が繋がっているようには見えない。

「エリオネット？　……なるほど、君は薬師の家系か？」

　柔らかい声。聞く者が思わず心地よいと思ってしまうような声音で、王弟ルーイッツはロザリーンに問いかけてきた。

「はい。父方が、代々薬師を生業としております」

「やはりな。エリオネットの一族は、古くから王家に仕える薬師だったはず。なるほど、兄上も人が悪い……」

　ケホ、と軽く咳き込んだルーイッツの様子に、メラニアが身を乗り出した。

　すると、数人の侍従を伴っていたルーイッツは右手を挙げてそれを制する。

「気にするな。俺の体は、君たちが思っているより脆弱ではない。気を遣わせてすまないな、アロイスの従者よ」

「は……はい」

　さしものメラニアも、突如屋敷に訪れた賓客に未だ戸惑いを覚えているらしい。

　だがそれは、ロザリーンとて同じことだ。

　思うに、ルーイッツは不思議な雰囲気を持っている。立ち居振る舞いは兄よりもずっと穏やかなのに、なぜか彼を目の前にしただけで膝を折りたくなってしまう。

「ロザリーンとやら」

　ふと、白銀の瞳がロザリーンを見た。

　曇りのない瞳は、心の中までをも見透かされてしまいそうで、思わず目を逸らしてしまう。

「君にも迷惑をかけた。兄上が、君を無理矢理故郷から追い立てたとか」

「それは……殿下が謝るようなことでは」

「否。俺もまた、兄の暴走を止められなかった。アロイスが何度も俺を王都に呼び寄せようとしていたにもかかわらず、与えられた城から出ようともしなかった」

　素直に申し訳ないと頭を下げたルーイッツに、ロザリーンはぶんぶんと勢いよく頭を振った。

「と、とんでもない！　そんな、頭をお上げください！」

　ロザリーンの言葉に、ルーイッツはゆっくりと顔を上げる。

　まっすぐこちらを見つめてくる彼の表情は、あのレイクロフトのニヤニヤ笑いとはまったく似つかない。

「確かに、突然魔女だなんて言われて驚きました。村にも、きっともう帰れないけど……それは、ルーイッツ殿下のせいではありません」

「いいや。民に対して王が罪を犯したのならば、肉親である俺も同罪だ。その為の償いと、君の叡えい智ちへの報いはしっかりとさせてもらう──そうだな、アロイス？」

　その言葉に導かれるように、ロザリーン達の背後で扉が開いた。

　すると、そこには呼吸を荒げ、髪を乱したアロイスが立っていた。どうやら大聖堂からこの屋敷までをかなり急いで帰ってきたらしい。

「左様で、ございますね。殿下──」

　小さく咳き込みながら、アロイスはルーイッツの足下に跪いた。

「遠路はるばるお越しいただき、ありがとうございます。私がお送りした書状に目を通していただいたとのこと、恐悦の至りにございます」

「礼ならば、俺ではなくロザリーンに言うがいい。あの処方箋に秘めた内容が解かれるまで、俺はお前にすら手を貸すつもりはなかった」

　きっぱりと言ってのけたルーイッツに、アロイスは苦笑しながら顔を上げた。

「そうですね。私も、彼女の助けがなければ王宮に単身で乗り込んでいるところでした」

「大聖堂の長ともあろう者が、ずいぶんと考えなしの行動をする……まぁ、それは俺も同じか」

　ぐるりと部屋の中を見回したルーイッツは、そう言ってほのかに笑みをこぼした。

「ロザリーン、メラニア、そこに腰掛けて。きっとこれから、少し長い話をすることになる」

　屋敷の主に促され、二人はそれぞれ顔を見合わせた。

　近くにあった椅子に腰掛けると、まずはルーイッツが話を切り出す。

「兄上……いや、国王レイクロフトが、地方に高い税率を課していることは、各地方領主達の間でかなり問題になっている」

「やはりそうですか……特に、観光収入などを得ている港町は、税率がかなり高いと聞いています」

「あぁ。そのことで相談を受けることも多かったが、俺も兄上が使わした兵士たちに監視をされていたからな──きっと、俺が王都にたどり着いていることは兄の耳に入っているはずだ」

　だが、暴政を敷く国王よりも、国政に聡いルーイッツの方が、今は支援者が多いのだという。長い時間兄の目を欺きながら、彼は地方領主たちの信頼を得ていた。

「国の東方は、完全に兄を見限っている。この度の『魔女狩り』についても、東方部は古くから産婆や薬師が多い土地柄だ」

　ロザリーンが捕らえられた話は、すでに貴族たちの中では大きな話の種になっているらしい。そのことを聞きつけた東部の諸侯たちが、ルーイッツが療養先を脱出するために力を貸してくれたのだという。

「そこへ、アロイスからの書状が届いた。君たちの予想通り、この体はもうなんの心配もない。王城を離れて療養をはじめ、かなり体調が安定した。あの処方箋に書かれているのはただの睡眠薬だ」

「やっぱり……では、あの妙な薬草の名前は？」

「兄上が俺に送りつけてきた『薬』だよ。あれを飲んでしまえば、俺は眠ったまま神の御許に召されるというわけだ」

　致死の毒──ごく微量ではあるが、確実に体を蝕む量を、国王は決まって弟へ送ってきたのだという。

「……毒といっても、その種類はとても多いです。毒薬を打ち消すのは、同じように強い毒性を持った鉱物だったり、植物だったりするのですが──まさか、殿下は」

「あぁ。毒物が体に蓄積する前に、別の薬で中和させていた。公には体調を崩していることにしていたから、おかげで兄上の目をごまかすことができた」

　その話を聞いて、ロザリーンは背筋に冷たいものが伝うのを感じた。

　やはり、レイクロフトは実の弟を殺そうとしていたのだ。それも、毒殺というあまりに残酷な方法で──。

「気をつけろ、アロイス、ロザリーン。兄はきっと、俺がここにいることに気がついている。兄のそばについているあの宰相も、凡夫ではあるがなかなか嫌らしいことをするぞ」

　ルーイッツの言葉に、アロイスがぐっと眉を寄せる。

　その瞬間、部屋の扉が力強く何度もノックされた。

「猊下！　猊下、こちらにいらっしゃいますか！」

「どうした、騒々しいぞ……殿下、しばしお待ちを」

　頭を下げたアロイスが、部屋の扉を開けた。

　すると、顔を真っ青にした侍従の一人が、羊皮紙をアロイスに手渡す。

「お客様が……お、お客様のことで、王宮より書状が届いております」

「なんだって？」

　受け取った羊皮紙を紐解き、アロイスはくまなくその中身を確認した。

「……早かったな」

「え？」

「俺がいないことに、兄上が気付いたんだろう」

　ルーイッツが悔しげに歯噛みしたのと、アロイスが羊皮紙を握りつぶしたのは、ほぼ同時だった。

「アロイス様？」

「馬鹿げてる──こんなの、いくらなんでも正気じゃない！」

「どうなさったのです、アロイス様……」

　声を荒げるアロイスの手から、メラニアが羊皮紙を受け取った。

　すると、彼女は目を見開き、信じられないといった表情で唇をわななかせる。

「これは、ロザリーン殿の……」

　かすかに開いた唇から漏れ出る声は、これ以上ないほどに震えていた。

「わたしの……なんなのです？」

「処刑命令だ。これは──ロザリーン・エリオネットは、明後日王宮に参内し、聖天使の間へ向かうこと」

　聖天使という響きに、思わずロザリーンは首を傾げた。

　そこは、もしかして祈りを捧げるための聖堂ではないだろうか。

「えぇと、そこでわたしが、処刑されると？」

「この部屋は、王都大聖堂から直線で結ばれた場所にある。国家反逆罪や、王族による重罪が犯された際……ここで、死刑が執り行われるんだ」

　呆然とした表情で、けれどもアロイスは的確な答えをロザリーンにもたらしてくれた。

　明後日の死刑執行というのは、それもかなり急な話だ。

「ロザリーンが死ねば、国の脅威である魔女は取り除かれる。そうなれば、計画されていた魔女狩りを執り行うことはないと……陛下は、本当に自分の顕示欲のために、国民を犠牲にするおつもりなのか……！」

　怒りに声を震わせたアロイスは、今にも剣を抜いて王宮に突っ込んでいきそうな勢いだった。

　無論、ロザリーンにもたらされた衝撃も、あまりに大きい。突如捕らえられ、王都に連れてこられて、そして死刑を言い渡される──まるで戯曲のような流れに、くらくらと目眩がした。

「わたしは、首を切られるのですか……？」

「首？　いや、聖天使の間で斬首は行われないが……それにしても、一体どうすれば──」

　罪人が最期の祈りを捧げる、王城聖天使の間。

　そこで行われるのが斬首ではないと聞いて、ロザリーンのぐちゃぐちゃにかき混ぜられた脳内が、ふと落ち着きを取り戻した。

「斬首ではない？　では、わたしの処刑に使われるのは、薬なのですか？」

「あぁ。聖天使の間を血で汚すことは、たとえ国王であっても許されない……処刑方法は、酒に注がれた毒薬を飲み干すというものだ」

　憔悴しきったアロイスに変わり、ルーイッツがその質問に答えを返してくれた。

　国王が死を賜わす際に使うのが毒薬──だとすれば、手が打てるかもしれない。

　ロザリーンはぱっと顔を上げ、アロイスの手を握りしめた。

「なに、を……」

「わかりました。わたし、王城に行きます──その毒酒を、飲めばよろしいんですね？」

　はっきりとそう告げた瞬間、部屋の中の音が一気に引いていった。

　それまで遠くに聞こえていた屋敷内の人間の足音も、まるで時間が止まったかのように聞こえなくなる。

「ばかなことを言うな！　毒酒を飲むということは、すなわち君は」

「一歩間違えれば、死んでしまうかもしれません。でも、死なない自信があります」

　ロザリーンは、真正面からアロイスを見つめた。

　彼が民のために自分や家族を犠牲にしようとしていることは知っている。ロザリーンを守ろうと国王の不興まで買った彼のために、自分は今なにができるのか──それを考えると、やはり国王の命令に従うしかないという結論に達してしまう。

　だが、ロザリーンには自信があった。処刑に使われるのが毒薬だというのならば、高い確率で死の影が彼女を覆うことはない。

「死なない自信だと？　どういうことだ、ロザリーンよ」

　毒酒を呷あおるという発言に少なからず驚いたようなルーイッツが、ロザリーンに視線を移した。銀色の瞳が、驚愕に揺れている。

「わたしの家は、元々王家に仕えていた薬師……処刑に使われる毒物については、祖先が書物に記してくれています」

　父が大切にしていた、古くからの医学書。それらはかつて隆盛を誇った、エリオネット家の先祖たちが記したものだ。

　そして、幼い頃からその医学書を絵本代わりにされていたロザリーンは、その内容を丸々暗記している。

「王家で処刑に使われるくらいの毒薬が、そう簡単に変わるとは思えません。心当たりがあります……もちろん、解毒剤にも」

　毒を打ち消す毒というものが、自然界には存在している。

　それは生き物から採取できる毒であったり、鉱物から精製される毒であったりと種類は多いが、使用されている毒物がなんであるかがわかっていれば、それに対応した解毒剤を用意することも可能だ。

「わたしに、任せていただけませんか。アロイス様」

「そんなこと──許可などできるわけがない。君がいくら薬物に精通していようと、万が一というものがある……もし、陛下が用意した毒薬が、君の先祖の時代とは違うものだったら？　もし解毒剤に不備があったら？　そうしたら君は──」

「そうなれば、おそらくわたしは死ぬでしょう。でも、自信があるんです」

　はっきりと言い放ったロザリーンの言葉に、アロイスがそれ以上反論することはなかった。唇を噛みしめ、震えた息を吐き出す。

「……ロザリーン、一度話をさせてくれないか。しっかりと、君の言葉を聞きたい」

　絞り出すような声に、ゆっくりと頷く。

　長旅を終えてきたルーイッツは来客用の寝室へと通され、ロザリーンはアロイスとともに彼の執務室に向かう。

　客室からは離れた位置にあるそこは、広い屋敷の中でも独特の静けさが漂っている。

「少し歩かせてしまったね。さぁ、中に入って」

　そこは、ロザリーンが思っていた以上に物のない部屋だった。

　執務机と、ソファ、そして分厚い書物が詰め込まれた書棚──他の部屋に見られるような調度品は綺麗に除かれている辺りが、アロイスのこだわりを感じさせる。

「話をしよう。君も、私に言いたいことがあるようだしね」

　やんわりと目を細めたアロイスは、ソファに腰掛けるようにとロザリーンにすすめてきた。私的な部屋なので、来客用の椅子なども置いていないのだという。

「普段は、こちらでお仕事を？　大聖堂ではなく……？」

「私個人の執務はこちらで行っている。大聖堂で仕事を行うときは、もっぱら公のものが多いかな」

　そう言って、アロイスもロザリーンの傍らに腰掛ける。一定の距離を空け、決して彼女に触れてしまわぬように気を払いながら。

「率直に言わせてもらうと、私は君が毒酒を呷ることには反対だ」

「そんな──じゃあ、どうやって！」

「……だが……今の私は、君と民の両方を守る考えを持ち合わせてはいない。だからきっと、公人としてのアロイス・テーリンゲンは──君の犠牲をもとに、陛下の糾弾をすすめるしかないだろう」

　恐らく、無意識だったのだろう。ゆっくりと持ち上がった腕が、ロザリーンに触れようと伸ばされる。

「っ……！　すまない」

「いいえ、大丈夫です。……触れてください」

　自らの動きに気がついたのか、アロイスが手を引こうと体を強張らせる。

　だが、ロザリーンは自らその手を引き寄せて自分の頬に触れさせた。温かく骨張った彼の手の感触が伝わってくる。

「ロザリーン、私は──君を死なせたくないんだ。一人の人間、一人の男としての私が、君を王城に連れて行くべきではないと叫んでいる。いくら君が薬に精通していようと、作戦そのものが成功する確率は完全じゃない」

「そうですね。もしかしたら、間違えてあっさり死んでしまうかも──でも、もうわたしには帰る場所も、戻る家もありません」

　恐らく、メルツ村の住人たちもどこかで思っていたのだろう。

　医者の資格もない少女が、なにか怪しげな方法で村人たちを治療しているのではないか。医療が発達している都市部ならいざしらず、山間の村には未だにそのような思想が残っている。

「わたし、今までずっと選ぶことなんてできなかったんです。王都に連れてこられて、ここで暮らし始めて……あなたがどんな気持ちで、毎日戦っているのかを知ってから、どうにか力になりたいってずっと考えてた」

　家族をも犠牲に民を守ろうとする彼の強さと、日々傷ついていく彼の弱さ。その上に成り立つ優しさを見つけてしまったときから、ロザリーンはなんとかして彼の支えになりたいと思っていた。

「今わたしにできることは、これしかないんです。それに、これでもわたし、家にあった医学書はほとんど頭に入ってるんですよ」

　そう言って笑えば、なぜかアロイスの方が泣きそうな顔をした。

　ロザリーンの頬に触れていた手を背中へと回し、強くその体を抱き寄せながら、震える息を漏らした。

「私は……多くのものを恐れずに生きてきた。そう生きるようにと教育を受けたし、神の恩寵はこの国にこそあると、そう思って生きてきたから──でも、今は恐ろしいんだ。君を永遠に失ってしまうことが、なによりも怖い──」

　きつくロザリーンの体を抱きしめたアロイスの背中に腕を回し、ロザリーンは小さな声で囁く。

「本当は、わたしも少しだけ恐ろしいんです。もしも毒酒を飲んで、目を覚ますことができなかったらって思うと……でも、アロイス様がいてくれれば、きっとなにも怖くはないから」

　恐怖を感じないほど、ロザリーンの心は強くない。

　だが、彼に背中を押してさえもらえれば、きっとその恐怖に打ち勝つことができるだろう。

　互いに抱き合っているだけで、固い蕾のように閉ざされていた愛しさが、ロザリーンの中で大きく花開く。

「抱きしめてください。アロイス様……わたしに、触れて」

　言葉は返ってこない。けれど、押し当てられた唇の熱さが、凍えるような恐怖を溶かしていった。

「……ふ、ぁ……」

　長いくちづけの後、アロイスは熱い息を吐き出して自らの髪を掻き乱した。

　余裕のないその表情に、ロザリーンの体が一気に熱くなる。体の中心から、じわりと下腹に下りてくる熱は、どこまでも甘美なものだった。

「どうか、卑怯な私に赦ゆるしをくれ──君に触れぬと誓ったのに、その禁を犯す私を……君をどうしようもなく欲してしまう、一人の男としての私を……」

「そんなこと、言わないで……来て、ください。アロイス様……」

　常には理性的な瞳が、熱情に揺れる。

　深い緑色の瞳がありありと欲望を映し出し、舌舐めずりをする獣のような視線で射抜かれると、ロザリーンの体は熱く蕩けるようになってしまった。

　足の間から、とろりとした淫らな蜜が溢れてくる感覚に、ロザリーンは自らアロイスに擦り寄った。衣服越しに感じる彼の熱がもどかしく、彼が好んでいるであろう香の匂いが鼻腔から理性を崩していく。

「ロザリーン……！」

　深い紺色のドレスがたくし上げられ、煩わしい布は簡単に取り払われてしまう。

　生まれたままの姿になったロザリーンは、ソファに横たえられると羞恥から目を閉じた。初めて彼に暴かれたときは灯のない夜であったが、今は明るい月光がその裸体を照らし出している。

「目を開けて、私を見るんだ……そうして、私にもよく見せてくれ。君が気持ちよくなるところを、もっと……」

　アロイスはロザリーンの足に手を回し、ぐっとその間に体を押し込んだ。

　ほっそりとした足を自らの肩に乗せ、覗きこむように秘められた場所を指で押し広げる。

「ぁあっ……やっ、そこは──」

　くぷっ、と、はしたない水音が響いてくる。

　淫らな泉から溢れてくるものを見られまいと足を閉じようとするが、アロイスはそれを許してはくれなかった。

　むしろ、より大きくロザリーンの足を広げ、蜜口に熱い息を吹きかける。

「ふっ……ぅ、く、ぁあ……」

　柔毛をくすぐるように息を吹きかけられ、ロザリーンは思わず身をよじった。

　だが、とろとろとしたそこに指先を挿入されると、今度はまた別の感覚が湧き上がってくる。

「ん、んんぅ……ひっ、ぅう」

　指先が、執拗なほどに入口をなぞる。先刻までピタリと閉じていたその場所は、今では難なくアロイスを受け入れ、快楽にわなないている。

　ロザリーンが細い声を漏らして愉悦に悶えていると、彼はいっそう嬉しそうに目を細め、指先を更に奥へと挿しこんできた。

「ァあぅっ、ン、やぁ──……」

「君の、声が……そうして快楽に耐える声が、私をひどく醜いものにさせる。欲望のまま、劣情のままに君を穢して、この腕の中に閉じ込めたくなってしまうんだ」

　ロザリーンを攻め立てる手は、けれどどこまでも優しい。そういえば彼に初めて抱かれたときも、彼は懇ねんごろに快楽を教え込んできた。

　快楽への階段を上るロザリーンは、ひどく敏感になった肌の感触に身を委ねながら、その声を聞いていた。

　堪えきれない熱情が、アロイスの声帯を震わせている。

「君に触れて、貫いて、私の腕に閉じ込めてしまいたい……あの村にいた時から、私はいつも君を──君に、恋をしていたんだ」

　恋。

　その言葉に、ロザリーンは大きく目を見開いた。それはきっと、刈り取られてしまったはずの淡い想いだった。

「わた、しも……」

　アロイスがたとえただの郷士であったとしても、それでもロザリーンとの身分の差は明らかだ。傷つくくらいならと最初から押さえ込んでいた恋心は、彼の手によって花開いていく。

「すき、好きです……村で、あなたと一緒に過ごして──ずっと、今でも……！」

　彼が再びロザリーンの前に現れたとき、嘘をつかれていたと知ったときはどれほどに苦しかっただろう。恋をしていたから、彼を愛し始めてしまったからこそ、ロザリーンの心は深く傷つけられた。

　けれど、どれだけ傷ついたとしても、心のどこかでは彼を憎めずにいた。深い慟どう哭こくの中で、それでも彼が自分を見つめてくる、穏やかな表情が大好きだった。

「でも、こんなの……いけないって思って……あなたは、とても尊い人だから。わたしなんかが恋をして、許されるような人じゃないから……」

「私はなにも知らない君を陥れ、あまつさえその純潔すら穢してしまった。君は魔女なんかじゃないのに……だが、もしも神が君を許されないと言うのなら、その時は」

　熱を帯びた深緑の瞳が、蜜を絡めたように甘くほころぶ。指先で与えられる優しい悦びが、ロザリーンの体を浸食していった。

「いっそ、二人でどこまでも堕ちてしまえばいい」

　魔女と誹られた少女と、その魔女を愛してしまった聖者。もしもこの交わりが禁忌だというのならば、どんな神罰を受けてもいい──うっとりと目を閉じたロザリーンは、身を穿たんとする熱塊の衝撃に身を委ねた。




　男性のそれにしては細く、長い指先が、紅茶色の髪の毛を掬った。白い肌によく映えるその色は、情事の熱によって艶やかな色合いを映し出している。

「あっ、ァあ……！」

「綺麗な、色をしてる。こうすると君の顔が見えないから、あまり好きではないのだけど」

　背後から囁かれる声に、ロザリーンは背中をぶるりと震わせた。

　身にまとうものはなく、陶磁のように美しい裸体は、背後からアロイスに抱きしめられて小刻みに震えている。

「寒い？　それとも、恐ろしいの？」

「こわくは、ないです……でも、そ、そうやって、触られるのが……」

　ロザリーンの中には、熱く強張ったアロイスの楔が突き立てられていた。

　根元までしっかりとその蜜壺に埋められたそれは、深い場所を小刻みに刺激しながら官能を高めてくる。

「ぅああっ、は、やぁっ──」

　ず、と腰を押し進められると、腹部の異物感が一気に増していく。

　たっぷりと彼によって慣らされ、とろけた蜜を滴らせるその場所は、その異物感すらも快楽として受け取ってしまうようになった。

「ぁあぅ、ひ、ぃあっ……ァ、あっ」

「ロザリーンはここが好きなんだね？　こうして擦ってあげると、とても可愛い声を聞かせてくれる──」

　耳朶に絡めるようにして囁かれる声が、ロザリーンの体を熱く煽った。

　艶めかしい動きをする指先が、いじらしく主張する胸の蕾をキュッと摘まみあげ、隘路を押し広げている屹立に弱い場所を何度も擦りあげられると、自然とロザリーンの体は強張り、強い快楽を受け取ってしまう。

「んんぁっ、ァ──やだ、そ、そこばっかり……」

「嫌なんて、言わないで。君からそんな言葉は聞きたくない──悦いのなら、素直に教えて？」

　そう言って、アロイスはぐっと腰を引いた。

　一度ギリギリまで抜かれた雄根が、短い呼気と共に一気に突き立てられる。

「あ──ンんっ、はっ、ァ、いっ……」

　無遠慮に揺さぶられ、最奥を何度もノックされたロザリーンは、一瞬息もできないほどの喜悦を覚えた。

「君に、包まれていると……ッ、本当にどうにかなってしまいそうだ。なにもかもを捨てて、ずっとこうしていたい……」

　後ろから何度も攻め立てながら、アロイスは絶え間なくロザリーンに言葉を囁いた。

　普段よりもうわずったその声を聞いていると、彼が心地よくなっているのがわかる。

（感じて、くれてる……わたしで、アロイス様が……）

　目を閉じて快楽を追えば、埋められた肉楔の形はありありとわかるようだった。

　うねる媚肉を何度も刺激し、あふれ出てくる淫蜜を絡めた彼自身が、ひどく愛しく思えてくる。

「あっ、あぁ……いい、悦いです……っ。アロイスさま、奥、奥が……」

「奥を突かれるのがいいの？　じゃあ、こうしてあげよう」

　グリッ……と、一層強く、先端が奥へと押しつけられる。まるで熱烈なくちづけをするかのような衝撃に、ロザリーンの蜜壺からはとろとろとした液体がこぼれ落ちてくる。

「ァうっ、ん、んあぁっ……」

　水溜まりができてしまいそうなほど溢れた愛蜜を潤滑油代わりに、アロイスは背後から更に何度も攻め立ててくる。

　ロザリーンはされるがまま、ただ甘い声を上げて快楽に溶けていくしかない。

「あっ、やだ、やっ……アロイス、様……！」

　裸の肉と肉とがぶつかる、淫らで生々しい音が執務室の中に響く。

　彼の聖域であるはずのこの部屋で、おかしくなりそうなほどに揺さぶられながら、ロザリーンは必死でその名を呼んだ。

「キス、して……お願い、アロイス様……お顔を、見せて」

　すすり泣くようなその声を聞き届けたアロイスは、ゆっくりと体勢を変えてくれた。

　二人で向き合い、抱きしめ合うようになると、彼はロザリーンの唇になんどもキスを落としてくれる。

　柔らかな、触れるだけのキスがくすぐったい。

　小鳥がついばむようなそれは先ほどのような激しさはなかったものの、じんわりとした心地よさを与えてくる。

「ん、んん……ん、ァ──ァ、あぅっ！」

　その時、急にロザリーンの体が震えた。

　アロイスの雄茎を受け入れるその場所から、ビリビリとした刺激が一気に脳天まで駆け抜けていく。

「ぁあっ、や……ぁ、あんっ」

　ぷっくりとした、淫らな芽を押しつぶされて、更に何度かゆるい律動が繰り返される。

　結合部から生み出される刺激に、ロザリーンは目の前が真っ白になるような感覚を味わった。

「ここは、気持ちいい？　こうやって、指で押しつぶされたり……捏ねられたりしたら、君はどんな声を聞かせてくれる？」

「あ、ぅんんっ……！　ひあ、ぁッ……！」

　ただ指先で触れられているだけなのに、生み出される快楽は途方もなく大きい。

　触れられるだけで、今にも達してしまいそうなほどの快楽がロザリーンの思考を灼やいた。

　太く、たくましい肉茎で媚肉を擦られる度に、きゅんきゅんと子宮が収縮し、更なる刺激を生み出してしまう。

「んはぁっ、ひゃ、あああっ……」

「ああ……君が感じてくれると、私まで悦くなってしまう。君の声を聞いていると、頭の中が蕩けてしまいそうになるんだ」

　アロイスはそう笑いながら、けれども律動を止めることはなかった。

　力強く奥を穿ったかと思えば、次は入口の辺りを焦らすように擦りはじめる。

　緩急をつけて別種の喜悦を与えられることで、ロザリーンの体は次第に力を失っていった。

「ぁんんっ……は、アロイ、スさま……もっ、こんな……」

　愛しい人の腕に抱かれ、手ずから蕩けんばかりの快楽を与えられる──湧き出すような幸福感に浸りながら、ロザリーンは彼の唇を何度か食んだ。

　そうすると、体内に埋められた彼の肉楔が力強く脈打ち、更に猛々しく腰を打ちつけられる。

「んぁ、あ……んむ……ふ、ァ」

　互いに深く、貪るようなくちづけを繰り返すと、どちらのものともいえぬ唾液が唇の端からこぼれおちた。

　それを舌先で絡め、ゆっくりと嚥下すると、極上の媚薬を施されたかのような痺れがロザリーンの思考を蕩けさせていく。

「ん、ふぅ……は、ぁあ……」

　唇からこぼれ出す喘ぜん鳴めいを止めることもできず、やがてロザリーンの体はゆっくり揺れ動きはじめた。

　ロザリーンがその甘美で激しい快楽を自ら求めだしたとき、アロイスはうっとりと微笑む。その表情が凄絶なまでに美しく官能的であったから、更に切なく子宮が疼いた。

「はっ、ァ、悦い……いい、です。アロイス様……」

「ん……こうしていると、そのうち君は溶けてしまいそうだね」

　火照って敏感になった肌を味わうように、アロイスがロザリーンの乳房に舌を這わせた。

　そのまままろみを帯びた柔肉を、頂に向かって舌先がおりていく──ややざらついた舌が肌の上をなぞると、きゅんっと下腹部が収斂した。

「っ……そんなに締めつけられると、逆に私が気をやってしまいそうになる」

「そ、んな──だって、ア、アロイス様が……そんな風に、触るから……」

　ロザリーンの白い肌は、今や上気して淡い薔薇色に染まっていた。

　色づき、ほころんだ乳頭を舌先で転がしながら、アロイスは徐々にロザリーンを追い詰めていく。

　律動は強く、しとどに濡れた秘処を何度も突き上げながら、胸にまで強い刺激を与えてきた。

「ぁあっ、ア、や──！」

「ん、ロザリーン……もう、私もっ……」

　切羽詰まった声音が、媚薬のように浴びせかけられる。

　強く、これ以上離れられないほどに互いを抱きしめながら、二人は重なる吐息を食んだ。

「ァん、む……ふ、ぁあ……ッ、あ、あぁぁっ……！」

　背筋が強張り、ロザリーンの爪先が宙を蹴った。

　ガクガクと体が震える感覚を抑えきれず、快楽の階を一気に駆け上がったロザリーンは、一瞬息をすることも忘れて絶頂の歓喜を迎えた。

「あ、ぅ……ンっ……！」

「っ……は、くっ……」

　アロイスがきつく自らの唇を噛んだ瞬間、体内に埋まった熱が一気に放たれる。

　均整の取れた裸体が力なく崩れおちても、抱き合った二人が体を離すことはなかった。






第六章　死を呷るくちびる






　明みょう後ご日にち──一角獣が描かれた馬車に乗せられたロザリーンは、王城までの道を護送されていた。

　国王レイクロフトからの呼び出しに応じることを決めたロザリーンは、力なくアロイスの体に寄りかかったまま、まるで今にも眠りそうな表情をしている。

「体調は大丈夫そうかい？」

「大丈夫、です。今は薬の作用で、少し眠たいのですが……」

　王家が処刑用の毒として採用しているのは、ある鉱物から生成されるものだ。それに対抗する解毒剤を飲んできたため、朝からロザリーンの体は鉛のように重たくなっている。

「……既に、メラニアが王宮に入っている。聖天使の間にいる、青い布をつけた軍人が彼女だ」

「わかりました。……すべて、アロイス様とメラニア様にお任せします」

　アロイスとルーイッツが練った作戦は、先にメラニアを王城付きの騎士として派遣しておくことだった。官吏からの支持が根強いアロイスは、すぐにその手続きを進めてしまった。

　そして、毒薬を飲んだ直後、ロザリーンの体は一時的に自由が利かなくなり、仮死状態となる。

　その間に、潜入したメラニアが彼女をテーリンゲン邸へと連れて戻ってくる──アロイスに従う官吏たちの助けもあり、作戦はここまで滞りなく進んでいた。

「顔色が悪いのが陛下にばれるといけません……なにか、布はありますか」

「あぁ、これを被っているといい。陛下にはそれとなく言っておこう」

　そう言うと、アロイスは私物である白い布をロザリーンに被せてくれた。柔らかな質感のその布からは、彼が身にまとう優しい香りが漂ってくる。

「これで、なにも怖くはありません。アロイス様がお側にいてくださるみたい……」

　気怠さがのしかかる中で、ロザリーンはうっすらと微笑んだ。

　死なない自信があるとはいえ、成功する確率は百とはいえない。失敗したときのことは考えないようにしているが、それでも漠然とした恐ろしさを感じずにはいられなかった。

　だが、アロイスが側にいると思えば、なにも恐ろしくはない。

「君がテーリンゲン邸に戻ってきたら、何日だって一緒にいてあげるよ。頼まれたって、離れてなんてあげない」

　馬車が、王城の門をくぐる。

　アロイスはそっとロザリーンの手を握ると、彼女の体を強く抱きしめた。

「君の無事を祈っている。……おかしな話だと思うかもしれないが、これ以上神に奇跡を願ったことはない」

　そうして、アロイスはそっとロザリーンの唇を食んだ。

「ん……」

　柔らかく温かいその感触に、まとわりつく靄のようだった恐怖は完全にかき消えた。

　ロザリーンはアロイスの背中に手を回しながら、繰り返される柔らかなくちづけを享受する。

（このまま、馬車が止まらなければいいのに……）

　ついそんなことを考えてしまったが、城にたどり着けば無慈悲に御者が声をかけてくる。

　そっと体を離した二人は、そうしてようやく王城へと足を踏み入れた。

「陛下、ロザリーン・エリオネットをお連れいたしました」

　謁見の間は、ロザリーンが初めてここに来たときと同じようにたくさんの官吏が居並んでいた。

　今日、ここで魔女裁判が行われる。

　判事は国王。被告はロザリーン。そして弁護人は誰もいない。ただ死刑を言い渡されるだけの裁判だ。

「よくぞ参った。……どうした、魔女めの顔が見えぬが」

「陛下に顔をご覧に入れることができないとの、本人の要望でございます。彼女は常より、自らの罪を悔いて祈りを重ねておりました」

「ふむ……よかろう、ならばそのままでよい。贖罪の機会はこれから与えられるのだからな」

　ロザリーンはこれといった罪も犯していない。それなのに贖罪というのも妙な話だが、宰相を含めた他の官吏たちはその言葉に反論をすることはなかった。

　アロイスの息がかかった官吏たちも、今はなにも言わぬようにと厳命されている。

「へ、陛下……それでは、この場で魔女裁判を執り行ってもよろしいですかな」

　宰相が、引きつった声でそう訪ねた。

　顔を白い布で覆われたロザリーンからは、彼の表情を窺うことはできない。だが、声は聞こえる。笑っているのだ。

（こんな人たちが、この国の──ルーイッツ様とは、まるで違う……）

　ぼんやりと重く、眠る直前のような分別のなさで、ロザリーンはそんなことを思った。

　だが、今なにか口に出せばボロが出てしまう。必死に唇を噛みしめ、これから下されるであろう判決を待つ。

「そうだな。では……古式に則った魔女裁判を執り行う。ロザリーンとやら、なにか弁明すべきことはあるか」

「……なに、も」

　今はただ、王が望むようにことを運ぶしかない。

　掠れた声を出したロザリーンに、レイクロフトは二の句を継いだ。

「ほう？　なにも弁明すべきことはないと。魔女として多くの民を惑わしたその罪に、偽りはないな？」

　今度は、なにも言わなかった。

　薬の効果が徐々に強まってきて、声を出すことすらも億劫になっている。

「沈黙は雄弁であるな……よかろう、我が臣アロイスの言葉を信じ、お前に贖罪の機会をくれてやる」

　その時、ようやくロザリーンは顔を上げた。

　レイクロフトは笑っていた。玉座の上から、うなだれるロザリーンを嘲笑うように見下ろしているのだ。

（ああ──）

　その姿は、この国の破滅を想像させるに容易い。王としての彼の生命は、もしかしてとうの昔に尽きているのではないだろうか。

　ルーイッツが輝くような王の気に満ちているのに対して、レイクロフトはただ豪奢な布を纏った、貧相な人間に見えた。

　そっと目を閉じたロザリーンは、なにも言わずに審判を待つ。

「そこな魔女を死罪とする。聖天使の間へ連れていけ」

　もったいぶって下されたその声にも、誰も反論はない。

　ただ、アロイスだけが、連行されるロザリーンの背中をじっと見つめていた。




　聖天使の間と名付けられたその部屋は、美しい金細工や大理石の彫刻が並べられた部屋だった。

　なにもない部屋を想像していたのだが、元々王族の処刑のために使われていた部屋ともあって、確かに窓からは王都の大聖堂がよく見える。

（青い布……青い──あれが、メラニア様）

　ロザリーンの連れてこられた部屋には、数名の騎士が既に彼女を待ち構えていた。

　顔を見せないよう、その全員が兜で顔を隠している。

　その中で、腰に付けたベルトから青い布を下げている騎士を発見したロザリーンは、安堵に胸をなで下ろした。メラニアは無事に、この騎士たちの中に忍び込むことができたのだ。

「目隠しは必要か？」

「いえ……」

　被っていた布を外したロザリーンの前に、銀の盆に乗せられた酒杯が差し出された。

　真っ赤な葡萄酒の中に、しっかりと粉薬が入れられたことを確認する。

（呼吸の、回数も……下がってきてる……。このままあれを飲み干せば……）

　顔を隠した騎士たちの表情をうかがい知ることはできない。けれど、その多くから敵意は感じられなかった。

　恐らく彼らは、魔女などいないことを知っているのだろう。

「……最後に、言い残す言葉は」

「あなたが届けてくれるんですか？」

「内容にもよるが、家族や友人に伝えたいことがあるのならば」

　低い声の騎士が一人、酒杯を差し出しながらそう尋ねてきた。

　家族はもうこの世にはおらず、友人と呼べる人物もいない──そう笑えば、目の前の人物はわずかに息を吸った。

「ありがとうございます。でも、もう大丈夫」

　ゆっくりと手を伸ばし、ロザリーンは酒杯を取り上げた。そして、ゆらゆらと真紅に揺らめくその液体を、一気に飲み干す。

「あとは、どうか──」

　わずかに開いた唇から、呼気が漏れる。

　次の瞬間、ロザリーンの体はぐったりと床に倒れ落ちたのだった。





　　　　◇◇◇






「……なあ、この子、どうするんだ？」

　床に転がった少女の『死体』を見下ろしながら、屈強な体躯を誇る騎士たちは互いの顔を見合わせていた。

　国王により刑死を言い渡された少女は、国を脅かす凶悪な魔女だというが──それならば最期の瞬間に呪いの言葉でも吐きそうなものだ。

　だが、少女はそれをしなかった。ただ、静かに己の運命を受け入れ、毒酒を呷ったのだ。

「可哀想になぁ。きっと、この娘は魔女なんかじゃなかったんだろう」

「国王陛下がまた変なことを言い出したんだろう？　アロイス猊下が匿っていらしたと聞いたが……さすがに、王命には逆らえなかったらしい」

　既に体温を失いつつある少女の体を抱き上げようと、背の低い騎士がそっと身を屈めた。

　痩躯の騎士は、少女の不遇について話を続けている他の者に気付かれぬよう、そっとその胸に手を当てる。

（……心音がある！）

　かすかにではあるが、胸に手を当てると弱々しい脈動を感じることができる。

　顔の全体を覆い隠す兜の中で、騎士──前日から王城に潜入していたメラニアは、気持ちが高揚するのを抑えられなかった。

「共同墓地に運んで、せめて弔ってやることはできないもんかね」

「馬鹿野郎！　誰かに見つかったら、次は俺たちの番だ……」

「誰も陛下には逆らえねぇんだ──悪いが、まずは首を切って陛下にご報告をせねば。おい新人、その娘は本当に死んでいるんだろうな？」

　年長の騎士がそう尋ねてくるのにメラニアはゆっくりと頷いた。

　そして、ロザリーンの体に右手を隠すようにしながら、静かに剣を抜く。

「はい──既に」

「そうか。ならばお前がその娘の首を切り落とせ。陛下の元へ、確実な証拠をお持ちするのだ」

「……それはできかねます」

「なに？」

　一度ロザリーンの体を横たえたメラニアは、兜を取り払って剣を抜ききると、それぞれ武装した騎士たちにその切っ先を向けた。

「女だと!?　貴様まさか──」

「すまないが、貴殿たちには少々眠ってもらう必要がある。……我が恩人を、あのような愚劣な王に殺されてなるものか！」

　騎士たちが大剣を構えるが、メラニアの動きはそれよりも素早い。

　武装した騎士たちをそれぞれ昏倒させると、彼女は再び兜を身につけてロザリーンの体を抱き上げた。

　既に、城から屋敷までの手引きはできている。

　アロイスに近しい官吏には、既にルーイッツが王都へ入っていることを連絡してあるのだ。城を出るまでは、彼らが万全の支援を行ってくれる。

「今しばらくのご辛抱です、ロザリーン殿。すぐにテーリンゲン邸へお連れいたします……！」

　軽いロザリーンの体をしっかりと抱きしめ、メラニアは城の抜け道を目指して駆けた。
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（体が、温かい……えぇと、どうして……）

　ぬかるみの中のような倦怠感と、心地よい温かさが、ロザリーンの体をふわふわと包んでいた。

　指先すらも動かすのが億劫なほどに気怠いというのに、不思議と嫌な感じはない。

「……陛下が──で、今頃……かと」

「よろしい。ならば──から、殿下に……しておいてくれ」

　遠くに、声が聞こえた。

　それは聞いているだけでも安心するような、とても大切な人の声のように思えた。

（あぁ、そう……これは、アロイス様の声）

「んっ……」

　その声に呼び覚まされるように、ロザリーンはぐっと体を動かした。

　凝り固まっていた筋肉が、ギチギチと嫌な音を立てる。

「ロザリーン？　ロザリーン！　目が覚めたのか──メラニア、冷たい水を持ってきてくれ！　それと、殿下にご報告を！」

「はっ、すぐにお持ちいたします！」

　うっすらと目を開け、飛び込んでくる光の量に驚きながらも、ロザリーンは確かにアロイスの姿を見た。

　両手でロザリーンの右手を握りしめ、何度も名前を呼びかける姿に笑みがこぼれる。

「アロイス、様……成功したんですね。わたし……」

「あぁ、あぁ！　成功したとも……メラニアが君を、屋敷まで運んでくれた。半日も眠り続けているから、どうしようかと思ったが……」

　アロイスはそう言いながら、ロザリーンの体を強く抱きしめた。

　触れあった場所から感じる互いの熱が、今ロザリーンが生きているのだということを証明してくれる。

「メラニア様が、いてくださって……大丈夫だって思ってから、記憶がないんです」

「しっかり君の心音が聞こえたと言っていたよ……あぁ──神に感謝しなければ」

　声を震わせるアロイスは、腕の戒めを解くとロザリーンの背中に手を置いた。

　メラニアが持ってきてくれた水を差しだし、ゆっくりと飲めるように体をさすってくれる。

「アロイス様、そんなになさらなくても大丈夫です。少しずつ、頭がはっきりしてきました……えぇと、今は夜？　それとも、朝ですか？」

「もうすぐ夜が明ける。今は屋敷の人間もほとんど寝静まっている頃だ」

　たしか、ロザリーンが毒酒を呷ったのは太陽が高い位置にある頃だ。

　半日も眠っていたものだから、体のあちこちがキシキシと痛んだ。

「っ……」

「無理をしてはいけない。まずは水を飲んで、食事はとれそうか？」

「はい……大丈夫そうです。ただ、まだ胸の辺りが苦しくて」

　恐らく毒を呷った影響か、あるいは長時間水分を取っていないせいなのか──胸の中がモヤモヤすると訴えると、アロイスは慌ててロザリーンの背中を擦りはじめた。

「吐き気はあるかい？　もし戻してしまいそうなら、全部出してしまった方が楽になる」

「だ、大丈夫ですから！　その、メラニア様からお水をいただきます」

　水差しを持ったメラニアが、それから程なくしてやってくる。

　既にルーイッツへの報告を済ませた彼女は、水差しからグラスに移し替えた水を手渡してくれた。

「……ふう、かなり楽になりました。まだ、走ったりとかはできないかもしれませんが」

「当たり前だ。君は種類の異なる二つの毒物を飲み干したんだ──本当に、君が目覚めなかったらどうしようかと思った」

　深緑の瞳をほんの少し潤ませながら、アロイスはすっかり安堵の表情を浮かべている。

　そんな彼の姿を見ていると、ロザリーンの心の中にも、少しずつ罪悪感めいたものが浮かんできた。

（やっぱり、心配させてしまったのね）

　謁見の間から出ていく自分を見つめていたアロイスの心中は、一体いかほどだっただろう。結果として犠牲者を出すことはなかったが、ロザリーンはまた優しい彼の心を傷つけてしまった。

「ごめんなさい、アロイス様……わたし、またあなたに心配をかけて……」

「君が無事に戻ってきてくれた。それだけで十分だよ。本当に──帰ってきてくれて、よかった」

　薄く微笑んだアロイスは、けれどもどこか硬い視線でもって窓の外を見つめだした。

　窓から見える高台に、国の中枢である王城が見える。

「メラニア、ルーイッツ様は起きていらしたか？」

「はい。これより夜が明け次第、王宮に向かわれるとのことです。アロイス様と、もし可能ならばロザリーン殿もご一緒するようにと」

「ロザリーンも？」

　ゆっくりと、メラニアが頷いた。

「今、王宮は大混乱のはずです。刑死したはずのロザリーン殿の遺体はどこにもなく、道中何人かの騎士をなぎ倒してきましたから……兵士は混乱し、陛下はお怒りのはず」

「なるほど、死んだはずのロザリーンがそこにいるだけで士気を下げられるというわけか」

　可能であれば、王を守ろうとする者とて殺したいわけではない。敵対していようが、アロイスは極端に殺生を嫌う性格だ。

「わたしが再び、王城に出向けばいいのですね？　それでしたら、大丈夫です。少し歩くくらいなら、朝までにはなんとか……」

「しかし、本当に大丈夫なのか？　君は屋敷で休んでいてもいいんだぞ」

　確かに、まだ完全に体が回復していない現状でアロイスたちとともに王城に向かえば、ロザリーンは足手まといになってしまうかもしれない。

　だが、自分がこれ以上誰かを傷つけ、アロイスが自らの心を追い込んでしまうことだけは絶対に嫌だった。

「わたしは大丈夫──それに、陛下に言いたいことがあるんです。今まで一度も、まともにお話したことはなかったから」

　これまでにないほど力強く、ロザリーンは一度だけ頷いた。

　自分を魔女と呼び、権力の生贄に捧げようとしたレイクロフト──今まで彼に対して感じていた漠然とした恐ろしさが、今はもうどこにもない。

　きっと、玉座で見た彼の姿があまりに哀れだったからだろう。王権に縋るしかなく、しかしその権力すら脅かされ、彼は体躯に似合わぬ精神の貧相さで国を統べていた。

「だから、わたしも連れて行ってください。お願いです、アロイス様」

「……君が、そう言うのならば」

　そっと、まるで壊れ物に触れるようにして、アロイスはロザリーンの髪を指先で梳いてくれた。

　彼にそうされると、色が派手であまり好きではなかった赤毛が、特別なもののように思える。

「ロザリーン、もう一度触れても」

「えぇ、何度だって」

　そう言うと、アロイスはまるでロザリーンの体温を確かめるように、強くその体を抱きしめた。彼の温もりが感覚の鈍っていた体に注がれ、覚醒していくようだ。

「夜が明けると同時に、テーリンゲン邸を発つ。きっとこれが最後になるだろう」

　強い決意を秘めた声が、ロザリーンの鼓膜を揺らした。

　太陽の光が剣のように夜を裂くまで、あといくばくもない。
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「……酷い有様だ」

　王城に到着したアロイスとロザリーンは、一目散に玉座の間を目指した。

　兵士たちに声を掛けたいというルーイッツとは一度離れ、混乱している城内を歩く。

「わたしがいなくなったから、城の中がこんなに……？」

「あぁ、おそらくは。君の死体が見つからなかったことで、陛下がしらみつぶしにあちこちを捜させている」

　陽が落ちる前からあちこちを捜索させられている兵士たちは、誰もが疲ひ労ろう困こん憊ぱいといった表情だ。だが、休むことは許されないからと、力なく部屋や調度品の中を捜している。

「……本当に、ひどい」

　こうして騒動の張本人であるロザリーンが謁見の間に向かっているというにも関わらず、人々は一切それに気がついていないようだった。

　元々『魔女』の詳しい風貌は伝えられていなかったのか、ふとロザリーンが目をやると、自分と同じような赤毛の女官が兵士に詰問されていた。

「ま、待って！　その人は……！」

「待つんだ、ロザリーン。私が行く」

　自分の代わりに、武装した兵士に拘束されそうになっている少女を見かけて、ロザリーンは身を乗り出した。だが、それを制したアロイスが兵士たちの前へと歩いていく。

「なにをしている。彼女は王城付きの女官ではないか」

「猊下！　これは──こ、国王陛下が、魔女は赤毛の少女だとおっしゃるんです。だけど、この国に赤毛の女なんてたくさんいて……」

「だから？　たくさんいるから、今度はこの少女を生贄にしようというのか？」

　静かな怒りをたたえたアロイスの言葉に、兵士たちは言葉を発することができなくなっていた。

「剣を下ろし、武装を解け。お前たちのやろうとしたことは、許されざる大罪である」

　聖者とまで呼ばれるアロイスに叱責されたとあっては、死後までも神の怒りに触れることになってしまう──兵士たちは青い顔をして剣を下ろした。

　侍女が頭を下げるのに首を振ってから、アロイスはロザリーンの元へと戻ってきた。

「ふぅ……慣れないことはするものじゃないね。見み得えを切るのは得意じゃない」

「そんなことありません。その、なんだかとっても嬉しかったです。アロイス様が、ああおっしゃってくれて」

　あのままでは、あの少女はきっとロザリーンになっていた。

　剣を突きつけられ、多くの人に魔女と罵倒される──その辛さや苦しさを知っているからこそ、そんな思いは絶対に他人にはさせたくない。

　アロイスだって、きっと同じ気持ちのはずだ。

　ロザリーンは、そっとアロイスの右手を握りしめた。

「ロザリーン？」

「謁見の間に参りましょう。……でも、少しだけ怖いから、こうして手を繋いでいて」

「……もちろんだとも」

　アロイスの指先が、ロザリーンの手をぎゅっと握り返してくる。

　強く、強く、決して二人が離れてしまわないように。

　黄金に縁取られた、重たい扉が開く──扉が完全に開け放たれた瞬間、二人の目に飛び込んできたのは玉座の上で叫び狂うレイクロフトの姿だった。

「魔女は──魔女はどこだ！　人間の死体が消えるなど、ありえるわけがない……！」

　顔を真っ赤にし、唾を飛ばしながら激昂するレイクロフトの足下には、宰相が平伏していた。

　床に頭を擦りつけるようにしながら、宰相はひたすら王を宥めようとする。

「陛下、今危惧するべきは魔女めのことではございませぬ。弟君につきましても、療養先の城がもぬけの空になっていたとの報告が上がってきております」

「うるさいっ！　今更、奴になにができる……権力も、側近も、あいつからは全て取り上げているはずだ。なにを恐れることがある！」

　その言葉に、アロイスとロザリーンは互いを見つめあった。

　ルーイッツが居城を抜け出したことを知り、ロザリーンの処刑を決めたのは国王だったはずだ。

「宰相、余は全て貴様に任せると言ったはずだ。魔女の処刑も、弟の追放も──そうすれば余は、父上をも凌駕する王になることができると、貴様はそう言ったではないか！」

　頭を抱え、狂ったように叫ぶレイクロフトの姿は、もう一国の王には見えない。

　ひとしきり叫んだ国王は、少し経つと暗闇で怯えている子供のようにすすり泣きはじめた。

「誰ぞ……誰ぞ魔女を連れてこい。死体が、綺麗さっぱり消えることなどありえない……魔女を連れてきた者には、特別に褒美を取らせよう」

　だが、それに応えることができる人間は、もうこの王城には存在していない。

「魔女、でしたら」

　そんなレイクロフトの様子を見ていたロザリーンが、ゆっくりと一歩を踏み出した。

　決して大きくはないが、はっきりとしたその声に、城の中を満たしていたざわつきが止まる。

　玉座の上で体を強張らせる王を睨みつけながら、ロザリーンはゆっくりと口を開く。

「あなたがお捜しの魔女でしたら、こちらにおりますよ。レイクロフト国王陛下」

　ネイビーのドレスを翻し、アロイスとともに立つロザリーンの姿を見て、国王は驚愕と恐怖に目を見開いた。

「魔女──まさか、本当に生きて……ど、毒を呷ったはずでは」

「たしかに、わたしは毒酒の杯を呷りました。でも、わたしは今もここに生きている」

　ロザリーンが一歩前に踏み出すと、レイクロフトは情けない声を上げて玉座の上で小さく丸まった。

　傲慢な国王の面影は、もうどこにもない。今までかろうじて保っていた虚勢が、ロザリーンの死体が消え、彼女が生きて目の前に現れたことで完全に崩れ去ってしまったようだ。

「これが、あなたが迫害しようとした人々の力です。国王陛下」

　アロイスが発した言葉に反応を示したのは、宰相の方だった。

　恐らく彼も、ロザリーンが薬師の家系であることを知っていたはずだ。

「まさか、中和したのか？　あの毒を──そんなばかな！　あれは王家秘伝の毒薬。その中和方法なんて──」

「存在しますよ。わたしの家は、昔王家にお仕えしていたそうですから……解毒方法は、父から譲り受けた医学書に記されてありました」

　古くカレンタール王家に仕えていたエリオネット一族は、王族の死刑に使われる毒の解毒法を知っていた。その毒が珍しいものであるとするのなら、毒の精製を行った人間も限られてくる。

「恐らく、その毒薬を作りだしたのも、わたしの先祖でしょう」

　そう言い放ったロザリーンに、宰相は唖然として言葉を失った。

　時を同じくして、軍靴の音が謁見の間に近づいてくる──それも、一人や二人ではない。大量の兵士が、この部屋を目指し駆けつけてきているのだ。

「おぉ──陛下、陛下！　兵士が参りましたぞ……アロイス殿は、こともあろうに魔女と手を組んだのです」

「魔女、と……」

　茫然自失のレイクロフトに駆け寄った宰相は、その耳元で毒のように甘い言葉を吐いた。

　おそらく、その言葉によって父と弟に劣等感を抱いた孤独な王をうまく操っていたのだろう。

「左様です。今兵士が参りますゆえ、どうか捕縛をお命じください──あれなるは逆賊、魔女と通じた異端者であると！　さすれば陛下の勇名は、我が国の繁栄とともに百年先も語られることとなりましょうぞ……！」

　宰相の言葉こそが、蜜を模した毒酒だ。

　甘く国王の耳元で囁く宰相を見て、ロザリーンは直感した。毒酒の杯を飲み干したのは、レイクロフトの方だったのだ。

「宰相よ──お前の、言うとおりに……異端者と魔女を、捕らえよ。今度は首を刎ね、決して蘇らぬように──」

　焦点が定まらない瞳をグルグルと動かしながら、レイクロフトはアロイスを指差した。

　謁見の間の扉を蹴破るようにして突入してきた兵士たちに、彼は声高に命じる。

「あの者たちを捕らえよ──！」

　だが、次の瞬間に訪れたのは静寂だった。

　兵士たちは誰も、レイクロフトの言葉には従わない。

「いいえ、兄上。捕らわれるのは、あなたの方です」

　水を打ったような静けさを破ったのは、低い男の声だった。

　最後に謁見の間にやってきたルーイッツが、兵士たちの間を割るようにして玉座へ近づいてくる。

「ルーイッツ……」

「お久しぶりです、兄上。長らくの不精、平にご容赦願いたく」

　優雅に腰を折ったルーイッツが、黒髪の間から睨みつけるように兄の姿を見た。

　言葉は少ないが、発せられる声には深い怒りと、諦め、そして哀れみが入り交じっている。

「お優しい兄上は、いつも俺のことを気に掛けてくださいましたね。体調が優れない俺のために、東方の珍しい薬を惜しげもなく送ってくださいました」

　恭しい口調だが、その言葉の奥には激しい怨嗟が隠されている。

　ルーイッツの姿は冷静そのものだったが、ロザリーンはそこに彼の強い執念を見た。

「もうお疲れでしょう、兄上。父上の影に悩まされるのも、宰相の言葉に従うのも、無理をして虚勢を張るのも……」

　言葉の剣をゆっくりと王の体に沈めるように、ルーイッツは柔らかい口調で話を続ける。

　その圧倒的な雰囲気に、宰相でさえもやがて膝から崩れおちてしまった。

「その玉座は、民を犠牲にしてまで守りたいものなのか？　そこから見える景色は、無辜の人間の命を奪いたいと思えるほど美しいものなのか？　兄上、この愚かな弟にどうかご教授願いたい」

　ぐったりと玉座にしなだれかかったレイクロフトは、宰相とアロイス、そしてロザリーンを交互に見た。

　やがて、レイクロフトはふらりと立ち上がり、おぼつかない足取りでロザリーンの方へと向かってくる。

「下がって、ロザリーン」

　咄嗟にアロイスが前に出るが、まるで生ける屍のような緩慢さでやってきた国王は、二人の足下に跪いて声を上げながら泣き出した。

「許せ……許してくれ──余を許せ……魔女といったことは謝る。だから……お、弟は……弟がいれば、俺は王でいることができない……！」

「陛下──」

　哀れだ。そう言わざるを得ない。

　王としての器量は弟に劣り、縋りつくものが血筋による権力しかなかった男の末路が、これほどに哀れなものだとは思わなかった。

「お前は賢い女だ。知らなかった、知らなかったんだ……全て宰相の甘言だった……なぁ、ロザリーン……」

　顔をぐしゃぐしゃにして縋りついてこようとするレイクロフトに、ロザリーンは手を差し伸べそうになった。

　この男にはたくさんひどいことをされたが、それでも良心が痛んでしまう──そうして手を伸ばそうとした瞬間、ロザリーンは強い力で後ろに弾き飛ばされた。

「ロザリーン、下がれ！」

「その男を捕らえよ！」

　二つの声が重なって聞こえる。理解ができたのは、名を呼んでくれたのがアロイスだということと、それまで自分が立っていた場所に、純白の法衣が翻っているということだ。

「っ……！　ア、アロイス様！」

　今、自分の身になにが起こったのか。

　それすらもろくに理解できないまま、ロザリーンは尻餅をついた場所からすぐに立ち上がった。

　レイクロフトがなにかを騒ぎ立てているが、彼の体は既に数人の兵士たちによって捕らえられ、身動きが取れないようになっている。

　慌ててアロイスの元へと駆け寄ると、彼は荒く息を吐き出しながら、自分の左肩を押さえていた。

「そんな……刺されたのですか……わたしを、庇って」

「言ったはずだ。君を、二度と傷つけないって……それに、傷口は浅い」

　足下に転がっていた小型のナイフを蹴り飛ばし、アロイスは首を振った。

　だが、彼が押さえている場所からは赤黒い血液が流れ出て、次第に法衣を濡らしていっている。

「近衛！　兄上を──否、レイクロフト・カレンタールを連れていけ。王は乱心召された……最早執務の続行は困難である」

　ルーイッツが激しい口調でそう指示を飛ばすと、屈強な兵士たちがレイクロフトを押さえつけながら連行していった。

　アロイスとロザリーンは、うなだれたまま連れて行かれるレイクロフトの姿を、じっと見つめているだけだった。
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「アロイス様、お加減はいかがですか？」

　怒濤のような一日が終わり、ロザリーンはアロイスの私室で椅子に掛けていた。

　怪我を負ってしまったアロイスの手当を行い、屋敷に戻ってきたロザリーンは、彼のそばを離れることなく付き添い続けた。

　傷口から熱が出てしまわないように、こまめに水と薬を飲ませながら、丁寧に様子を観察し続ける。

「あぁ、血も止まったし、気分も悪くはない。それより、君の方は？　毒薬は、完全に体から抜けたわけじゃないだろう」

「わたしも体は大丈夫なんですよ！　さっきは、ちゃんと食事もとりました」

　完全に毒薬が体から抜けるまでには、あと数日かかることだろう。

　だが、不思議とロザリーンの体に不調は見られなかった。毒物の中和に成功し、適切な医師の診察を受けたこともあって、怪我を負っているアロイスよりも元気といえるほどだった。

「そうか……それなら、よかった」

　アロイスはそう微笑むと、刺された左肩の辺りに触れた。

　ロザリーンの心臓を狙った刃だったが、確かに傷口自体は浅く、出血があっただけだ。

「包帯を替えましょうか？　痛むのでしたら、鎮痛剤を……」

「大丈夫だ。ただ、ここに、触れてもらうことはできないだろうか？」

「ここ、ですか？」

　請われるがままに、ロザリーンはそっと彼の左肩に触れた。

　柔らかな寝間着の下、未だ熱を持つそこは、とくとくと規則正しく脈を打っている。

「痛くはありませんか？」

「あぁ。君に触れられていると、痛みも感じなくなっていくような気がする」

　上機嫌に目を細め、アロイスはロザリーンの髪をそっと撫でた。

　そうして、自分の胸の鼓動を聞かせるように、細い体を抱き寄せる。

「アロイス様……っ」

「今は、少しだけこのまま──こうしていられることが、奇跡みたいなんだ」

　ともすれば、今頃は二人で冷たい土の下にいたかもしれない。

　そう思うと、ロザリーンもこの瞬間が特別なものであるように感じられた。

「今、君が欲しいと言ったら、怒るかな？」

「なっ……き、傷口がまだふさがっていませんから……だから、その」

　まるで明日の天気でも聞くかのような調子で訪ねられ、ロザリーンは返答に困った。

　どうだろうか、と、首を傾げる彼の様子は普段と変わりない。ただ、時折彼が見せる獰猛な本能の光が、じりじりとその深緑の瞳に宿っていた。

「君が嫌だというのなら、無理は言わない。君だって病み上がりであることにはかわりがないわけだし……少しだけなら、我慢もできる」

　彼はほんの少しだけ唇の端を吊り上げて、けれども懇願するような手つきでロザリーンの輪郭をなぞった。

　その誘いを振りほどけないほどに、ロザリーンは彼を愛している──一瞬だけ頭によぎった迷いは、重ね合わせた唇同士が奏でる音と一緒にかき消えた。

「ぁ……っ、ふ、ぅう……」

　ちゅ、と唇がやわらかく吸われ、ロザリーンの体がぶるりと震える。

　舌を絡め、互いの唾液を混ぜあいながら交わすくちづけは、糖蜜のように甘い。

　きつく抱きしめてほしいとも思ったが、それではアロイスの体に負担をかけてしまう。そう考えたロザリーンは、自分から彼に擦り寄り、その胸板に体を預けた。

「はは……ロザリーンは、猫みたいだな。あまり、私のことは気にしなくていいよ」

　そうはいっても、彼は怪我人である。

　本来であればロザリーンは彼に絶対安静を告げるべきなのだろう。だが、身中で燻る熱はそれを許してはくれなかった。

「だって、アロイス様は……」

「私は大丈夫。君をこうして愛せるなら、今すぐ死んだって構わないさ」

「そんなこと、言わないでください……」

　たとえ冗談だとしても、死という言葉は嫌いだ。

　両親だけではなく、アロイスまでをも失ってしまえば、きっとロザリーンはぼろぼろに壊れてしまうだろう。

　そっと彼の首に腕を回し、自ら唇に吸いついたロザリーンは、ついばむようにキスを繰り返してほの暗い思考を消そうとした。

「ぁ、んん……ちゅ、ぅ……」

　ちゅ、と音を立てて唇を吸うと、アロイスの目が心地よさげに細められた。

　すると、次の瞬間にはロザリーンの体がふわりと椅子の上から浮かんでしまう。

「ひゃぅっ！」

「椅子じゃなくて、こっちにおいで。ほら、この方がずっと近い──」

　その表情に、先ほどよりもはっきりとした欲情の色を滲ませながら、アロイスは自分の膝の上にロザリーンを抱え上げた。

　アロイスを見下ろすような体勢になったロザリーンは、突如訪れた浮遊感に驚きながらも、ゆっくりと彼の髪を撫でていく。銀色のそれは柔らかく、触れているだけでひどく心地よい。

「ん……なんだか、変な感じがします」

「変？」

「こうやって、アロイス様を見下ろすことが……ぁ、やっ……」

「そうだね。いつもは私が、君を見下ろしているから」

　そう言いながら、アロイスは甘えるようにロザリーンの胸へと頭を押しつけてくる。

　柔らかい胸を片手で弄い、もう片方の手でドレスを解きながら、器用にその体をなぞりあげていった。

「ロザリーンは、私と違ってどこも柔らかいね。指先も、手のひらも……ここも、ずっとやわらかい」

　彼は笑いながら、背中から腰までゆっくりと触れてきた。

　するするとドレスを脱がし、上半身のほとんどが露わになったロザリーンの素肌に触れながら、うっとりとした表情を向けてくる。

「は……ぅ、ッ……ん、アロイスさま……」

　肌を冷たい空気にさらされて、ロザリーンは再び体を震わせた。

　皮膚の上をすべっていく外気は冷たいというのに、体の奥は焼け爛れてしまいそうなほどに熱い──二つの異なる感覚に、丸みを帯びた乳房がふるふると揺れる。

「震えているの？　かわいい……少し、赤くなってる」

　アロイスはくすくす笑いながら、真っ赤な舌を突き出してきた。

　その舌先が、まろい乳房の輪郭をかたどるようになぞり、やがて先端の蕾に触れる。

「あっ……」

　唾液をたっぷりからませた舌が、徐々に勃ちあがるその先端をたっぷりと愛撫する。

　少しザリザリとした感触が、余計に刺激を増長させ、ロザリーンは小さな悲鳴を上げた。

「ひっ……ぁあっ、ン……」

　彼に触れられた場所が、とても熱い。

　じわじわと体の中で燻る熾おき火びが、徐々にその激しさを増していくのがありありとわかった。

　彼に触れられた場所だけではなく、もっと奥──ロザリーンの秘められた場所が、新たな快楽を求めて潤みはじめていく。

「んっ、ああっ……アロイス様、そこ、ばっかり……ッ」

「だって、ロザリーンはこうされるのが好きだろう？　顔を真っ赤にして、いつも気持ちよさそうにしているから」

「あっ、ああっ……はッ、あんんっ──！」

　ちゅるっ、と、わざとらしく音を立てながら乳蕾を吸われたかと思えば、歯先で先端を軽く食まれる。

　続けざまにもたらされた鋭い快楽に、ロザリーンは背を反らせて悲鳴を上げた。

　その喜悦のせいなのか、じわりと滲んだ涙がぽろりとこぼれていくのを感じながら、ロザリーンは自分の体が更に熱く燃え上がるのを感じた。

「あっ、ア……それ以上はっ……アロイス、さまぁっ」

　戯れのように何度か乳首を吸われ、ロザリーンの腰は自然と上下に揺れだした。

　油断をしていると完全に力が抜けてしまうので、いつの間にかその手はアロイスの服をしっかりと掴んでいる。

「ここばかりじゃ物足りないかな？　ロザリーンは、どこに触れてほしい？」

　耳元で熱っぽく囁かれ、そっと腰に指先を這わされながら、ロザリーンは何度か荒い呼吸を繰り返した。

　アロイスがほしい──もっと強く、激しく、彼が与えてくれる愛しさを全て飲み込んでしまいたい。

　だが、その言葉は喘鳴の中でかき消されてしまい、ロザリーンはただ小鳥のように、小さく高い声で啼くことしかできない。

「ぁうっ、ァ……アロイス、さまが」

「うん？」

　どうやって、この愛しさを言葉にしよう。

　溢れてくる感情がうまく形にならないもどかしさに、ロザリーンは首を何度も横に振った。赤い髪が、汗ばんだ体にぱらぱらと散っていく。

「だ、きしめて……もっと、強く……いっぱい、わたしに触れて……」

　今は、そう口にするのが精一杯だった。

　一方で、顔を真っ赤にしながら懇願するロザリーンの姿を見たアロイスは、ふっと表情を崩すと、そっとその細い首筋に顔を埋めた。

　火照った舌を這わせ、両手の親指で花蕾を捏ね回しながら、ロザリーンの囀さえずりに耳を傾ける。

「ひゃ、ぅ……ッ、ん、ああっ……」

「嬉しいよ、ロザリーン──君がそう言ってくれて……もう、私は君なしでは生きていけなくなってしまった」

　やがて、両胸を揉む手のひらは、ゆっくりと下腹の辺りまで下がっていく。

　ふっと顔を離したアロイスに、腰の辺りにまとわりついていたドレスを完全に脱がされて、ロザリーンは思わず顔を背ける。

「私を見て」

　そう短く命令されると、ロザリーンは言われるがままになってしまう。優しく導くような声で囁かれるだけで、じっと彼の顔を見つめてしまった。

「そう……恥ずかしがらないで。私だけを見て」

　宥めるような声音でそう繰り返し、アロイスも自分の着衣を脱ぎ捨てた。

　裸の肌同士が触れあうと、しっとりとした感触が心地よかった。

「ぁっ……は、ぅっ」

　そっと、足の付け根を骨張った手が押さえた。

　既に蜜を湛えた秘裂を、つうっ……と人差し指が撫でつける。

「んぁ、ああ……」

　とろりとした淫蜜が、彼に触れられたことで溢れだしてくる。

　熱を帯び、柔らかくなった媚肉は物欲しげにヒクつき、彼の指先から与えられる刺激を求めていた。

「ロザリーンの中はとても熱い……それに、狭くて、私を離そうとしない」

　指先を突き立て、グチグチと入口の辺りをほぐしながら、アロイスは掠れた声を出す。

　その声に耳朶をくすぐられることすらも快感に思えて、ロザリーンはビクビクと小刻みに体を揺らした。

「ひゃ、ぅうン……ッ、あっ、やぁっ……」

　カリカリと爪の先で熟れた場所を引っかかれ、そこから生み出された疼きがロザリーンの体に一気に広がっていく。

　たまらずにとうとう彼の体にしなだれかかったロザリーンを、アロイスはきつく抱きしめた。

　そうされることで、指先がより深い場所を──なによりもロザリーンが感じてしまう場所を、ぐっと刺激した。

「あ、はァっ、ふぁ、アっ……！　あ、あっ、んんんっ……！」

　一瞬だけ体が強張り、視界が明滅する。下肢の収斂とともにもたらされた愉悦に、ロザリーンは目を見開いて絶頂を極めた。

「は、ッァ──っ、はぁっ、あ……」

　びくりと背中が痙攣し、次に怒濤のような倦怠感が押し寄せてきたロザリーンは、そのままぐったりとアロイスの胸に体を預けた。

　消毒液の匂いと、真新しい包帯の感触が肌を掠める。

「ひぁ、あ……アロイスさま……もっ、これ、いじょうは……」

　これ以上はいけない。

　彼が怪我人であることをようやく思い出したロザリーンは、ゆるゆると首を振った。これ以上彼の体に負担を掛ければ、いったんふさがった傷口も開いてしまう。

「そうか……これ以上は、さすがにまずいかな？」

　そう、銀の髪を揺らして首を傾げるアロイスに、ロザリーンはふっと息を吐いた。

　まだ、もう少しだけ触れてほしい──彼に無理をさせたくないと、頭ではそれがわかっているというのに、心は従順であった。

　それでも、これ以上はさすがにいけない。

　ゆっくり体を離そうとするロザリーンだったが、その緩慢な動きはアロイスの次の言葉でぴたりと止まってしまった。

「じゃあ、ロザリーンが動いて？」

「……え？」

「私がこうして座っているから、君が上に乗って……ほら、そうしたら君の顔もちゃんと見える」

　名案だといわんばかりの彼の笑顔に、ロザリーンは一瞬言葉を失った。

　上に乗る？　向かいあって、座ったまま──そんな経験はもちろんないし、顔がよく見えるというその言葉も余計に羞恥を煽る。

「ま、待ってくださいアロイス様、そういうことじゃ……」

「言ったじゃないか。私に触れてほしいと……私はね、もう君をこの手から離すつもりなんてないんだ。こうやって、永遠に君と抱き合っていたいとすら思う」

　熱に掠れた声が、わずかに揺らいで聞こえた。

　次の瞬間にロザリーンが感じたのは、彼が美しく笑う気配と、自分の体が再び抱え上げられた浮遊感だ。

「あっ、ま──ッ、あ、あああっ！」

　一気に、奥まで貫かれる。

　ぐぷぐぷと空気を押しつぶしながら、切っ先がまるでキスをするように奥の院に押しつけられ、ロザリーンはそれだけで軽く達してしまった。
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「あふっ、ァ、んああっ……」

「ああ、すごい……ッ、こうした方が、ずっと……」

　自らの重さで、体はより深くまで繋がってしまう。

　軽く腰を揺らされると、ビリビリとした痺れが断続的に訪れて乳房までをも揺らした。

「このまま、ずっと……ずっと、こうしていたい」

　奥をぐりぐりと刺激され続けながら、まるで懇願するような声が聞こえてくる。

　ずっとこのまま──魔女狩りの騒動が治まった今、彼との別離もそう遠くはないと思っていた。

　自分に帰る場所はもうないが、ただ彼の客人としてここにとどまり続けるわけにもいかない。本来、彼は言葉を交わすことすらも許されぬ立場の人間であるのだから。

　だが、そんなロザリーンの決意を知ってか知らずか、アロイスは切なげに乞い願った。

「お願いだ、ロザリーン。ずっと、このまま私の側にいてくれないか……愛してる。愛してるんだ……君に出会ったときから、ずっと」

　今にも消え入りそうな声で愛を囁かれ、その声だけでロザリーンの蜜窟はきゅんっと切なく疼いた。

　本当ならば、出会うはずがなかった人。身寄りのない、小さな村に生まれた自分が、一生会うこともなかったであろう彼のことを、どうしようもなく愛してしまっている。

　彼に出会わなければ、芽生えることもなかったであろう感情だった。

「誓って。どうか……永遠に私とともにあると。私とともに、この国で生きてくれ──」

　まっすぐに突きつけられた言葉を拒絶することはなかった。

　ロザリーンは、目線よりもやや下にある彼の頭をぎゅっと抱えて、胸中から湧き出すような言葉で答えた。

「わた、しも……一緒にいたい。あなたと──生きて、ずっと一緒に……」

　深く交わるようなくちづけを交わしながら、二人は一分の隙もないようにと抱き合った。

「嬉しい、よ。ロザリーン……っ」

　歓喜にわなないたアロイスの声と一緒に、律動が再開される。

　最初は優しく、くすぐるように小刻みの振動を与えられていたが、それは少しずつ強さを増していく。

「あっ、ンん……は、ぁっ」

「君の前で、私はただの男になってしまう。本当はね、ルーイッツ様と顔を合わせるのだって……」

　低く囁かれる声が、媚薬のようにしみこんでいく。

　軽く揺さぶられ、白い肌にいくつもの痕をつけられながら、ロザリーンはぼんやりとその声を聞いていた。

（あの、アロイス様が……嫉妬、なんて）

「こんなにも、君を愛してしまった。どう呼ばれようと、どんな地位に立とうと、君の前で私はただの、哀れな男に過ぎない──」

　ずちゅずちゅと、互いの体液が入り交じる水っぽい音が聞こえる。

　交合部から聞こえる淫靡な水音は、敏感になったロザリーンの五感を蕩かすには十分すぎるほどだった。

「ふと、君を閉じ込めてしまいたいと思うときもある……許されるのなら、永遠に」

　汗で張りついた髪を除け、そっと額にキスを落としながら、アロイスは常の彼ではまず言わないような言葉を口にした。

「そ、んな……あっ──」

「愛というのは、恐ろしいね。私はまるで、別人になってしまったようだ」

　冗談だと笑うアロイスだったが、ロザリーンを追い詰める動きは更に強くなるばかりだった。

　張り詰めた傘の部分が、敏感になった媚肉をゴリゴリと抉るように刺激を与えてきて、白い背が徐々に弓なりに反る。

「はっ、ァあ……ッ、も、そんな、強くっ……！」

　深くまでアロイスのもので貫かれ、キスを落とされながら揺さぶられ続けたロザリーンは、一度引いた快楽の波が再びせり上がってくるのを感じた。

　それも、さっきよりもよほど大きく、逃れがたいものだ。

「んっ、んああっ……！　ひゃ、また、ぁっ……！」

「うん……このまま、二人で──っ」

　余裕のない声を絞り出したアロイスが、更に抽送を強くする。

　にわかに歪んだ視界で、銀色の髪が揺れた。

（あぁ──）

　たまらずに、ロザリーンは彼の唇を食む。

　深く繋がったまま交わすくちづけは、互いの皮膚までもが一つになり、二つの体の境界をひどく曖昧にした。

「ロザリーン……っ、もう、中に……ッ」

　一際低く、アロイスが唸るような声を出した。

　それに呼応するように、蜜壺がきゅうぅっ……と熱塊を締めつける。

「き、て……っ、アロイスさま、ぁっ」

　ロザリーンが名前を呼んだ瞬間に、熱い奔流が胎内へと流れ込んでくる。

　焼け付くような、けれどもひどく幸福な感覚に身を委ねたロザリーンは、そのままふるりと背を震わせた。





終章




「教育機関の設立、ですか？」

　夕刻を過ぎると、テーリンゲン邸は穏やかな時間を取り戻す。

　昼間は使用人たちがあちこちで仕事をしているのだが、夜になればその賑やかさがウソのように、心地よい静けさに包まれる。

　アロイスの私室で本を読みながら、ロザリーンは彼の言葉に首を傾げる。

「あぁ。今回の陛下……いや、前王の一件は、国民の間に流布する民間信仰や、根拠のない伝説で大ごとになってしまった節があってね。対応策として、王立の教育機関の数を増やせないかと話が来ている」

　国王レイクロフトの『乱心』による一件から、半月ほどが経った。

　離宮に捕らわれていたアロイスの両親も無事に救出され、王弟ルーイッツは新たな王として即位するための準備にかかりきりになっている。

　そんな中、アロイスは怪我の療養もそこそこに、自宅での執務をこなしていた。

「そ、それでアロイス様にお声が？　まだ怪我も完全に癒えていないのに……」

「いや、本来は私が陣頭で指揮を執るはずだったんだが、父上が名乗りを上げてね。既に一線を退いた身ではあるが、子供たちや民のためにできることはないかと、離宮で色々と企んでいたらしい」

　アロイスの父──先代のテーリンゲン家の当主は、非常に温厚で頭の良い人物だった。

　妻とともに国王の監視下にあってもなお、財政の改善案や教育の充実といったことについて、あれこれと考えていたらしい。

「母上も非常に乗り気なのが厄介だ。二人とももういい年なのだから、私としては別邸でゆっくり暮らしていてほしいんだが」

　やれやれと肩を竦めるアロイスだったが、その表情はどこか嬉しげだ。

　大切な家族が無事に解放されたとき、彼はこれ以上ないほどに安堵していた。眠れない夜が続いていたのか、その日はロザリーンの部屋にやってきて、糸が切れたように眠りこけてしまったほどだ。

「でも、とても素敵なことだと思います。わたしだって、ちゃんと薬学の勉強ができるところがあったらって、いつも思っていたから……」

「あぁ。幸いにして、地方の町や村には、今も学問に通じた女性たちが多い。もちろん偏りがないようにしなければならないが、基礎的な計算や読み書きをそこで教えて、素養がある者は王都で専門分野を学べるようにしたいと思っている」

　正しい知識があれば、皆無とはいかずとも、偏見を減らすことはできるはずだ。

「それに、今回の一件で私も自分の無力をずいぶんと痛感させられた。学びなおすことも、考えなければならないことも、今の私にはあまりにも多い」

「わ、わたしも……！」

　その言葉に、ロザリーンも身を乗り出した。

　彼やルーイッツがようやく勝ち取った平穏を側で支えていたい。暮らしが落ち着いてきてからは、そう考えることがとみに多くなった。

「わたしも、たくさん勉強したいです。その、薬学のこと以外も……できれば、アロイス様と一緒に」

「それは──もちろん、願ってもないことだ。結婚式が終わったら、メラニアに準備をさせよう」

　結婚式。

　その言葉を聞いただけで、ロザリーンの胸には温かなものが広がっていく。今はまだ、国内の情勢が不安定なため控えているが、それが少し落ち着いたら、アロイスとロザリーンは正式に婚姻を結ぶ予定だった。

「侍女たちが、もうドレスの発注をしたいと言い出したよ。母上も、君に渡したいブローチがあるとか」

「き、気が早すぎるのでは……まだ、その……ルーイッツ様の即位もこれからですし」

「私はすぐにでも大聖堂を開け放って、君と夫婦の契りを結んでいいと思うのだけどね」

　それまで残っていた執務をおこなっていた椅子から立ち上がり、アロイスは穏やかに笑いながらロザリーンの目の前へと歩いてきた。

　陽光に照らされた銀髪は、神々しさすら漂わせている。

「君に、家族を作ってあげたいんだ。これは私の、一方的な願望だけれど……もちろん、父や母のことを本当の親と思ってくれて構わない。彼らもそれを望んでいるし──でも、そうだなぁ」

　アロイスの両親は、親のないロザリーンにも非常に友好的だった。

　特に彼の母は、自分に娘ができたようだと言って、日々あれこれと心を砕いてくれている。アロイスとの結婚が決まって、自分のことのように喜んでくれたのも彼の母だ。

　だが、アロイスが言いたいのはそういうことではないらしい。

「口に出すと、照れてしまうな。でも……うん、君の子供がほしいんだ」

　白い肌をやや朱く染めながら、まるで内緒話をするかのように囁かれたその言葉に、ロザリーンの顔も一気に熱くなる。

「そ、れって」

「うん、こういうこと……だめだな、私は。君が目の前にいると、やはり節制が利かなくなってしまう」

　そっと頬に口づけられ、ロザリーンはくすぐったそうに身をよじった。

　椅子の上では窮屈だからと、彼に手を引かれてベッドの上まで連れていかれる。その時、控えめに指先を握られるのが好きだった。

「あの、アロイス様」

「うん？　どうしたんだい？」

　そっと寝台の上に腰掛けたロザリーンは、にこにこと微笑むアロイスから少しだけ目を逸らした。

「やっぱり、その……問題があるのでは？」

「問題とは？」

「だって、わたしには親もいませんし……それに」

　それに、ロザリーンはかつて魔女と呼ばれていた。

　それがレイクロフトの暴虐によってもたらされた、不名誉極まりない冤罪だとしても、その事実が消えるわけではない。

　アロイスは気にするなというが、二人の立場はあまりに釣り合わない。

「君も心配性だね。気にすることはないというのに……誰か、君にそんなことを言ったのか？　名前を教えてくれれば、私は全力でその人間を説得にかかるが」

　全力、という辺りで、アロイスの瞳がわずかに鋭くきらめいた。その様子に、慌ててロザリーンが両手を振る。

　別に誰にそう言われたわけでもない。メラニアをはじめとしたこの屋敷の人間は皆ロザリーンに友好的だったし、彼女自身が勝手にそう思ってしまうだけだ。

「だって、不安だから……あなたは、とても素晴らしい人だし」

「君は少し、自己評価を上げた方がいい。私にとって君はかけがえのない人だし、もう私は、君なしでは生きていくこともできない」

　そうして、柔らかく唇を食まれる。

　そっとベッドの上に押し倒されたロザリーンは、首筋に吹きかけられる熱い吐息に肩をふるわせた。

「ひ、ぁ……」

「んっ……もしかして、禁断の果実とはこういうものをいうのかもしれないね」

　耳元で低く囁かれ、鼓膜からじんわりと熱が伝わってくる。

　こうなったら、アロイスは決してロザリーンを離してはくれない。この数日間、幾度となく繰り返された愛交を思いだすだけで、顔が熱くなっていく。

「や──ア、アロイスさま。そんな……」

　首筋から、緩やかな曲線を描く肌を唇でなぞるアロイスは、簡素な作りのドレスをゆっくりと紐解いていく。昼間着ているものとは違い、生地が薄く柔らかいそれは、簡単に脱がされてしまう。

「だって、そうだろう？　甘くて、柔らかい。一度口に入れてしまえば、もう止まらなくなってしまう……」

　甘ったるく笑いながら、アロイスは音を立ててロザリーンの肌を吸う。

　針で刺されたような痛みを感じた場所には、薄い鬱血の痕が散った。その様子を見て、彼はまるで肉食獣のように舌舐めずりをするのだ。

　野卑に見えるかのようなその仕種も、アロイスがするとなぜか気高いもののように思えてしまう。

　今からぱっくり食べられてしまうのはロザリーン自身だというのに、それすらも幸福なことのように思えてきてしまった。

「っ……ふ、ぁ、ああっ……」

「くすぐったいかな？　それとも、気持ちいい？」

　薄く平たい腹にキスを落とされて、ロザリーンは唇から高い声を漏らした。

　何度も彼を受け入れたその場所に触れられると、ふわふわとした不思議な感覚を覚える。それが「気持ちいい」ことだと知ったのは、ロザリーンの記憶にも新しかった。

「君が悦いと思うことは、たくさんしてあげたい……君が喜んでくれると、私もひどく心地がよくなるんだ」

　そう囁いて、アロイスはロザリーンの左足を持ち上げた。

　下着を除けられ、足の付け根に舌を這わされると、ひやりとした空気が閉じられた蜜口を刺激してくる。

「あ、あぁ……ンっ、それ、やっ……」

　唾液をたっぷりとまぶした舌が、ぬるぬると太腿を伝う。

　決して蜜壺に触れようとはしないまま、しばらくアロイスはその場所への愛撫を繰り返した。

　柔い肉を吸い、前歯で食んだかと思えばくすぐるように唇を押しつける──それを何度か続けられ、次第にロザリーンの秘処がとろりとした蜜を湛えはじめた。

「は、ぁ──っ、ぅ、うんっ……」

　下腹部が熱く、もどかしい。早く触れてほしいと浅ましい考えが頭をよぎるが、アロイスはそれを気にも留めず、ただ足への愛撫に注力していた。

「ひゃぅ、ぁ、アロイスさまっ……もっ、そこは……ッ」

　あまりにも焦らされ、とうとうロザリーンの唇から悲鳴がこぼれた。

　そこばかりを触れないでほしい。もっと、更に奥を愛で、貫いてほしい。

　靄がかかった理性を飲み込むように、本能が声を上げはじめた。

　ねだるように体を揺らすと、彼の視線が蕩けた秘部に注がれる。アロイスは恍惚とした表情を浮かべると、蜜を滴らせるそこに肉楔の切っ先をあてがった。

「抱きしめても、いいかい？」

　掠れた声が、肌を嬲るようだった。

　既に抱き合っているというのに、律儀にそんなことを尋ねてくる彼が、ひどく愛しい──ロザリーンはそっと腕を持ち上げ、覆い被さる彼に向けてその手を伸ばした。

「このまま抱きしめて、離さないでください」

　わずかに常磐色の瞳が細められ、短く息を吸う音が聞こえた。

　押し当てられた熱の塊が、ぐっと隘路を押し広げる──蕩けんばかりの愛蜜を湛えた媚肉が、ぐぷりと音を立てて雄茎を飲み込んでいく。

「っは、んっ……ぅ、ああっ」

　最初に比べれば多少は慣れたが、それでもなお、蜜壺を開かれるこの感覚は息苦しさがつきまとう。

　だが、強い圧迫感であっても、アロイスから与えられるものだと思えば、耐えることができる。

　ロザリーンは深く息を吐いて、彼が腰を沈めてくる感覚に身を委ねた。

「んぅ……」

　たくましい肉の感触に体が満たされるのを感じながら、ロザリーンは身中から湧き出す歓喜に身を震わせた。

　深くまで繋がり、まるで一つの肉体であるかのように重なったふたりは、しばらく言葉を交わすこともなく互いを見つめ合っていた。

「痛くはない？　辛いところは」

　しばしの静寂を打ち破り、アロイスが声をかけてくる。

「痛くは、ないです。それに、こうしていると……」

　彼と抱き合っていると、ロザリーンの中で全てが満たされていく。触れられた指先、重ね合った唇から、等しく感じる体温まで──アロイスと混じり合うようなこの瞬間が、途方もなく幸せであった。

「とても、幸せなんです。アロイス様と一つになれて、幸せ……」

　碧色の目を細めてへにゃりと微笑んだロザリーンは、更に内部を擦られる感覚に吐息を漏らした。ゆっくりと抽送を繰り返すアロイスが、彼女の手を取ってくれる。

「ぁ……」

「私も、これ以上ないほどに幸福だ。君と出会えたから、私は愛を知ることができた」

　そうして彼は、自分の唇にロザリーンの指先を押し当てた。

　薬草を摘み、時には傷だらけになることもあったその指先から、じわじわと熱が広がっていく。

「この手を、ずっと離さないでいて」

　囁かれたその言葉に、ロザリーンの目からぽろりと涙がこぼれた。

　ぎゅっと握られた手を振りほどくことは不可能だ。彼がロザリーンによって愛を知ったというのならば、ロザリーンもまた、彼によって愛しさを呼び起こされた。

「絶対に離しません。だからずっと、ずっと一緒に……」

　くらくらと目眩を感じてしまいそうな多幸感と、抱き合った体の温もりに浸るように、二人はいつまでも抱擁を交わしていた。





終わり









[image: ]









あとがき




　トパーズノベルスさんでは、はじめまして。

　沙さ布ふらぶでございます。

　暖冬かと思ったらとんでもなく寒くなったり、かと思ったら容赦なく雪が降って絶望を覚える北の大地に生きております。




　普段あんまりあとがきって書かないので、ちょっとなにを書いたらいいのか戸惑ってます。




　作品『魔女は聖者の執愛に蕩けて』について、少しお話ししますと、聖職者×純朴な女の子を書きたいなーと思い立ち、今回このようなお話を書かせていただきました。赤毛の女の子が大好きなんです。

　あと銀髪のキャラクターに惹かれることが多いので、今回ヒーローのアロイスを銀髪にできたのがとっても楽しかったです。

　それと、男装の麗人・メラニア。メイン二人を守る美しい剣として、今回序盤から割と最後の方まで出ずっぱりでした。キリッとしてかっこいい女性が大好きです。

　今回登場するキャラクターのほぼ全てが自分の好きなタイプだったので、非常に楽しく原稿を進めることができました。




　イラストをご執筆いただきました緒お田だ涼りょう歌か先生に心より深く感謝申し上げます。描いていただいた素敵なイラストを拝見して嬉しいため息をついております。

　とにかく自分の「好き」を全部詰めしたようなこのお話、一人でも多くの方に楽しんでいただけたら嬉しいです。




二〇一九年四月吉日


沙布らぶ　








トパーズノベルス

同時配信二〇一九年四月二六日配信予定
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死を呼ぶ令嬢にカタブツ侯爵は愛を誓う


【書下ろし・イラスト一〇枚入り】







　著作：如月一花

　イラスト：南香かをり







　「だめだ、ちゃんと全て愛していると刻まなければいけない。ここで」







　　婚約者が何人も不審死し、魔女と忌避される子爵令嬢・ロレッタ。辺境なら噂の手も届くまいと出席する夜会で、侯爵・グラハムに見初められる。噂を知っても惑うことない彼と甘い夜を過ごすも束の間、周囲では異変が起き始め……!?
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強き花は淫らに濡れる


【書下ろし・イラスト五枚入り】







　著作：御子柴くれは

　イラスト：蘭　蒼史







　ドレスより剣や馬が好きなジゼル。クリストフと出会い、女としての悦びに目覚め──!?




　　一七歳のジゼルは英雄の父親を持ちながら、森の端でひとり暮らし。ある日、山賊から馬車を助けたことで、王子のクリストフと出会う。恩返しだとクリストフは家に押しかけ、なりゆきでふたりの生活が始まるが──!?








トパーズノベルス

近日配信二〇一九年五月二四日配信予定







若き国王と人身御供の姫君（仮）


【書下ろし・イラスト七枚入り】




　著作：赤城まや　　イラスト：小路龍流







　「気に入った。これからお前はずっと、俺のものだ」




　　　砂漠の国タルスクの新国王アシュラフに、性奴隷として送り込まれるイリリアの侯爵令嬢フランチェスカ。濃密な愛撫と淫らな行為に身も心もとろかされながら凜とする彼女に、アシュラフの態度は変化していくが……!?








放蕩侯爵の不器用な熱情に乱れて（仮）


【書下ろし・イラスト八枚入り】




　著作：葉月ぱん　　イラスト：上原た壱







　「甘い雌の香りで誘うその身体は誰のためにある？　──俺に抱かれるため、だろう？」




　　　獣に襲われたところを侯爵トールに助けられるミアティは記憶喪失だった。何でもするから傍に置いて、と腹減りに願う彼女は屋敷に招かれ、ベッドに押し倒されて……？

　　　無自覚の言葉に縛られ交わすのは、ほろ甘い蠱惑の吐息──







トパーズノベルス

魔女は聖者の執愛に蕩けて
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